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　山々を冷たい風が吹き抜け、木々の葉を揺らしていく。

　今は十月の半ばを過ぎたところ。木の葉は赤く色づいている。

　山にはわずかに動物の気配があるが、ほとんど物音がしない。

「……少年もラーシュも、よくあんなところに七年も籠こもっていたな」

「水道くらいはあるようですわ。水道くらいしかないようですが」

「私は一応、都会育ちなので想像もつきませんね、そんな生活」

　イシュトは、ぼそりと言った。

　彼女は、そびえる山々を望む小高い丘の上にいる。

　正確には、丘の上に寝転んで山の様子をじっと観察しているところだ。

　イシュトは、長い緑色の髪を伸ばし、後ろにバレッタをつけている。

　服装はセイバーズの黒い制服姿だ。寝転がるのに邪魔になるので、愛剣の雷狼牙ライロウガは腰から外して横に置いている。

「イシュトさんも七しち剣けんになれば、どんな生活をしても誰だれも文句は言いませんわ」

　そう言ったのは、ソーディ最強の七剣の一人、絶ぜつ剣けんシュナークだった。

　薄茶色の髪を三つ編みにしている。両目は閉じられているが、顔立ちのよさは隠しようもない。

　黒を基調とした上着に金色のラインが入った七しち剣けんの正装で、本来はマントを羽織るのだが、彼女はそれはつけていない。イシュトと同じく、横に美しい拵こしらえの小刀を置いている。

「まだ七剣になれるかなんて、わかりませんよ。私は、やっと継承印コードをもらったばかりですから」

　イシュトの左手首には、白い腕輪がはまっている。

　剣に指し揮き杖じようが交差したデザインの紋章が刻まれており──それは、剣けん将しようの継承者の証あかしである。

　イシュトはつい先日、この継承印を授けられたばかりだ。これから、七剣の一人にふさわしい功績を上げなければ、正式に剣将を継ぐことはできない。

　この丘で寝転んでいるのも、功績を上げるためだ。

「それで、シュナークさん。どうですか、山の様子は？」

「かなりの数のブレイズがいますわ。正確には五百……四十二人でしょうかね」

「……さすがですね」

　シュナークは盲目だが、視覚以外の五感が極端なほど鋭い。

　さらに、ソーディが持つ不可視のエネルギー『光コウ』を糸状に変形させて体外に放出し、数百本の糸を張り巡らせて、周囲の状況を正確に把握することができる。

　あの山には、日本中から──いや、世界中から続々とブレイズたちが集結しつつあるのだ。

　ブレイズたちは七十年前にソーディ政府から粛清を受け、その際に海外まで逃げた者たちも数多くいたらしい。その彼ら、もしくはその子孫が戻ってきているのだ。

「とんでもないのが二人、さらにもっととんでもないのが一人、それと上位剣けん姫きクラスが……三十人くらいですわね」

「けっこういますね。上位剣姫クラスはもっと増える可能性もあるかも……」

　ブレイズは広いくくりではソーディの一種族だが、特に強きよう靱じんな肉体と高い戦闘センスを持ち合わせている。かなりの手て練だれが相当数いても不思議はない。

「いいえ、上位剣姫クラスなど何人増えても同じことですわ。それより……やはり、問題は三人のアレですわよ」

「……リンネと八やツ首くびの蛇、それにリーゼベルですか」

　イシュトは砂を噛かむような思いで言った。

　リンネとはここ数すうヶか月げつ親しく付き合ってきた仲だ。

　元々、ブレイズ側の剣けん士しであったことはわかっていたが、こうして実際にまた敵味方に分かれてしまうと、この数ヶ月の間に彼女にしてやれることがあったのではないかと思ってしまう。

　イシュトは、リーゼベルとも面識がある。愛らしく、好感の持てる少女だった。彼女がブレイズのリーダー──女王だなどと今でも信じられない。

「生きていたことを……喜んではいけないのでしょうね」

　イシュトは、またつぶやいた。

　数日前、リーゼベルたちは航空自衛軍による猛烈な空爆をくらったはずだった。それでも、彼女たちはピンピンしているらしい。

「気にしすぎないことですわ。今は偵察です。主観を交えずに、冷静に観察してください。目の見えない私の代わりに、あなたには見るべきものがあるはずですわ」

「……はい」

　シュナークはイシュトより一つ年上の十九歳だ。まだ若いが、七しち剣けんとして経験を積んでおり、どんなときでも冷静そのものだ。

　イシュトは七剣の称号を継ぐために、手柄を立てる必要がある。そのため、自主的に偵察に来ているのだ。

　シュナークは、そのイシュトに雇われた身だ。絶ぜつ剣けんは七剣の一人という最高の称号を持ちながら、金次第でなんでもやる変わり者である。

　もっとも、イシュトが提示した額はたいしたものではない。シュナークは、ほぼボランティアに近い形で手伝ってくれている。彼女もこの事態に対して思うところがあるようだ。

「しかし、よりによってあの山とは……」

「ヒョウカさんが、お弟子のお二人と一緒に暮らしていた山ですわね」

　シュナークがにやりと笑う。

　そう、リーゼベルと二人の死し剣けん使つかい、さらにブレイズたちが立て籠こもっている山は、クロウたちが七年も修行していたその場所なのだ。

「……マナカや剣けん王おうジーネルは、何度かあの山へ行ったことあるらしいですけど。シュナークさんは？」

「ヒョウカさんは怖い方ですからねえ。当然、賢明な私は近づきませんでしたわ」

　シュナークは、今度はくすくすと笑った──かと思ったら、唐突に表情を引き締める。

「待ってください。イシュトさん、揺れていませんか？」

「え？　別に揺れ──」

　言いかけて、イシュトも気づいた。確かに、地面が小さく振動し、かすかに地響きが聞こえている。

「シュナークさん、妙です。ここはほとんど揺れていないのに──あっちの山は太い木がしなるほど揺れてる！」

「そのようですわね。一キロも離れていないのに、こことあちらの山では揺れがまったく違います」

　シュナークは既に身体からだを起こし、山のほうに顔を向けている。

　イシュトも同じく立ち上がり、山を睨にらむ。

　そのときには──山は木々が倒れ、地面が崩れるほど揺れていた。それでもやはり、イシュトたちがいる丘は小さく振動している程度だ。

「どうなって──なっ!?」

　イシュトは大きく目を見開いた。

　まるで爆発したように、山肌が吹き飛んだのだ。土つち埃ぼこりが上がり、ドドドと轟ごう音おんを上げながら山が大きく崩れていく。

「まさか……自爆、じゃないですよね？」

　イシュトは、シュナークに視線を向けつつ言った。

「私たちを巻き込むならともかく、無意味ですわね。いえ……なるほど」

　シュナークは、なにか納得したようにこくりと頷うなずいた。

「吹き飛んだ土や石が落ちる音がおかしいですわ。山の下に空洞が……いえ、ただの空洞じゃありません。これは……」

「宮殿よ」

「「…………っ！」」

　イシュトとシュナークは同時に一歩後ろに跳んで、抜刀する。

　イシュトはランスに似た愛剣、雷狼牙ライロウガ。

　シュナークは、両手の革手袋にはめた十個のリングから伸びたワイヤー状の剣、鋼こう糸し剣けん。

　二人とも、油断なく構えを取った。

　いったい、いつの間に現れたのか──

　イシュトたちのすぐ前に、一人の少女が浮かんでいた。

　伸ばした灰色の髪にベレー帽を載せ、フリルがたっぷりの白とピンクのドレスを着ている。十代半ばくらいの、可愛かわいらしい少女だ。

　だが、イシュトも話を聞いている。この愛らしい少女こそが最強の術じゆつ法ほう使いにして、三人目の死し剣けん使つかい──八やツ首くびの蛇だ。

「どうもどうも、絶ぜつ剣けんシュナークに……剣の学院の生徒会長、イシュトね」

　八ツ首の蛇は満面の笑みを浮かべながら言った。

　彼女が数十センチ地面から浮いているのは、術法で風を起こしているらしい。特に集中もせず、そんなマネができるのは、最強の術法使いならではだろう。

「宮殿、ですか？　残念ながら、私には見えませんけどね」

　だが、イシュトの目には次第に晴れてきた土埃の向こうに、確かに建物が見えていた。

　尖とがった屋根が特徴的な、四階か五階建てくらいの館やかただった。全体が土で汚れていて、古びているようだが、奇妙なほど威圧感のある建物だ。

　その周りにも、いくつか細長い建物が並んでいる。

　建物の周囲は、高い壁で囲まれているようだ。

「宮殿か。まあ、そう見えなくもないかな」

　イシュトは八ツ首の蛇を警戒しつつ言った。

「でも、なぜあんなところに宮殿が？　そもそも、どうして突然現れたんだ？」

「おやおや、イシュト。私はあなた方の敵よ？　親切に教えてもらえるとでも？」

「いやあ、君が不親切ならわざわざ声をかけずに私たちを吹き飛ばしたと思ってね」

　イシュトは、負けずに言い返す。

　だが、単なる皮肉を込めた反論ではなく、事実を言ったつもりだ。八やツ首くびの蛇がその気になれば、イシュトたちに奇襲をかけるのは簡単だったはず。

「それもそうね。私が今吹き飛ばすのは──あなたたちじゃないからね！」

　八ツ首の蛇はそう言うと、唐突に右手を背後へと向けた。その手から暴風が吹き荒れ、宮殿へと吹きつけていく。

　風はごうごうと渦巻くような音を立て、宮殿に付着していた泥やほこりが吹き飛ばされる。

「ま、こんなものかしら。あとは、みんなが綺き麗れいにしてくれるでしょう」

　八ツ首の蛇は、風で宮殿の汚れを落としてしまうと、満足したように言った。

「そうそう、あれの紹介だったわね？　あの宮殿は──〝墜おちたる宮殿〟よ」

「さて、なんでしたかしら？　聞いたことはありますわね」

　シュナークが、細いあごに指を当てて考え込む。

「七十年前の大戦時、あの山の真上に開いた空の扉から、ソーディアにあった宮殿が落下してきたのよ。奇跡的にほとんど壊れずに済んだの。たまたま、この近くに人間の軍の基地があったから、宮殿を砦とりでにしてソーディたちが戦ったというわけ」

「ああ、そうでしたわね。ソーディアの建物がこっちに現れた、という意味では珍しい例ですから、耳にした覚えがあったのでしょう。終戦直後に事故で山中に埋もれた、という話も聞きましたわ。埋もれたせいで忘れられたのでしょうね」

「そのようね。でも、せっかくのソーディアの遺物だから。私たちが利用させてもらうことにしたの」

「待て」

　イシュトは、一歩前に踏み込みつつ言った。

「地面に埋まってたあの宮殿を、わざわざ今解き放った理由はなんだ？」

「もちろん、女王の意志よ」

　八ツ首の蛇は、ふふんと笑った。

「七しち剣けんの一人に、七剣の継承者が一人。宣戦布告の相手としては不足はないわね」

「ふふふ、光栄ですわね」

　シュナークは、八ツ首の蛇の言葉に、にっこり笑って頷うなずく。

　だが、イシュトは驚きを隠せなかった。

　ブレイズの女王リーゼベルは、イシュトとシュナークの存在に気づき、わざわざ二人の前で山を吹き飛ばして宮殿を出現させたのだ。

　そもそも──リーゼベルはどうやって山を吹き飛ばしたのか。

「我らブレイズ、女王のもとに集い、七十年の雌伏の時を越えて今立ち上がる！　さあ、絶ぜつ剣けんシュナーク、剣けん将しようの継承者イシュト！　我らの宣戦を受け入れよ！」

　八やツ首くびの蛇は芝居がかった調子で言い、高笑いを始める。

　その彼女から、突き刺さるような強烈な『光コウ』が放たれてくる。

「ブレイズ……！」

　イシュトは、雷狼牙ライロウガの柄つかをぎゅっと握り締める。

　彼女は剣けん将しようの継承者として、ブレイズと戦い、その功績をもって正式な七しち剣けんの一人になるつもりだ。

　もう、イシュトには──それしか残されていない。

　大切だった後輩たちを失い、なにもできなかった彼女には。

　守るはずの者がいなくなっても、剣を振り続けるしかないのだ。














　　　　１章　逃亡者たち






　吹き抜ける風が、沈黙をわずかに乱している。

　地面に落ちた木の葉が、かさかさと音を立て、土つち埃ぼこりが舞う。

「…………」

　一枚の木の葉が、ふわりと舞い上がる。

　クロウは目を閉じたまま、その気配を察していた。

「…………！」

　腰に提げていた日本刀の柄つかに手をかけ、無駄のない動きで抜刀する。

　音も立てずに抜いた剣で、舞い上がった木の葉をあざやかに真っ二つにしていた。

「お見事、です」

「……ウィニアか」

　クロウが目を開けると、すぐそばに一人の少女が立っていた。

　ふわふわした金色の髪を二つに結び、白いカチューシャをつけている。

　薄手のチュニックに、首にはスカーフ、胸の谷間と太ももがあらわな涼しげな格好だ。もう十月なので、さすがに寒々しく見えるが、本人は平気らしい。

　その少女──ウィニアは、ソーディの故郷である異世界ソーディアで生まれ育ち、二ヶか月げつほど前にこの世界へとやってきた。

　ウィニアが通ってきた地球とソーディアを繋つなぐ〝空の扉〟は、既に閉じてしまい、彼女はソーディアに帰る手段を失っている。

　ウィニアの目的は、ソーディアの救世主と目されたヒョウカに会い、その剣を教わることだ。

　だが、クロウの師し匠しようである剣けん聖せいヒョウカは行方不明だ。そこで、ウィニアはヒョウカの剣を知っているクロウに弟子入りしているのだ。

　クロウは弟子など取るつもりは毛頭なかったが、ウィニアにはいろいろと借りもできてしまい、やむなく彼女の望みを受け入れた。

「クロウ様の剣、凄すごく遅いです。でも、クロウ様の前に立つと、いつ剣を振られたのかわからないです。不思議、です」

　ウィニアは、まだ日本語がカタコトだ。だが、意思疎通には問題ない。

「不思議だからソーディにも通じるんだよ。で、どうした？　なにかあったのか？」

「スノウホワイト、戻りました。でも、問題ある、らしいです。明あか里り、焦ってます」

「明里は、いつも挙動不審だけどな」

　木き戸ど明里は、クロウの幼なじみだ。彼が剣聖に弟子入りする前によく一緒に遊んでいた。

　クロウが剣の修行に励んでいた間、明里は父親が幹部を務めていた太たい陽よう教きように入信し、教団が繰り広げていた反政府活動に身を投じてしまった。

　治安維持部隊セイバーズに所属していたクロウは、明あか里りが入っていた部隊と何度も剣を交えた。その頃、クロウは相手が幼なじみだとは気づいていなかったが……。

　スノウホワイトは、その明里の護衛を務めているサイボーグ少女だ。

　彼女は買い出しに出ていたはずだ。ちなみに、ウィニアが着ている服はソーディアから来たときに彼女が着ていたのと似たデザインのものを、スノウホワイトに買ってきてもらった。

　ウィニアはソーディアからの来訪者として話題になっており、彼女のファッションを真ま似ねる若い女性が多く、似たようなデザインの服が出回っていたらしい。

「もしかして私たち、見つかったでしょうか？」

「どうかな。それなら、もっと騒いでいそうだけどな」

　クロウは冷静に答えた。

　このあたりは、静まりかえっている。

　太たい陽ようの乙女の故郷──クロウとウィニアが潜んでいるのは完全に無人の廃村だ。

　七十年前、空の扉を開いた太陽の乙女が住んでいた村である。クロウは以前、ここを訪ねたことがあり、忘れられたこの場所を潜伏場所として選んだ。

　クロウは──ソーディ政府から追われる身なのだ。

　別に、彼自身に咎とががあるわけではない。

　ただ、クロウは人間でありながら大きな存在になりすぎた。空の扉を開く扉の巫み女こと太陽の乙女、それにソーディアからの来訪者であるウィニア。さらに、ブレイズの死し剣けん使つかいであるリンネ。これだけの重要人物がクロウのそばに集まっていた。

　そして、クロウ自身が最強の七しち剣けんに並ぶほどの剣けん士しへと成長した。

　ソーディ政府が危険視するには充分すぎるほどだ。クロウに野心がないことは、彼を葬ろうと空爆に巻き込んだシルフィ自身、熟知しているはずだった。

　それでも──ブレイズ、太たい陽よう教きよう、ダイナストと危険な敵が揃そろっている現状では、これ以上の不確定要素を放置してはおけなかったのだろう。

「ま、少々の敵が来ても問題はねぇだろ。ウィニアとスノウホワイトがいりゃあ、百人以上の軍隊が来たって大丈夫だし」

「少々の敵、違うかもしれません」

「そりゃ面おも白しれぇじゃん」

　クロウは、ウィニアににやりと笑ってみせる。

　もっとも、笑ってばかりもいられない。

　ともに潜伏している日ひ奈な子こは、どの陣営にとっても重要な存在だ。危害を加えられる可能性はほとんどないが、ものの弾みでどうなるかわからない。実際、八やツ首くびの蛇の攻撃で、かすり傷を受けてしまった。

　明里に関しては、もっと危険だ。太陽教は幹部の娘には迂う闊かつに手を出してこないかもしれないが、ブレイズやソーディ政府には明里を生かしておく理由などなにもないだろう。

「おっと、明あか里りたちはどこにいるんだ？」

「あ、ついでにいいものを見つけた、らしいです。そちら、行きます」

「いいもの？」

　クロウが問い返すと、ウィニアはにっこり笑った。

　出会った当初はかなり生き真面目まじめな女の子だと思ったが、どうやら茶ちや目めっ気けもあるらしい。

　今の状況はどう見ても最悪なのに、ウィニアはあまり気にしていないようだ。

　エイジンという凶悪な怪物たちが闊かつ歩ぽする世界で生まれ育ったウィニアには、この程度は危機でもなんでもないのかもしれない。

　ウィニアが落ち着いているのは、クロウにとってはありがたいことだった。







「おおーっ！」

　クロウは、思わず歓声を上げてしまう。

　ウィニアに教えられた小さな建物は、脱衣場だった。その先にあったのは風呂──いや、露天の温泉だ。

　大きな岩風呂で、湯気がゆらゆらと漂っている。

「こりゃいいな。確かに〝いいもの〟だ」

　クロウは別に潔癖症ではないが、この数日は冷たい水を浴びるくらいしかできなかった。最後にきちんとした風呂に入ったのは、いったいいつのことだったか。

　明里が慌てている理由というのも気になるが、温泉の誘惑には勝てそうにない。

　軽くかけ湯をしてから、ざぶんと風呂に飛び込む。

「うーっ、たまんねぇー……！」

　お湯はかなり熱いが、それがまた心地いい。

　紅くれないの戦せん団だんの鎮圧に、剣けん華か祭さいの準備、それに剣けん帝ていアミラルやあの少女との戦い──

　短期間のうちに、あまりに多くのことがありすぎた。アミラルとの戦いでは『光コウ』を強引に引っ張り出す〝光こう身しん〟を発動させた。

　これでもかというほど、身体からだは疲れきっている。

「こんな温泉があったなんて。ああ、もうこの村にずっと住んでもいいな……」

　電気も水道もないが、温泉があればなんとかなりそうな気さえしてきた。

　クロウが温泉を堪たん能のうしていると──

「ちょっと！　だから、お風呂なんて入ってる場合じゃないんだってば！」

「大丈夫なのです。焦っても仕方ないですから、のんびりしましょう」

　脱衣場のほうでガヤガヤ騒ぐ声が聞こえたかと思うと。

　湯気の向こうに、複数の人影が現れる。

「…………」

　クロウは息を殺し、ささっと岩陰に隠れる。

「そ、それにこんなところでお風呂なんて──クロウに覗のぞかれるかもしれないし」

「覗きなんて気にしていたら、クローと一緒にいられないのです」

　湯気の向こうから現れたのは、日ひ奈な子こと明あか里りだった。

　後ろからスノウホワイトも無言でついてきている。

　三人ともバスタオルを巻いているのは、クロウの覗きを警戒してのことだろうか。余計な知恵をつけたものである。

「まあ、いいか。俺おれはコソコソするのは好きじゃないしな。セクハラするときも、堂々と正面からだ」

「ぎゃーっ、クロウ!?」

「あ、クローいたのです」

　明里がぱっと後ろに跳びすさり、日奈子はぴたりと立ち止まる。スノウホワイトはノーリアクションだ。

「な、なんでいるのよっ！」

「脱衣場一つしかねぇしな。元々、混浴なんじゃね？」

「ていうか、その落ち着きがムカつく……」

　明里は身体からだに巻いているバスタオルを引っ張って、胸元や太ももを隠そうとしている。

「明里、もうあきらめるのです。タオルもありますし、わたしたちも入りましょう」

「太たい陽ようの乙女、クロウのセクハラに慣れすぎでしょ……」

「お待たせ、です。着替え、持ってくるのに、時間かかりました」

「ちょっと、ウィニアーっ!?」

　明里が、続いて浴場に現れたウィニアの前に立って彼女の身体を隠す。ソーディアの少女は、一糸まとわぬ姿だった。

「な、なにしてるの！　太陽の乙女だって全裸でクロウの前に出たりしないわよ！」

「私、クロウ様の弟子、ですから。師に隠すもの、ないです」

「女の恥じらいは忘れちゃダメーっ！」

　明里が、ウィニアの前でばたばたと手を振って焦っている。

「いいから、おまえらも入ったらどうだ？　残念ながら濁り湯だからよく見えねぇし」

「……私はタオル、取らないわよ」

　明里はウィニアの身体をしつこく隠しつつ、二人でお湯につかった。

　日奈子とスノウホワイトも風呂に入り、すぐにタオルを外してその辺に放り投げた。

「はー……タオルは邪魔なのです。明里も外したほうがいいです」

「私はそこまでサービス精神旺おう盛せいじゃないの。あ、でも気持ちいいわね。この温泉に何日も気づかなかったなんて、もったいなかったわ」

　明里もようやくリラックスしたらしく、笑みを浮かべている。

「そういや、明里。なにかあったんだって？」

「この状況でよく普通に話ができるわね。そう、困ったことになったのよ。ぶっちゃけ、お金がないの」

「金？」

「剣けん王おうにもらったお金がもうすぐ底をつくの。このままだと、あと一週間ももたないわ」

「金かー……」

　クロウは、頭を傾け、ため息をつく。

　明あか里りは夏に過労で倒れ、クロウの知り合いだということで剣王ジーネルが自由剣けん士し団の病院に入れてくれた。

　しかも、退院した際に金を用立ててくれたらしい。かなりの金額ではあったが、明里とスノウホワイトの潜伏生活、そこにクロウたち三人が合流して、五人分の生活費が必要になると支出が膨れあがってしまった。

「俺おれの口座には少し金があるけど……引き出しに行くなんて、捕まえてくれって言ってるようなもんだしなー」

　別にクロウは犯罪者ではないが、シルフィなら銀行にも手配はしているだろう。

　どういうわけか、シルフィは空爆のあとは積極的に動いていないものの、彼女はクロウをさっさと始末して日ひ奈な子ことウィニアを確保したいはずだ。

　シルフィはクロウが憎いわけではないだろうが、太たい陽ようの乙女とソーディアの少女を独占している存在など、危険分子としか思えないだろう。

　それに、クロウを排除する際、明里とスノウホワイトの安全に気を遣ってくれるとは思えない。

　あまり、クロウの未来は明るいとは言えないようだった。

「お金がいるなら、銀行強盗とかどうなのです？」

「太陽の乙女、無む茶ちや言わないの！」

　日奈子の唐突な提案に、明里がぎょっとする。

「でも、コンビニとかあまりお金はなさそうなのです。どうせなら、一回で大金をせしめないと」

「ちょっとクロウ、あんた周りを毒しすぎよ……」

「俺に言われても……いや、俺のせいじゃないとは言えないこともないが」

　日奈子は生まれてから十五年間、実の親によって軟禁され、世間を知らずに育ってきた。かなりの純粋培養だが、それだけに周りに染められやすい。

「言っとくが、俺は犯罪はしてないぞ。取り締まるほうだったんだからな」

「スノウのデータベースを見る限り、セクハラは犯罪」

「……前から思ってたけど、やっぱりスノウホワイトは俺が嫌いだろ」

　クロウは、肩までしっかりつかっているスノウホワイトを睨にらむ。

「しかしまあ、金はないのにハーレムはあるっていうのが凄すごいよな」

「私はあんたのハーレム要員じゃない！」

　明里は、ぎろりとクロウを睨んでくる。

「私、ハーレムでも愛人でもいいです。弟子、なんでも受け入れます」

「まだウィニアを襲ってない俺おれって、なかなかの紳士なんじゃね？」

「紳士は、女の子四人と一緒にお風呂に入らないわよ……」

「ていうか、明あか里りもよく見ると胸けっこうでかいな。いいな」

「いいな、じゃない！　やっぱりあんたは紳士じゃないわ！」

　明里は、胸元を隠しながら叫ぶ。

「でも、クローのハーレムメンバーも今は二人減ってしまっているので、明里とスノウホワイトが入れば頭数は揃そろうのです」

「セフィと明里は同じツンデレタイプだしな。リンネみたいなゆるいタイプがいないのが残念だけど」

　ははは、とクロウは笑う。

　セフィ、それにリンネとは今は容易に会えない状態だ。それでも、あの二人のことは禁句でもなんでもない。クロウも日ひ奈な子こも深刻になるタイプではないのだ。

　深刻になれば、セフィたちと会えるわけでもない。感情は押し殺せる。クロウも、おそらく日奈子も。

「ハーレムなんかどうでもいいの！　それより、お金のことよ！」

「まあ、なんとかするさ。他人は巻き込みたくないが、そうも言ってられないか。あてにできそうなのは……」

　クロウが真っ先に思いついたのは剣けん王おうジーネルだ。明里に金を用立ててくれたようだし、クロウも彼女とは昔から面識がある。しかも、妙にクロウのことを気にかけてくれている。ただ、ジーネルは自由剣けん士し団の団長という重職にある。ジーネル個人はともかく、政府直属の軍隊である自由剣士団に関わるのはまずいかもしれない。

　となると、あとは──

「う、うーん……あの人か？　たぶん金はあるけどなあ……」

　クロウは思わず唸うなってしまう。

　一人だけ、自由な立場で──しかも、経済的に恵まれていそうな人物はいる。

　ただ、彼女は厳格な性格だし、そもそも彼女がいるのは東京ソーディアではなく長野県だ。そこまでの旅費を用立てられても、経済支援を断られたら、そこで詰んでしまう。

「クロウ？　やっぱり無理なの？」

「どうするかな……」

　やはり、彼女をあてにするのは危険かもしれない。もう少し検討の余地がありそうだ。

「そんなことより、明里もバスタオル取ろうぜ！」

「なにをさわやかに言ってんの！」

「よし、だったら俺が取ってやろう。困った恥ずかしがり屋さんだな」

「銀行強盗以前に、あんたはワイセツで捕まりなさい！」

　明里が、真っ赤になりながらざざっと後ろに下がっていく。

「なにも本気で逃げなくても……」

「こんなときでも、緊張感のない奴やつだね」

「ん？」

　クロウは、一瞬それが誰だれの声なのかわからなかった。

　ここにいる四人の女の子の誰でもない。

　それは──

「って、ばあさん!?」

「セクハラに夢中になって、気配に気づかないとは、バカにもほどがあるさね」

　脱衣場のドアのすぐ前に立っていた人物が、呆あきれつつ言った。

　伸ばした白い髪を後ろで結び、青い作さ務む衣えの上に羽織を着ている。

　ジルンシェード──七十年前の大戦で活躍し、六十年もの間、剣けん聖せいの称号を持ち続けた伝説の剣けん士しだ。世間では〝大だい剣けん聖せい〟と呼ばれている。

　クロウは、大剣聖から見れば孫弟子にあたる。

　彼が、ついさっき経済援助のあてとして思い浮かべた人物でもあった。

「いったい、なんでばあさんがここに……」

「って、言いながらバスタオル取るなーっ！　ぎゃーっ！」

　クロウにさりげなくバスタオルを取られ、明あか里りは両胸を隠して湯に身体からだを沈める。

「本当にアホだね、うちの孫弟子は。小娘どもは、そのまま温泉を楽しんでいろ。小僧、ぬしは妾わたしと一緒に来い」

「ああ、よかった……ばあさんまで混浴にまじりたいのかと」

「バカぬかしてないで、さっさと服を着な。ぬしに──話がある」

　大剣聖は呆れてはいるが、表情は真剣だ。

　なぜ、唐突にこの偉大な剣士が現れたのか気になるが──まずは温泉から上がったほうがよさそうだった。







「ああ、ここは静かでいいね」

　温泉を出て、大剣聖は太たい陽ようの乙女の故郷を歩きながら、ぼそりと言った。

　クロウは大剣聖の後ろをついていく。

　ふと、大剣聖が腰に剣を提げていることに気づいた。飾り気もなにもない、白木の柄つかに白い金属の鞘さや。反りがある、日本刀に似たタイプの剣のようだ。

　大剣聖が帯剣しているところを見るのは初めてだった。

「なあ、ばあさん。なんで俺おれらがここにいるのがわかったんだ？」

「この村のことをぬしに教えたのは妾だ。頭の足りないぬしなら、ここに来るのでは──と思っただけさね」

「バカで悪かったな。ここなら、人目も気にしないで済むし、大軍が近づいてきてもわかりやすいと思ったんだよ」

「妾わたしには気づかなかったではないか」

「あんた、気配を抑えてるだろ。しかも、完かん璧ぺきに。七しち剣けんクラスでも──つーか、強い剣けん士しほど『光コウ』が強くて気配がわかりやすいのに、あんたは全然わかんねぇ」

「そこは、年の功さね。もっとも、妾の『光』は全盛期と比べれば半分程度だがな」

「その割にはあんま歳取って見えねぇよな……」

　大だい剣けん聖せいは九十歳を過ぎている老人だ。だが、見た目は三十代である。

　ソーディ、特に女性ソーディは『光』の影響で老化がひどく遅い。大剣聖ほどの強力な『光』の持ち主なら、若々しいのも当然だ。

「しかし、ここは変わっておらんな。まあ、妾が訪ねてすぐ後に廃村になったと聞いたが」

「そうだよな、ばあさんはこの村が廃村になる前を知ってるんだよな」

　大剣聖は、わけあって先代の太たい陽ようの乙女の護衛を務めていたこともあったらしい。

　その際に太陽の乙女に同行して、この村にも来たそうだ。

「ここは緑も多いしな。ソーディアの村とは違うが、それでも少しは落ち着くものを感じるのさね」

「ふーん……」

　ソーディの故郷であるソーディアは緑が溢あふれる世界だったという。

　そのため、ソーディの多くは植物に囲まれていると落ち着く習性があるのだ。その習性は、最強の剣士でも変わらないらしい。

「ウィニアも気に入ってるのではないか？　そういえば、ぬしはあの娘を弟子にしたらしいな？」

「なにも教えてねぇけどな。教えるどころじゃねぇし。でも、あいつはいい奴やつだよ」

　ウィニアは、会って間もない明あか里りやスノウホワイトにも、ごく自然に友好的に接している。強いだけではなく、心優しい少女なのだ。

「つーか、ばあさん。こんなとこに来ていいのか？」

「なにがさね？」

「俺おれはお尋ね者だぞ。俺と一緒にいたら、あらぬ疑いをかけられるんじゃね？」

「今さら、妾のなにを疑うというのさね。戦後六十年もソーディ政府のために働かされたのだぞ。妾ほど怪しくない者もいまい。それに──ぬしは、別になにもしておらんだろう。罪があるとすれば、愚かだということくらいだ」

「……ま、そうだけどな」

　どうやら、大剣聖は事情を大半知っているらしい。

「小僧、剣けん仙せん衆しゆうというのはな、結局は剣を捨てられなかった連中さね」

「は？」

「あの里にいる者たちは晴耕雨読の生活をしてはいるが、みな剣をそばに置いておる。妾など研ぎ師をやっておるしな。剣からは離れられずにいる」

「そう……なんだろうけど」

　クロウは、大だい剣けん聖せいの唐突な話にぽかんとしてしまう。

「だが、そうでない者たちもおる。剣を完全に断ち、人間とたいして変わらぬ生活をしておる者たちがな。東京ソーディアのはるか南方、とある小さな島にそういう者たちが集まって暮らしている」

「へえ、そりゃ初耳だ」

　もっとも、クロウは剣けん仙せん衆しゆうの里のことも知らなかった。ソーディ社会のことを多少は知っているつもりだが、むろん知らないことのほうが多い。

「東京ソーディアから船で十時間ほどかかるがな。もうほとんど忘れられたような島だ。おそらく──そこならば、追っ手は来ない。穏やかな連中ばかりだから、人間であっても差別などすまい」

「……ばあさん」

　クロウは、大剣聖がなにを言いたいのかようやく理解した。

　彼女は──そこに逃げる道もあると教えてくれているのだ。

「ありがとうな、ばあさん。でも──俺おれは戦うよ」

「……小僧」

　大剣聖は振り向いて、クロウの目をじっと覗のぞき込こんできた。

　クロウはその目を見つめ返す。

「俺は別に剣なんて好きじゃないし、命を懸けて戦うなんてごめんだ。もちろん、ブレイズや太たい陽よう教きようみたいに政府を敵に回すつもりもねぇ。死にたくねぇもんな。けどさ──今ここで逃げたら、俺は大事なものを失っちまうんだ」

「そいつは……なんだい？」

「それを確かめるために、戦うのさ」

　答えになっていないことは、クロウも理解している。

　それでも、他に答えようがなかった。

「そうかい。ならば、さっきの話は忘れな。妾わたしらしくもないことを言った」

「ついでに、もうちょっと〝らしくないこと〟をやってくれよ。可愛かわいい孫弟子に資金援助とかしねぇ？」

「甘えるんでないよ」

　大剣聖は一言ですぱっと斬きり捨てた。さすがは伝説の剣けん士し、厳格なものだ。

「だがまあ、ここまで来たんだ。金のかからないことなら、かまわないさね。ぬしに必要なのは……情報だろう」

「そいつはありがたいな」

　スノウホワイトは買い出しに行ったついでに、新聞や雑誌を買ってきてくれている。

　クロウたちには、それが唯一の情報源だった。

　持っていた携帯電話ケータイはすべて破壊した。ＧＰＳから足がつく可能性を捨てきれないからだ。

　ただ、いざというときに連絡が取れる必要があるので、新しく全員分を買い直した。念のためにネットワークへの接続などは控えている。

　もっとも、ネットで知られる情報など限られているので、危険を冒す必要はなかった。

「剣けん仙せん衆しゆうも平和な互助組織というわけではないからな。政府のみが知るような情報も入ってくるのさね。まずは……なにから聞きたい？」

「リンネはどうしてるか、わかるか？」

　クロウは、ためらわずに訊きいた。むろん、気になることはいくらでもある。だが、クロウが一番にするべき質問はそれだった。

「あの頭のゆるいメイドか。奴やつが考えてることまでは知れん。だが──あの小娘のことから始めるか」

　そう言って、大だい剣けん聖せいは近くにあった岩に腰を下ろした。

　クロウはその前に立つ。

　大剣聖は、ゆっくり息を吸い込んでから口を開いた。

「墜おちたる宮殿のことは聞いているか？」







　墜ちたる宮殿は、ブレイズたちの砦とりでとして機能し始めていた。

　といっても、世界中から集ったブレイズ剣けん士したちがいくつかの部隊をつくり、宮殿の内外をうろついている程度だ。

　しかし、それだけで充分ともいえる。

　集まった剣士たちはいずれも手て練だれの者ばかりで、ばらばらに配置されていても宮殿の防衛は果たせるはずだ。

「いやー。ボク、こういうものものしいのは苦手だなあ」

　ピンク色の髪に羽の形をした髪留どめをつけた少女が、はははと力なく笑った。ブレイズの死し剣けん使つかいの一人、リンネだ。

「苦手もなにもあるか。てめーは一応最強の戦力なんだからな。どっしり構えてろ、どっしりと」

　厳しい口調で言ったのはネッサだ。

　彼女は、ブレイズの戦闘集団〝紅くれないの戦せん団だん〟のリーダーであり、つい数日前に部下を率いてこの宮殿に合流してきた。

　二人がいるのは、宮殿の一室である。粗末なソファとテーブルが置かれ、リンネとネッサは向き合って座っている。

　リンネはクリーム色の長なが袖そでセーターに、赤いチェックのミニスカートをはいている。

　ネッサも同じような服装だ。以前、二人は同じ高校に通っており、そのときに着ていた制服なのだ。

「どっしりかー。ボクには一番似合わない擬音だなあ。ところで、ネッサちゃんはこれからどうするつもりなの？」

「それを決めるのは私じゃない。決められるのは死し剣けん使つかい──おまえとあの蛇女、それに女王だ」

「そ、そうなのかあ。ボク、命令とかできないんだけど……」

　リンネは自分が指揮官にはまったく向かないことを自覚している。

「できなくてもやれ。女王が戻った以上、ブレイズの指揮系統はそういうことになってるんだ。女王を頂点に死剣使い三人がその下につく。私らは、さらにその下だ」

「むー……」

　思わず、リンネは唸うなってしまう。誰だれかが上とか下とか、そういうことも苦手だった。

「あ、あのさ。指揮権とかあげるから、ネッサちゃんがやってくれないかな？」

「私が掌握できてるのは、紅くれないの戦せん団だんだけだ。他の集まってきた連中は、手に負えねー」

「サーラお姉ちゃんが合流すれば……」

「ますますメチャクチャになるだけだ。マナカがいりゃ、状況はまったく違ったんだろうけどな」

「だよね……」

　リンネは、がっくりしてしまう。

　死剣使いにも劣らない剣けん士しだったマナカは、いい加減ではあったが不思議と人望のある女性だった。ネッサも同じタイプではあるものの、マナカはケタが違ったらしい。

　リンネは、マナカをそこまで知らないが、彼女が生きていればと思わなくもない。

　もっとも、そのマナカを斬きったのはリンネがこの世で一番信頼する男なのだ。とても複雑な気分だった。

「あー……ていうか、この宮殿って石造りで暗いよね。ピンクの壁紙とか張っちゃダメかな？」

「怪しい雰囲気になるだろ！　砦とりでなんだから暗くていいんだよ！」

　残念ながら、ごもっともな話だった。

「まったく、てめーは……そういや、リンネはリーゼが女王って知ってたのか？」

「ううん」

　リンネは、ぶんぶんと首を振った。

　彼女の認識では、リーゼはブレイズの闇やみ医者。それと、ロリコン殺しの美幼女というだけだ。

　まさか、あの可愛かわいらしい女の子がブレイズの女王で、七十年前の大戦でも活躍し、粛清を生き抜いた歴戦の剣士だったとは……。

「でも……知らなくてよかったよ」

　リンネは、にこっと笑う。

「もし知ってたら、そのときにもうボクはリーゼちゃんに従ってただろうからね。これまでの楽しい時間は……きっとなくなってた」

「……女王に仕えるのがてめーの仕事なんだろ。今は楽しくないのか？」

「はは、ネッサちゃん、意地悪だなあ」

　リンネの笑みが苦笑に変わる。

　死し剣けん使つかいはブレイズという種族にその死を捧ささげる。それは、ブレイズの頂点に立つ女王にすべてを捧げるということでもあるのだ。

　それは、死剣使いの本能であり、決して抗あらがうことはできない。

　リンネは、リーゼを守るために大好きなクロウにすら剣を向けてしまったのだ。

「いっそ、洗脳みたいになっちゃってたら楽だったかもね。でも、心はいつものままで身体からだだけが女王に従っちゃう。はー、ボクはこういうシリアスなのダメなんだよ」

「愚痴ってもしょうがねーだろ。私だって、ソーディ政府に正面からケンカ売るマネはしたくなかった」

　ネッサは、紅くれないの戦せん団だんを率いて内戦まがいの戦闘を繰り広げていた。あくまで、ソーディ政府の力を少しずつ削そぐようなやり方だった。

　彼女の目的は、ブレイズという種を国内外に知らしめ、彼らがどれだけ苦しい生活を強いられているか宣伝することだったのだ。

　間違っても、ソーディ政府を倒せるなどとは思っていなかっただろう。

「こーらこら、そこの二人。あなたたちが文句を言ってちゃ、仲間たちに示しがつかないでしょ？」

「へ、蛇ちゃん……」

「ちっ、蛇女……」

　部屋の入り口に現れたのは、八やツ首くびの蛇だった。

「てめーこそ偉そうなこと言ってないで、宮殿内のブレイズたちをまとめろよ。ここで、七しち剣けんとか自由剣けん士し団が襲ってきたらどう対処するんだ？」

「私が殺すわ。皆みな殺ごろすわ」

　くすくすと八ツ首の蛇が笑う。

　だが、笑ってはいても冗談を言っているわけではない。彼女は本気で、最強の七剣たちだろうが、数万の大軍だろうが一人で立ち向かうつもりだろう。

「そんなこと、どうでもいいのよ。それより、二人とも来て。女王が演説をするそうよ」

「演説って……なんの？」

「いいから、来なさい」

　リンネの疑問を聞き流して、八ツ首の蛇はさっさと歩き出す。

　仕方なく、リンネとネッサも彼女の後ろをついていく。

　長い廊下を抜け、二階から突き出したバルコニーに出た。バルコニーの下は、広い中庭になっている。

　そこには、赤い瞳がいくつも輝いている。数百人のブレイズたちが集まっているのだ。

「来ましたか、死し剣けん使つかい、ネッサ」

　バルコニーの柵さくの前に立っているのは、ブレイズの女王リーゼベルだった。

　透き通るような青い髪を長く伸ばし、それを二つにくくっている。前は髪をほどいていたが、また結ぶようになった。この髪型が気に入っているらしい。

　丈の短い真っ白なワンピースの上に、ややごつく見える黒いコートを羽織っている。

　見た目は、十代前半の愛らしい少女だ。だが実際は、九十歳を越えている。

　もっとも、彼女の肉体は十代前半で成長を止めてしまい、人格も数年前に新しくつくり直したものだそうだ。

　ある意味、彼女は見た目どおりの年齢ともいえる。

「さあ、では始めましょうか」

　リーゼベルは、バルコニーから集まっているブレイズたちに手を振った。

　数百人のブレイズたちが、わっと歓声を上げる。

「なんかどっかの独裁者みたいだね……」

「女王なんだから、間違いでもないわね。けっこうなことだわ。ずっと姿を見せなかったブレイズのトップが現れたんだから。みなさん、大喜びでしょ」

　リンネが漏らした感想に、八やツ首くびの蛇がにやつきながら答える。

「女王……か」

　リンネは、手を振っているリーゼベルの背中を見つめる。













　どこにも隙すきがない。あのオロオロあたふたした、ちびっこ医師と同一人物とは思えない。

　斬きりかかっても無駄──いや、斬りかかろうとした瞬間にリンネは殺されるだろう。

「みなさん、聞いてください」

　リーゼベルがそう言うと、騒いでいたブレイズたちが一斉に黙ってしまう。

　穏やかな声だが、奇妙な迫力に満ちていた。

「あらためて言っておきます。集まってくれてありがとうございます。みなさんが来てくれて、本当に嬉うれしいです。私は確信できました。ブレイズは──今も戦う意志を持ち続けているのだと」

　おおーっ、とまた歓声が上がる。

「私は七十年前、ブレイズの先頭に立って人類と戦いました。ですが──我らは人ではなく、仲間に背中から斬りつけられることになりました。それでも、私はですね、ソーディ政府を憎んではいないのですよ」

　リーゼベルの言葉に、一瞬ブレイズたちが静まりかえってしまう。

　彼らは全員、ソーディ政府に迫害されてきた者たちなのだ。

「むしろ、たいしたものだと思いましたよ。人類との戦争が終われば──私は間違いなく、仲間を率いてソーディに戦いを挑んだでしょうから。我らブレイズは戦いなくして生きられない者たちですからね」

「わーお……」

　思わず、リンネは唸うなってしまう。

　事実だろうが、今ここで言わなくてもいいだろうと思う。

「でも、私たちは不意をつかれ、死し剣けん使つかい三人は七しち剣けんたちに敗れ、私もまた政府からの刺客に敗れて何年も身動きが取れませんでした。その間に、仲間たちは居きよ留りゆう地ちに追いやられ、反撃する力も失ったまま」

　その話は、リンネも初耳だった。もちろんリーゼベルもソーディ政府と戦ったのだろうが、何年も動けないほどのダメージを受けていたとは。

「あれから七十年。ブレイズの状況は悪くこそなれ、決してよくなっていません。だけど、だけど……！　私は戦おうと決めました。最強の死剣使いたちと、何十年も迫害を受けながらも戦う意志を失わなかった仲間たちがいるからです」

「リーゼちゃん……」

「私は無力な女王です。ブレイズのためにできることといえば……みなさんとともに戦うことだけです！」

　おおおーっ、とさらに大きな歓声が上がった。宮殿の建物がビリビリと震えるほどの声だった。

「七十年前の粛清への、そして虐げられてきた仲間たちへの復ふく讐しゆうを！　今こそ立ち上がるべきときです！　心ゆくまで戦いましょう！」

　リーゼベルは、さっと右手を高く掲げた。

　その手に真っ赤な長剣が現れ、日の光を受けてきらりと輝いた。

　ブレイズの女王のみが使える能力、『光コウ』を実体化させて剣に変える力だ。

「命尽きるまで戦うと誓いましょう。我が愛剣『虚うつロナル紅あかキ夜よる』に！　そして、生きている者、散った者、すべてのブレイズたちに！」

「…………」

　もう止められない、とリンネは直感する。

　いや、そんなことはわかりきっていた。それでも、あの医者のリーゼなら──とわずかな希望を持ってしまっていたのだ。

　目の前にいる少女は、医者のリーゼとは同じであって同じではないのに。

　ブレイズたちは、熱狂的な歓声を上げ続け、女王を讃たたえている。

　誰だれもが、これから待っている戦いに身を震わせているのだ。

　それは、一国の政府を敵に回した戦い。

　最強の七しち剣けんたちと現代の軍隊を相手にするという、地獄への道行きなのだ。

　リーゼベルは止まらない。ブレイズたちも火がついてしまった以上、あとは暴発するだけだ。

　そして、リンネもまた地獄へ行進するしかないのだ。

　その先に──クロウとの戦いが待っているとしても。







　東京ソーディア、中央特別区センター。そのさらに中心部近くに、閑静な高級住宅地があり、ソーディ政府の頂点に立つ四よん将しよう家けが屋敷を構えている。

　智ち将しようラナフィを祖に持つその一族の屋敷も、そこにあった。ソーディらしく緑の豊かな庭園があり、大きな二階建ての洋館が建っている。

　その二階の一室に、金色の髪をショートカットにした美女の姿があった。

　四将家の後継者であり、若き元老院議員のシルフィである。

　彼女は今年、二十六歳。いつもは軍服に似たスーツに身を包んでいるが、今日は長なが袖そでのカットソーにスリムなジーンズという、カジュアルな服装である。

　彼女は、自室の窓のそばに置かれた椅い子すに座っている。その前に置かれたテーブルの上にノートパソコンが置かれ、それをじっと見ているところだ。

「いやあ、盛り上がってきたね」

　ノートパソコンのウィンドウには、独裁者のようにバルコニー上で演説するリーゼベルと、熱狂するブレイズ剣けん士したちの映像が表示されている。

　これはリアルタイム映像だ。四将家が独自に抱えている部隊が命懸けで〝墜おちたる宮殿〟の近くに侵入し、仕掛けたカメラから送られてきている。

「ですが、シルフィ様。これは……」

　シルフィのそばに置物のように立っていた銀髪の剣士がつぶやいた。その隣には、まったく同じ顔の剣けん士しがもう一人いる。

　シルフィの護衛を務める双子の剣士、ローミスとレーミスだ。

「そうだね、これこそ七十年前に智ち将しようラナフィが恐れた事態だ」

　七十年前、ソーディアから来襲したソーディ軍が地球各地で人類の軍を撃破し、その後は日本を統治下に置いた。

　統治を進める一方で、四よん将しようの一人、智将ラナフィが中心となってソーディの一部族であるブレイズの粛清が進められた。

　粛清の口実は、ブレイズが政府の転覆を企たくらんでいる──というものだった。

　それはなかば事実で、なかば無む理り矢や理りなこじつけだったが、確かなことはラナフィがブレイズを恐れていたということだ。

「絶対的リーダーに統率されたブレイズ集団の反乱……か。こうして見ると恐ろしく思えてくるね」

　シルフィは、なぜか笑ってしまう。

　イシュトとシュナークが偵察し、ソーディ政府に上げた情報をシルフィもキャッチしていた。イシュトたちの報告によると、墜おちたる宮殿に集ったブレイズは五百人ほどらしい。

　しかし、その後もブレイズは増え続けている。政府も偵察隊を送り込んではいるが、イシュトやシュナークほど宮殿に接近できず、正確な情報は得られていない。

　七しち剣けんほどの手て練だれではない偵察隊は、接近すればすぐに気づかれてしまうからだ。

　そもそも、あの絶ぜつ剣けんシュナークでさえ発見されたそうだ。

　墜ちたる宮殿に集結した勢力は、決して政府にとって脅威ではない。

　ゲリラ的な破壊活動を行われては厄介だが、今のブレイズたちのように姿を見せて立て籠こもられるだけなら、対処がしやすいくらいだ。

　だが、それでも──

「かつて、ブレイズの頂点に立っていたリーゼベル。それに、三人の死し剣けん使つかいか。現代の戦争は機械化された装備と人員の適切な配置で決まるが、あれほどの剣士たち相手にどう戦力を振り分ければいいかは、大いに悩むところだね」

「ですが、シルフィ様……」

　レーミスが言いにくそうに口を開いた。

「わかってるよ。頭でシミュレーションするくらいはいいだろう」

　シルフィは、忠実な護衛剣士に苦笑を向ける。

　彼女は今、謹慎中の身の上なのだ。

　理由は、つい先日に独断で行った空爆のせいだ。たとえ無人の居きよ留りゆう地ちで、凶悪かつ強力なブレイズたちがいたとしても、自国領を爆撃するなど正気ではない。

　シルフィは法をくぐり抜けるようにして手続きを行い、強行したのだが、それは元老院で大問題になってしまった。四将の後継者ではあっても、まだまだ権限は小さい。謹慎で済んだのは、甘すぎる処分といってもいいだろう。

「今は、こうして盗み撮りをするのが精一杯だからね。だが、この状況は決して悪くないよ」

「はい」

　ローミスとレーミスが頷うなずく。

　彼女たちは腕も立つが、頭の回転もいい。シルフィの計画も多くを知っている。

「あの空爆は、ブレイズを一人でも二人でも減らせれば御の字だった。まさか、女王や死し剣けん使つかいがあれで死ぬわけないしね」

　ふふふ、とシルフィは不敵に笑う。

「現代の兵器でも、やはり特定の個人をピンポイントで狙ねらうのは難しいからね。宮殿を空爆するのも面白いけど、無駄に終わる可能性は高い。結局は、地上部隊を動かして直接叩たたくしかない」

「兵士を何千人送り込んでも無意味でしょう」

「政府もそれを理解したから、宮殿の周辺を封鎖するだけで済ませてる。事態は膠こう着ちやくしてしまったね。だけど、これでいい」

　シルフィが動けない今、事態が進行しても困る。

「あの空爆は、一つだけ大きな成果を上げた。そのおかげだね」

「彼のことですか」

　シルフィはこくりと頷いた。

「爆撃で彼が殺せるとは思ってなかったよ。まあ、死んでくれるなら儲もうけもの、程度でね。なにせ彼はヒョウカの弟子だ。しぶとさは師し匠しよう譲りだろう」

　妹のセフィの友人でもある少年、クロウ。

　彼の周囲には扉の巫み女こであるセフィ、太たい陽ようの乙女、ソーディアからの来訪者、それに死剣使いの一人もいた。

　未確認情報ではあるが、彼は剣けん帝ていアミラルを斬きったという。もはや、彼の実力は七しち剣けんに匹敵するものと考えていい。

　さらに、七剣の継承者に選ばれたイシュト、もう一人の剣けん聖せいの弟子であるラーシュも彼のために動く可能性がある。

　人数は少なくとも、彼は一つの勢力だ。

　ブレイズも太たい陽よう教きようも扉の巫女と太陽の乙女には、並々ならぬ関心を持っているはずだ。

　むろんソーディ政府も、シルフィも同様だ。

「ソーディアへと繋つながる空の扉を開ければ、政府にとっても大きな利益になる。あちらの世界には、手つかずの資源が山ほど眠っているはずだからね」

　ソーディアの文明レベルは、中世ヨーロッパと大差なかったという。ならば、多くの資源が手つかずのまま眠っている可能性が高い。

「ま、そのためには大がかりな害獣退治が必要になるがね」

　ソーディアには、エイジンという怪物たちが闊かつ歩ぽしている。自衛軍を総動員して大掃除をすることになるだろう。

　だが、それは──まだ先の話だ。

「まずは、我らが扉の巫み女こと太たい陽ようの乙女を確保することが重要だ。今、二人の少女は分断されている。チャンスなんだよ」

　シルフィは、パソコンの画面に視線を向ける。

　ブレイズたちは、まだリーゼベルの演説に熱狂している。あの厄介な連中が戦いに酔っている間に、こちらも動かなくてはならない。

「もう少し休暇を楽しみたいところだったけどね。あ、謹慎か。どちらでも同じかな」

「竜りゆう剣けんに動いていただきますか？」

　レーミスが問いかけてくる。

「せっかく、苦労して彼女を連れ出したんだしね」

「苦労したのは私です」

　ローミスが、珍しく表情を動かして嫌そうな顔をする。

　彼女には竜剣に会いに行ってもらったのだが、そこでよほど嫌な思いをしたらしい。

「はは、そうだった。もっとも、どう言えば彼女が動いてくれるかな？　竜剣に出向いてもらうのは大変だろう」

「竜剣には望みがあります。そこを突けばよろしいかと」

「それはいい。では──始めようか」

　シルフィは椅い子すから立ち上がって、窓際へと移動する。

　妹のセフィもそうだったが──この屋敷で、囚とらわれのお姫様を演じるつもりはないのだ。







「──とまあ、こんなところかね」

「あんた、詳しすぎんだろ」

　大だい剣けん聖せいの説明を聞き終えて、クロウは呆あきれてしまう。

　リーゼたちの動向どころか、シルフィの企たくらみまで知っているとは。

「シルフィも駒こまを動かしておるからな。情報はどこからか漏れるものだ。シルフィが間抜けなのではない。策士は、情報漏れも計算に入れて動くから策士なのだよ」

「にしたって、怖こえぇーな。ばあさん、まさか俺おれのスリーサイズまで知ってるんじゃねぇだろうな？」

「ぬしの身体からだなどには興味はない──が」

「…………！」

　クロウは、さっと後ろに下がりながら日本刀を抜き──

　キィン、と澄んだ音を立てて大剣聖の剣を弾く。

「……なんのマネだよ、ばあさん」

「ほう。よく防いだ。剣を抜く前には、斬ざん気きをかけらも漏らしていないというのにな」

「斬きるときにはどうやったって、斬ざん気きを発する。どんな年とし増まのソーディだってそこだけはどうにもならねぇんだよ」

　そう言いつつ、クロウは驚きを必死に押し殺していた。

　これほどまでに静かな斬ざん撃げきを見たのは生まれて初めてだった。強い剣けん士しほど斬気も強烈なのだが、大だい剣けん聖せいの剣はいつ斬気を発したのかわからなかった。

　彼女の剣を弾けたのは、ほとんど反射によるものだった。

「そうかい。では、若者の剣をもう少し味わわせてもらうとするさね」

「って、おい！」

　またもや大剣聖が斬りかかってくる。

　ヒョウカのような完かん璧ぺきにバランスの取れた剣でも、マナカやジーネルのようにスピードやパワーに特化した剣でもない。

　あまりになめらかな動作で、軽やかに繰り出されてくる不可思議な剣だった。斬気を感知したときには、既に刃が肌に触れるところまで近づいている。

　古流コリユウ──クロウの剣は、ソーディの強烈な斬気を探知し、予備動作から太刀筋を読み、絶妙の角度で剣を打ち合わせることで受け流す。大剣聖のような読みにくい剣とは相性が悪すぎる。

「ていうか、強つえぇ……」

　思わずクロウはつぶやいてしまう。

　大剣聖には、出会ったその日に木剣で吹き飛ばされたが、真剣で立ち会うのは初めてだった。

　老いたとはいえ、七しち剣けん最強の剣聖だったのだから弱いわけがない。だが、予想よりもはるかに鋭い剣さばきだった。

「クロウ様！」

　唐突に、ウィニアがクロウと大剣聖の間に割り込んでくる。

　彼女は巨大な鎌の形をした愛剣、ディースシーズを振るい、大剣聖へと斬りかかる。偉大なる老剣士は軽やかな動きでそれをかわしていく。

「問答無用かい、ウィニア」

「私の師し匠しよう、誰だれにも傷つけさせません！」

「よく飼い慣らしてるじゃないかね、小僧」

「調教は、もう少し落ち着いてからやるつもりだったんだけどな」

　クロウは減らず口を叩たたく。

「ろくでもない師弟ばかりさね。まあよい。来るがいい、ウィニア」

「大剣聖、私の通訳してくれました。恩、あります。でも、クロウ様に剣を向けるなら私の敵です！」

　ウィニアの剣はおおざっぱに見えるが、実のところ計算され尽くした軌道を描いている。彼女もまた、ソーディアで選ばれた最強の七剣──剣聖なのだ。

「私、敵、容赦しません！」

　ウィニアは止まることなく剣を振り続ける。スカートがふわりと揺れて、白いお尻しりがあらわになってしまう。

　ソーディアの習慣なのか謎なぞだが、ウィニアは下着をはくのを嫌がるのだ。

　クロウにとってはありがたい習慣なのだが──堂々と見せられると、目のやり場に困る。

「甘いです！」

　ウィニアが、スカートを翻しつつ、地面を這はうようにディースシーズを振り、横から大だい剣けん聖せいの身体からだを薙なぐ。

「妾わたしに甘さなど、ない」

　大剣聖はぼそりとつぶやくと──

　剣を軽く振って──ディースシーズの巨大な刃を受け流した。

「コリュウ!?」

「…………！」

　ウィニアとクロウが、同時に目を大きく見開く。

　相手の剣を受け流す技術は、古流コリユウだけのものではない。それでも──クロウとウィニア、二人の卓越した剣けん士しは、大剣聖が振るった剣が古流と同質のものだと見抜いていた。

「そんな……バカな、です！」

　ウィニアは受け流された刃を戻し、今度は上段に構え──

「…………！」

　そのときには、大剣聖の剣がウィニアの首筋に突きつけられていた。

　斬ざん気きを極限まで抑え、予備動作を消し、意図的に太刀行きを遅くして軌道を無む理り矢や理りに曲げた一刀。

　防御だけではない。今の大剣聖の一刀は間違いなく古流の斬ざん撃げきだった。

「ばあさん、あんたは……」

「ふむ、久しぶりだがなかなか上う手まくいったさね。老いても、一度身体で覚えたことは忘れんということか」

　大剣聖はそんなことを言いながら剣を引き、鞘さやに収めた。

「今の、古流……だよな。ばあさん、なんであんたが使える……？」

　古流は、剣を速く強く振ることにすべてをかけるソーディには決して使えない技術。

　意図的に不器用な剣を振ることなど、強い剣へのこだわりが呪のろいと化しているソーディには不可能なのだ。

　できるとしたら、ソーディの呪いが薄いイシュトのような混血のみだ。

「ふん、こんなのは古流であって古流ではないさね」

「どういうことだよ？」

「慌てるんじゃないよ。それより……ウィニア、手加減したな？　妾を師の敵と認めたなら、なにがなんでも斬きるべきだった。ソーディア育ちにしては心が甘いな」

「……大だい剣けん聖せい、私にとっても大事です」

　ウィニアは、ためらいつつ認めた。

　彼女が地球に現れた直後、通訳を務めてくれたのがソーディア生まれの大剣聖だ。優しいウィニアには、恩人を斬きることはできなかったのだろう。

「ウィニアが本気だったら、まがいものの古流コリユウでは太刀打ちできんかっただろうよ。真の古流はこんなものではない」

　大剣聖は、なぜか遠い目をして──わずかにためらいつつ、言葉を続ける。

「そう、こんなものではないのだよ。ぬしも、知らなければならない。古流の源にある者たちのことを」

「古流の源……？　親父おやじのことか？　ばあさん、親父のこと知ってるのか？」

「教えるべきときだな。[image: ]かつら城ぎ義よし友ともと──その妻、永と久わのことを」

「……!?　なんで俺おれの母親の名前を知ってんだ!?」

　正直なところ、息子であるクロウですら忘れかけていた名前だった。

　八年ほど前に死んだ父親は、クロウが物心ついた頃には既にいなかった母の話はほとんどしなかった。だが、それでも永久という名前だけは教えてくれた。

「少しばかり、込み入った話になる。腰を下ろさせてもらうよ。年寄りには立ちっぱなしは辛つらくてな」

　大剣聖は、さっきまで座っていた岩に再び腰掛けた。

　ウィニアが戸惑いながら、クロウの隣に並ぶ。

「まず、結論から言う。古流の技術をまとめ上げたのは、ぬしの父親である[image: ]城義友。そして、実際の技術として開発したのは母親である永久だったのだよ」

「俺の母親が……？」

　クロウの父は妻の写真も残さなかったため、クロウは母の顔すら知らない。

「待てよ、俺の母親は人間なんだろ？」

「もちろん、生きつ粋すいの人類さね。だが、永久は強かったな。あの子は、まさに達人であったよ。永久の家系は代々古い剣術を伝える家だったそうだ。その中でも永久は、女の身でありながら麒き麟りん児じと讃たたえられた天才でな」

「麒麟児ねえ……」

　多少、納得できない話でもない。

　クロウは古流の技術だけではなく、肉体的にも鍛え上げ、優れた運動能力を持っている。自分で言うのもなんだが、運動の才能は元々あったのだと思う。もしクロウが運動神経の鈍にぶい子供だったら、どうやっても古流はマスターできなかったはずだ。

　しかし、脈々と受け継がれてきた剣けん士しの才能がクロウにもあったとしたら──

「もう十五年以上前になるか。まだ、妾わたしが剣聖で、ヒョウカが弟子だった頃の話さね」

「いやいや、本当に待て！　そこで師匠せんせいまで出てくるのかよ！」

「剣聖ヒョウカ……」

　クロウは慌てて言い、ウィニアもつぶやいた。

　ウィニアは、ヒョウカに会うためにソーディアから地球へとやってきたのだ。その名前が出れば、反応せずにはいられないのだろう。

「もう、ぬしは知っているだろう。ヒョウカはただ強くあろうとしただけではない。奴やつは、ソーディの強さの限界を超えたその先を目指していた」

「剣……神……か？」

　クロウが剣けん聖せいヒョウカとの斬きり合いの最中に耳にした言葉。

　そして、リーゼもまた同じ言葉を口に出していた。「剣神の高みに手をかけた」と。

　クロウにもその〝剣神〟というものが具体的になんなのかはわからない。だが、自分が目指すべきものがそれであることを、なんとなく理解していた。

「剣神は、ソーディの限界を超えし者。すべてのソーディを、神に選ばれた剣けん士しをも超え、二つの世界を繋つなぐ唯一の剣士だ」

「……いまいち、よくわかんねぇけど」

　神に選ばれた剣士、というのも意味深ではあるがまったく理解不能である。

「ソーディアに伝わるおとぎ話みたいなもんさね。世界にいつか現れると伝えられている、最高にして最強の剣士のことだ」

「最強ねえ……七しち剣けんとか、死し剣けん使つかいのことじゃねえのか？」

「ソーディの強さにも限界がある。七剣、死剣使いたちの強さに大差がないことは、ぬしも知っておるだろう。剣を極めれば、ほぼ同じレベルになる。それがソーディの限界だ。だが、剣神はその限界を超え、神の領域へと届いた者──と言われておるな。エイジンすらも一掃してしまうほどの力の持ち主、ということだろう」

　人間から見れば怪物のようなソーディたち。彼らでさえソーディアではエイジンに追い詰められ、地球への移住を実行するしかなかった。

　すべてのソーディを超え、エイジンをも滅ぼせるほどの力を持つ者──

「こっちの世界でいう救世主みたいなものだ。ウィニアは知っているだろうが」

「それがヒョウカと、思ってました」

　そう、実はソーディアの生まれであったヒョウカは、あちらの世界では救世主扱いだったらしい。しかし、その救世主はまだ幼い頃に突然姿を消した。

　ヒョウカは妹とともに、どこかに残っていた空の扉──ソーディアでは大地の扉と呼ばれる異空間ゲートをくぐって地球に行ったと思われていたらしい。

　実際、そうだったのだが、ヒョウカとマナカがいつどうやって扉を見つけ出し、地球に来たのかはわかっていない。

　本人に訊きく以外にないが、それも今となっては──

「妾わたしもそんな話はすっかり忘れてた頃にヒョウカが弟子入りしてきてね。あいつは自分の身の上はまったく話さなかったが……」

「ばあさん、師匠せんせいがブレイズだってことは──」

「妾わたしはブレイズたちと肩を並べて戦った世代だぞ。気づかぬわけがない。もっとも、そんなことはどうでもよかったがな」

　ブレイズは赤い瞳という種族的特徴を持つ。しかし、若い世代は目の色を自在に変えられるのだ。目の色さえごまかしてしまえば、ブレイズであることを隠しきることは可能だ。

　だが、大だい剣けん聖せいほどの剣けん士しとなれば気配だけでわかってしまうらしい。つまり、ヒョウカがブレイズだとわかっていて弟子に取ったということになる。

「なにしろ、奴やつの目的がとんでもなかったからな。伝説に語られるだけで、どういうものかすら定かではない剣神を目指すなどというのだから」

「でも、要するにばあさんも協力したんだろ？」

「……まあな。だが、ヒョウカがとんでもなかったのは、人間と協力し合ったことだ」

「それがうちの両親なのかよ……」

　正直なところ、唐突で実感が持てない話だ。剣聖ヒョウカからも、クロウの両親と知り合いだったなどと聞いたことはない。

「ヒョウカは誰だれもたどり着けなかった剣神の高みにたどり着くために、まったく違ったアプローチを試みたのさね。ソーディだけでなく、人の剣も学び、それをもってさらに己の剣を高めようとした。だが、普通の人間の剣ではなんの足しにもならん」

「普通じゃなかった人間の剣士を参考にしたってことか」

　昔から空の扉は存在し、地球とソーディアはわずかながら交流があった。地球──日本に来たソーディもいて、日本の侍たちと戦った者たちがいたらしい。

　侍たちは剣を工夫し、圧倒的な運動能力を持つソーディたちに対抗した。彼らの技術をまとめ上げたものが古流コリユウの基礎だ。

「ぬしの父親は若い頃から人間とソーディの交流を研究しておったのだよ。その中に、古流の基礎研究もあった。それに目をつけたヒョウカが、誘拐同然でぬしの父親を引っ張ってきたのだ」

「師匠せんせい、なんつー無む茶ちやを……」

　クロウの父親は典型的な学者肌で、暴力への対抗手段などなかった。

「ぬしの父親も古流の完成という目標があったからな。割とすんなりヒョウカに協力しておったぞ。それから、妾が永と久わを連れてきたのさね」

「……ばあさんと俺おれの母親の関係は？」

「永久は弟子入り志願だったのだよ。人の剣では物足らず、ソーディと斬きり合うことで強くなろうとした大馬鹿者だったのさね」

「…………」

　なぜかクロウは顔も知らない母親に妙な親近感を持ってしまう。クロウもまた、強引にヒョウカに弟子入りした経緯がある。

「面白い奴ではあった。弟子にはしなかったが、近くにいることは許したのさね。なにしろ、長いこと剣聖の称号を押しつけられて退屈な日々を送っていたからな」

「なんか、処理が追いつかねぇ話なんだけど……」

　十五年以上名前しか知らなかった母親の話を聞かされ、しかもそれが大だい剣けん聖せいの関係者だったとは。

「まだ話は続くぞ。妾わたしとヒョウカ、それに義よし友ともと永と久わ。この四人で古流コリユウの研究を続け──三年ほど経たったところで、ぬしが生まれた」

「…………！」

「遅いくらいだぞ。二人とも一ひと目め惚ぼれだったくせに、交際を始めるまで一年以上もかかったのだよ。まったく、面倒くさい二人さね」

「なんというか、両親がすみません……って、待て！　ってことは、ばあさんは……！」

「赤ん坊の頃のぬしを抱いたこともある。やたらと泣きわめく赤ん坊で、手を焼かせてくれたがな」

「こりゃもう、なんつーか……」

　クロウは言葉を失ってしまう。

　今年の夏に初めて大剣聖と対面したはずだったのに、実は物心つく前に会っていたとは。あまりに意外すぎて、ますます頭が混乱する。

「信じられないか？　だが、ぬしも一度くらいは疑問に思ったことはなかったか。義友の研究成果はそれは見事なものだっただろうよ。奴やつは、一流の学者だった。それでも、ただノートに書かれただけの技術をそう簡単に実戦的な技術として使えるものか？　それも、人に教えるなど、いくらヒョウカとはいえ難しいなどというレベルではないだろうよ」

「……やべぇ、全然疑問に思ってなかった」

「アホウか、ぬしは」

　大剣聖にそう言われるのもやむをえなかった。

　クロウにとって剣聖ヒョウカは偉大な剣けん士しで、父親が遺のこしたノートを見ただけで古流を教えられたことを、少しもおかしく思わなかった。

　だが、言われてみれば大剣聖の話には説得力がある。

「つまり……師匠せんせいは元々古流を知ってたから、俺おれに教えられたってことかよ……」

「知っていたどころではない。古流を生み出した四人のうちの一人なのだよ。もっとも、中心になったのはぬしの両親だ。妾とヒョウカも多少は使えるようになったがな」

「私もコリュウ、使えるでしょうか？」

　ウィニアが我慢できなくなったのか、口を挟んでくる。彼女は強くなるために、古流にも興味津々なのだ。

「ぬしは天才ではあるが、難しいだろうな。妾やヒョウカもかなりの試行錯誤を繰り返した。それでも、妾たちの古流は完全にはほど遠かった。はっきり言って、そんな時間をかけるくらいなら普通に修行したほうが強くなれるさね」

「……そう、ですか」

　ウィニアは少し残念そうだ。彼女にはエイジンを駆逐してソーディアを救うという目的がある。そのために、もっともっと強くならなければならないのだ。

「ごめんなさい、クロウ様。お話、邪魔しました」

「いや、いい。それより……ばあさん、続きだ。その四人で古流コリユウを研究して──」

「ああ、ソーディの常識ではありえない剣を研究し、体現することを我らは目指した。妾わたしとヒョウカは、永と久わを七しち剣けんに匹敵する剣けん士しにまで引き上げるつもりであったよ。古流が完成すれば、それも夢ではないように思えた。だが……」

　大だい剣けん聖せいは、わずかに言いよどんだ。クロウは、彼女の目を見つめて先を促す。

「……ヒョウカの目的は、ソーディの歴史ではありえなかった古流という剣を完成させ、古流の剣士を倒すことでみずからの限界を超えることだった。つまり──永久と斬きり合うつもりだったのだよ。ヒョウカと永久は種は違えど、友人であったのにな」

「けど、二人とも剣士だった──」

　クロウはぼそりと言う。彼は、ソーディを、剣士という生き物を知っている。彼らのものの考え方を知っているのだ。

「そうさね。だが、妾は既に歳をくってしまっていたせいかね。二人の戦いなど見たくなかった。ましてや、どちらかが死ぬのはな。そう思っておったが──妾が二人の戦いを見ることはなかった」

　クロウは、口を挟まなかった。

　大剣聖が決定的な一言を放とうとしている。それは決して妨げてはならず、耳を塞ふさぐことも許されない言葉になることを──クロウは確信していた。

「ぬしの母、[image: ]かつら城ぎ永久は……死んだ」

「…………」

　それはもちろん予想していた。父とは離婚した可能性もあったが、話がこういう方向に転がった以上、結末は予想できていた。

　母もまた剣士であったというなら──

「ぬしを産んで二年になろうとする頃だった。永久は天才だったが、やはり人だったのだよ。古流を開発するために、無理に無理を重ねすぎたのさね。あの子はある日唐突に立ち上がることもできなくなって──間もなく逝った」

「……俺おれを産んだせいじゃないか？」

「義よし友ともがぬしに話さなかったのは、そう思われる可能性があったからだろうよ。まったく関係がないとは言わん。だが、やはり原因は古流を生み出すための修行だろう。永久の身体からだはそれに耐えられなかったのだ」

　クロウは、じっと大剣聖の目を覗のぞき込こむ。

「なあ、妾を恨むか？　ヒョウカや父を恨むか？」

　彼女の目にはまるで揺らぎがなく、感情は読み取れない。それでも、不思議と嘘うそは言っていないと思えた。ただ真実を話し、クロウに判断を委ねている。

　古流が母の死の原因となったのなら──大剣聖自身が、原因をつくった一人とも言えるかもしれない。

「……いや。そんな実感を持てない話を聞いてもな。それに、母親も自分で望んで古流コリユウを研究してたんだろ」

　本心から、クロウには大だい剣けん聖せいを責める気はなかった。師であるヒョウカ、父についても同じだ。

　母も含めて、四人はきっと、ただ夢を追いかけていたのだ──

「……そうか。結局、妾わたしとヒョウカは古流から手を引くこととなった。完成は間近であったが……そうだな、妾たちは永と久わが好きだった。人の剣けん士しではあっても、剣にひたむきで、尊敬できる女であったよ。彼女の死は、妾たちを意外なほど打ちのめした」

「すげぇな、俺おれの母親は。剣聖とその弟子をへこませるなんてな」

　クロウは、なんだか笑ってしまった。

　記憶にない母が古流を生み出した一人で、大剣聖と剣聖ヒョウカの心に濃い影を落とすほどの存在だったとは。

「ああ、たいした女であったよ。永久の息子であることを、誇りに思ってよい」

「…………」

　クロウは、黙って頷うなずいた。

「その後のことは、妾もほとんど知らん。数年後にヒョウカに剣聖の称号を譲って、隠居してしまったからな。だが……義よし友ともはまだ研究を続けていたのだな」

「ていうか、研究しかしてなかったよ、うちの親父おやじは」

「本当に研究バカだな、あの男は……最後までそうだったのだろうな」

　どうやら、大剣聖もクロウの父親の死を知っているらしい。

　クロウの父親はソーディ政府と反政府組織の戦闘に巻き込まれて命を落としたが、彼の死がニュースになったわけではなかった。

　それでも知っているのは、剣聖ヒョウカが伝えたのだろうか。

「小僧。ヒョウカも、初めてぬしと会ったときは、あの小さな九く郎ろうだとはまるで気づかなかったらしいぞ。最後に会ったのは赤ん坊のときだったから、当たり前だがな」

「師匠せんせいもたいした役者だよ。俺を知ってたなんて、まったくそんなそぶりは見せなかったからなあ」

「だが──ヒョウカはこうも言っておった」

「え？」

「ぬしと再会して──運命を感じたと」

「運命……」

　偶然、とも言えるかもしれない。

　クロウが八年前の騒乱に巻き込まれ、ヒョウカの前にたどり着き、弟子入りを願い出たのはたまたまの成り行きだ。

　ヒョウカがあの騒乱に参加したのが偶然だったのか、[image: ]かつら城ぎ義友がいることを知っていたのかどうか、定かではない。

　それでも、クロウがヒョウカと出会ったのは間違いなく偶然だった。その前に死んでいたかもしれないし、街を脱出していれば二人の運命は交わらなかっただろう。

「そうか、運命か……」

「妾わたしも感じておるよ。あの赤ん坊が、十年以上の時を経へて妾の前に現れたのだからな」

「ばあさん……」

「小僧……いや、クロウよ。二度とは言わんから聞け。聞いたら忘れろ」

「なんだよ、そりゃ」

「妾に子供はいなかった。だが……妾にとって、弟子だったヒョウカと、ともに古流コリユウをつくった永と久わは娘のようなものだった。それにぬしは……孫のように思っている」

　大だい剣けん聖せいはそっぽを向いてしまっている。クロウからは、彼女がどんな顔をしているのか、わからなかった。

　だが、大剣聖の言葉からは──隠しようもないあたたかさが感じられた。

「我が孫よ。妾はなにもしてやれなかったが、今からでも遅くないなら手を貸してやる。ぬしのことは、少しはわかっておる。だが、ぬしの口から聞かせよ。クロウ、ぬしはいったいどうするつもりだ？」

「リンネを助けに行く」

　クロウは、間を置かずに答えた。

　どうするつもりか、と言われればその答えは一つではない。だが──

「リンネは、死し剣けん使つかいの本能ってやつに従っちまってる。だけど、あいつ自身の意志でブレイズに戻ったわけじゃないはずだ。だから、あいつを取り戻す。いつものリンネに戻ってもらう」

「容易なことではないよ」

「無理なことなんて、いくらでもやってきたさ。リンネを助けて──俺おれを助けてくれた日ひ奈な子こやウィニア、居場所を失っちまった明あか里りとスノウホワイト。あいつらを守る」

「みずから危険に飛び込むくせに、他者を守ろうというのか。矛盾しておるぞ」

「戦うことと守ることは矛盾しねぇ。それと、もう一つ──」

　クロウは、日本刀の柄つかにさっと触れる。

「剣神、だ。そいつがなんなのかもわからねぇけど、さっきのばあさんの話を聞いて、余計に確信したよ。俺が学んできた剣は、古流は、剣神に繋つながってる。だったら、それを目指すことが、運命なんだよ。親父おやじや母親、師匠せんせいやばあさんに報いることにもなるだろ」

「……剣神、か。ふん、どうあっても、そのおとぎ話は妾の運命に関わってくるらしいな。だが──それもまずは、リンネを助けてからか」

「ま、そうなるかな」

　もっともわかりやすく、実行しやすく、優先度が高いのはリンネの救出だ。

　リンネは、政府に反逆するブレイズの、それも重要なポジションにいるのだ。もし政府が本気になれば、彼女が真っ先に危険になってしまう。

「ただ、ばあさんが手伝ってくれるなら心強いけどさ……ブレイズの巣そう窟くつに殴り込みをかけることになるんだぞ」

　危険などというレベルではない。既に引退した大だい剣けん聖せいを、クロウはあちこち引きずり回してしまっている。いくらクロウを孫のように思ってくれていても──いや、だからこそ利用するようなことは気が引けてしまう。

「ばあさん、あんたの気持ちはありがたいけど──」

　そこまで言って、クロウは固まってしまう。

　いったい、いつ抜いたのか──

　大剣聖が立ち上がり、刃をクロウの首筋に突きつけていた。

「妾わたしを気遣うなど半世紀早い」

「そうらしい……」

　老いたりといえども、大剣聖の剣は衰えていない。当代の七しち剣けんたちと比べても、まるで遜そん色しよくのない剣の冴さえだ。

　だが、クロウはまだ心を決めかねている。大剣聖はおそらくすべてを話してくれた。

　にもかかわらず、クロウは大剣聖に大事なことを隠している。彼女の弟子であるヒョウカを斬きってしまったことを──

「面白そうだね。俺おれにも一枚噛かませてよ」

「…………！」

　クロウは慌てて振り向いた。ウィニアも同時に動き、師をかばうような位置に立っている。古流コリユウを学ぶのは無意味だと知ったのに、まだ弟子であり続けるつもりらしい。

「ラーシュ、おまえなんで……」

　数メートル離れたところに、セイバーズの黒い制服を着たラーシュが立っていた。プラチナ色の髪が、風に揺れている。

「おまえと大剣聖が祖母と孫なら、俺とクロウは兄弟じゃないか。兄弟の危機に駆けつけてくるのは当然だろ？」

「……ありがとよ、兄弟」

　クロウは苦笑してしまう。

　そういえば、この太たい陽ようの乙女の故郷でラーシュと斬きり合いをしたのだった。彼も、クロウが隠れている場所にあたりをつけ、探しに来たのだろう。

「大剣聖と剣聖の継承者二人。戦力としては悪くないんじゃないかな」

「おまえも物好きだよな……」

　クロウは、ぼりぼりと頭をかいた。

　大剣聖から両親の話を聞かされ、さらにラーシュまで現れた。

　事態が一気に進みすぎだが、これもまた──運命だろうか。

　運命ならば──受け入れて、あとはひたすら進むしかない。







「で、本当にいいのか、ラーシュ？」

　クロウは、ラーシュと並んで太たい陽ようの乙女の故郷を歩いている。

　墜おちたる宮殿に向かっているのではなく、ただの散歩だ。

　大だい剣けん聖せいは今、日ひ奈な子こと話している。ウィニアや明あか里り、スノウホワイトも一緒だ。ずいぶんと年齢差のあるガールズトークだが、男性陣は邪魔をしないように二人で出てきたのだ。

「いいのかって、なにが？」

「俺おれがシルフィ様にすぱーっと切り捨てられたのは知ってんだろ？　ばあさんにも確認したけど、俺と一緒にいたらあらぬ疑いをかけられるぞ」

「大変けっこう。政府に反逆すれば、四よん将しようを継がない口実になるね」

「こいつ、本気で言ってる……」

　クロウは、ラーシュのことは知り尽くしているが、さすがに呆あきれてしまう。

　ラーシュは、本気で政府や実家のことなどどうでもいいらしい。

「そういうクロウこそいいの？　もったいぶらずに訊きくけど、セフィのことだよ」

「セフィはおまえと違って、政府に逆らうつもりもないし、両親やシルフィ様もすぱっと切れないだろ。優しいからな。つーか、セフィを拉ら致ちってみろ。シルフィ様の刺客が地の果てまで追って来るだろうよ」

「そんなの、クロウが始末すればいいだろう。剣けん帝ていアミラルも倒したって聞いたよ。もう、たいていの奴やつは倒せるってことじゃないか」

「七しち剣けんが二人同時に来たらアウトだ。逃げるのも無理だな。物量で押されてもおしまいだし。完全武装の兵士が一個大隊も来たら蜂はちの巣だ」

　クロウの強さを最大限に発揮できるのは、一対一という条件があってこそだ。複数の相手も可能ではあるが、銃を持った兵士が数百人単位で襲ってきたら対処しようがない。

「じゃあ、セフィのことは本当にあきらめるつもりなの？」

「遅かれ早かれ、こうなるのはわかっていたさ」

　クロウは、薄く笑いながら言った。

　四よん将しよう家けの姫ひめ君ぎみと、剣聖の弟子とはいえ人間の男。本人たちが望んでも、結ばれる可能性は──ゼロだ。

「そのときが来た、ってだけだ。まさか空爆くらってこんなことになるとは思ってなかったけどな。俺は、ブレイズや太たい陽よう教きようとは違う。政府に真っ向から逆らうような命知らずじゃねぇんだ」

　クロウは腰の日本刀にちらりと目をやった。

　この剣でできることは限られている。セフィを手に入れることは、そこには含まれていない。冷静に客観的に考えて、疑いようのない事実だ。

　それが、クロウの本心だ。本心だと思わなければ──剣に迷いが生じる。

　その迷いは、リンネを取り戻し、日ひ奈な子こたちを守り、剣神を目指す道を閉ざすだろう。

「クロー」

「おっ」

　後ろから、日奈子がぱたぱたと駆け寄ってくる。珍しいことに、彼女が走っている。そばには、ウィニアもいる。

「おや、なにか大事な話でもありそうな顔だね」

「そうみたいだな。手に入らないもののことを考えてる暇はなさそうだ」

「わざと、考えないようにしてるんじゃなくて？」

「ラーシュ、おまえ一言多いぞ」

　クロウは、兄弟弟子のほうを見ずに言った。

　リンネの救出と、日奈子たちの護衛だけで精一杯だ。別のことを考える余裕はない。

　大だい剣けん聖せいに協力してもらえて、ラーシュも手伝ってくれる。リンネ奪還に成功する可能性はぐっと高くなった。

　それだけで、感謝するべきなのだろう。






　　　　２章　それぞれの選択






　東京ソーディア、中央特別区センターの北西、外層人類区ダウンタウンとの境界近くに〝剣の学院〟がある。

　優秀な剣けん士しの卵たちが集まり、仲間たちとともに厳しい訓練の日々を過ごす学校だ。

　つい先日、学院の文化祭である〝剣けん華か祭さい〟が行われたばかりである。一部の催し物でトラブルが起きたものの、後夜祭まで含めて無事に終了した。

　今はまだ、祭の後の倦けん怠たいした雰囲気が学院全体に漂っている。

「このままではいられないわ！」

　だが、一部の生徒──正確には一年生のセフィという優秀な剣士は猛たけりきっていた。

　金色の美しい髪を頭の左側で結んでいる。ベージュ色の制服に包まれた胸元は豊かに盛り上がっていて、ミニスカートから伸びる足もすらりと長い。

　セフィがいるのは、生徒会が使用している会議室だ。部屋に置かれた長テーブルには、東京ソーディアの地図が置かれている。

　セフィこそ、剣華祭での〝トラブル〟に深く関わった生徒だった。

　彼女を狙ねらって、ブレイズ最強の術じゆつ法ほう使いである八やツ首くびの蛇が現れ、クラスの出し物であるメイド喫茶をメチャクチャに荒らしていったのだ。彼女は友人である桜さくら井い日奈子が傷つけられたことに激高し、八ツ首の蛇を追って学院を飛び出した。

　その後に起きた、ブレイズの女王の降臨と居きよ留りゆう地ちへの空爆という事態を引き起こした一人とも言える。

「まずは、ロウたちを見つけないと」

　だが、セフィは責任を感じてふてくされるという選択肢は選ばなかった。とにかく前に進もうと必死だ。

「待て、セフィ様」

　そう言ったのはイシュトだ。生徒会長でもある彼女が、セフィにこの会議室を使わせている。

「何度も言ってるだろう。ただ合流してもダメなんだ。場合によっては、見つけても少年たちは我々から逃げるよ」

「……逃げるなら追いかければいいのよ」

　セフィは、クロウがいそうな場所の目星はつけてある。

　おそらく、剣けん仙せん衆しゆうの里か太たい陽ようの乙女の故郷だ。移動のリスクを考えれば、東京ソーディア内にある太陽の乙女の故郷にいる可能性がより高い。

「それに、私たちの動きは見張られているかもしれない。少年たちを見つけたら、政府にも発見される──なんてことになりかねない」

「それは……」

　セフィも認めるしかなかった。それでなくても、セフィは四よん将しよう家けの姫ひめ君ぎみである。迂う闊かつな行動を取ることはできない。

「もっと言わせてもらうなら、セフィ様はまだ自分がどうするか決められていないだろう。少年を巻き込んで空爆を指示したのは、君の姉君なんだぞ。シルフィ様が切り捨てた少年を救うというなら、実の姉に逆らうことになる。それでいいのか？」

「うう……」

　畳みかけるように言われて、セフィは黙り込んでしまう。

　姉のシルフィがやったことは到底許せない。しかし、謹慎させられてしまった姉とは未いまだに会えておらず、彼女の真意は確認できていない。意図がどうあれ、シルフィがクロウの殺害をもいとわなかったことは事実だが……。

「で、でも……ロウは絶対生きてるわ！　ヒナもウィニアも！」

「そこは私も疑ってないよ。少年たちが死んでるとか命の危機があるなら、私はここに座ってない」

　イシュトは、静かに言った。

　今は落ち着いているが、イシュトも決して冷静でいられたわけではない。七しち剣けんの候補として手柄を立てるため──と称して、ブレイズたちの本拠地への危険な偵察も行っている。実際のところ、手柄などより、ただじっとしていられなかったからだろう。

「だが、この状況で下へ手たに動くのは本当に危険なんだ。私も慎重に動いていたつもりだったが、八やツ首くびの蛇に出くわしたわけだしね。奴やつの目的は宣戦布告だったから、戦闘にはならずに済んだが」

　イシュトもシュナークも危険な状況ではあったらしい。しかし、八やツ首くびの蛇はイシュトたちを宣戦布告のメッセンジャーとして使ったのだ。手て練だれの剣けん士しであるイシュトたちには屈辱的ではあったが、不用意に戦闘するよりはマシである。

「セフィ様、桜さくら井い日ひ奈な子ことウィニアはどの陣営から見ても貴重な存在だ。まず殺されることはない。少年のしぶとさは、私よりセフィ様のほうが知ってるだろう。きっと、少年はまだまだセフィ様の身体からだにご執心だよ」

「そんなことで生き延びてほしくないわ！」

　セフィががーっと、イシュトに噛かみついたそのとき──

「ははっ、まー動機はどうあれ生きてるならいいじゃないかよー」

　がらり、と会議室の扉が開いて一人の人物が入って来た。

　クセのある濃い緑色の髪をショートカットにした小柄な女性だ。顔つきも幼く、黒を基調にした軍服のような服を着て、スカート丈はかなり短い。

「剣けん王おうジーネル……どうして、あなたがここに？」

　セフィの質問に、ジーネルはにやりと笑った。

「アタシだけじゃないぞー。おら、おまえらも入って来い来い、遠慮はすんなよー」

「誰だれも遠慮なんかしていませんわ。お茶菓子は高いものが望ましいです」

「やはり、剣の学院はいいですね。剣の聖堂より若い女の子がいっぱいで。こんな会議室より、更衣室に行きたいところです」

　続いて会議室に二人の女性が入ってくる。

　一人は薄茶色の髪をセミロングにして、黒の上着に金色のラインが入った七しち剣けんの正装姿だ。瞳は両目とも閉じられている。

　もう一人は、黒髪をポニーテールにして、羽織に似ただぼっとした薄い青色の上着に、膝ひざ丈たけの白いスカートをはいている。

　盲目の剣士、絶ぜつ剣けんシュナークと。

　剣の学院の上位組織、剣の聖堂の師範マスターである天てん剣けんソーシャだ。

「し、七剣が三人も……なに、なんなの!?」

「いやー、お姫さん。実は三人じゃないんだよなー」

　そう言って、ジーネルは腰に吊つるしていた短剣を引き抜いた。

　ジーネルの愛剣は〝彗星瀑布グレイトフオール〟という巨大な斧おのの形をした武器である。大きすぎて、この会議室には持ち込めないため、代用品として持ってきた剣なのだろう。

「生徒会長さんよ、動くなよー」

「え？」

　イシュトがきょとんとした瞬間、ジーネルが短剣を素早く走らせた。

　そして──

「あ……」

　イシュトの左腕につけられていた白い腕輪が綺き麗れいに切断され、床に落ちる。先日、彼女が授けられたばかりの〝剣けん将しよう〟の継承印コードである。

「剣けん王おうジーネル、これは……？」

「もうわかったろー。新たな七しち剣けん、剣将イシュトよ」

「新たなる剣将よ！　我ら七剣の新たなる刃やいばよ！」

　シュナークとソーシャが唱和し、二人が愛剣をおおげさな動作で抜いた。

　そして、ジーネルの短剣、シュナークの見事な拵こしらえの小刀、ソーシャの透明な刀身を持つ長剣の切っ先がイシュトへと向けられる。

「剣将……」

　イシュトは、ぼんやりとつぶやいてから──すぐに表情を引き締めた。

「謹んでお受けいたします。七剣の一本、新たなる刃として剣に生きることをここに誓います──」

　イシュトは、冷静にそう言い切った。

　あまりに唐突な事態だったが、ここで動揺を見せるようでは七剣は務まらない。イシュトの切り替えの早さは、七剣の資質を正しく示している。

「ははっ、そういうかしこまったのはいいのさー」

　ジーネルは豪快に笑って、短剣を鞘さやに収める。

　シュナークとソーシャも同じく、微笑しつつ納刀した。

「本来は七剣の称号授与は全員揃そろって──が基本ですわ。ですが、今は不可能ですからね。儀式もなにもないのはお気の毒ですわ」

「仕方ありません。私のときだって、どうしてもアミラルさんが捕まらなくて、一人欠けていましたからね」

　シュナークがにこにこ微笑ほほえみながら言い、ソーシャは苦笑している。

　セフィは、ぽかんとしてしまった。いきなりの急展開についていけない──が、イシュトが剣将の称号を継いだということは間違いないようだ。

「あ、言っとくけどよー、かなりオマケしての剣将継承だぞ。未いまだにヒョウカは行方不明だし、アミラルは死んだみたいだからよー。さすがに七剣が足りなすぎるんだよなー」

「ジーネルさんは手厳しいですわね」

　シュナークがくすりと笑う。

「偵察でご一緒したときにも感じましたが、イシュトさんは剣の腕前は文句ないですわ。あの〝牙きばの道〟をくぐり抜けているわけですしね。実戦経験の不足が不安材料ではありますけど、それを補う機会はこれからたっぷりありますわ」

　シュナークは意味ありげに言った。それはそのとおりだろう。ブレイズとの戦いがどう展開するにしても、七剣に活躍の機会は充分にあるはずだ。

「理由はどうあれ、七剣に選ばれたのなら精進いたします」

「ふふ、新しい七剣は生き真面目まじめですわね。ようやく、まともなお仲間ができて嬉うれしい限りですわ」

「シュナークさん、まるでご自分がまともなようにおっしゃるのはどうかと。お金で動く七しち剣けんなんて前代未聞なんですよ？」

「先駆者というのはいつの時代も非難されるものですわ。ソーシャさんこそ、剣の聖堂の教え子たちをまとめて愛人にしていると悪評が立ってるじゃありませんか」

　ゴゴゴゴ、とシュナークとソーシャの間で不穏な殺気が渦巻く。

　丁寧な物腰がどことなく似ている二人だが、相性はあまりよくないらしい。

「こらこら、七剣がケンカなんぞするなよー。新入りの前で恥ずかしいところ見せるもんじゃないぞー」

　しかも、あのおおざっぱなジーネルがまともに見えてしまう。

　セフィは、ますますどう対応したものか悩む。七剣三人のもめ事がエスカレートして斬きり合いでも始まったら、剣の学院など簡単に壊滅させられてしまう。

「あの、待ってください、お三方。訊ききたいことがあります」

「なにかよー。もうおまえさんも七剣なんだから遠慮することはないぞー。七剣はみんな、対等だからなー。最強はアタシだけど」

「では、お訊きします。先日、私と絶ぜつ剣けんシュナークの偵察の成果をソーディ政府に報告しました。政府から七剣に指示は来てますか？　七剣はどう動くのですか？」

「かしこまらなくていいってのにー。まあ、そいつの答えは簡単だよー。なにもしない」

「は……？」

「元々、政府は七剣への命令権なんて持ってないからよー。当たり前だろ。アタシは残念ながら自由剣けん士し団の団長で、剣士団は政府の命令聞かなきゃいけないけどよー。それでも、七剣として政府の連中の命令を聞くことはないなー」

「正確には、政府に命令権を持たせても、七剣が言うことを聞くわけがないからですわ」

　ジーネルの回答に、シュナークが微笑ほほえみながら補足を加える。

「政府もブレイズとまともに事を構えるつもりはないみたいですよ。ブレイズは、立て籠こもってるだけですからね。下へ手たに藪やぶをつつくつもりはないようです」

「事態は膠こう着ちやくしてるってことね……」

　ソーシャがさらに説明し、セフィは頷うなずきながらつぶやいた。

　やはり、今がチャンスなのではないだろうか？　ソーディ政府もブレイズも睨にらみ合あうばかりで動きが見えない。

　シルフィも謹慎中で身動きが取れない。

　太たい陽よう教きようやダイナストの動向も気になるところだが、今のところその二つはそれほどの脅威ではない。

「姫ひめ君ぎみ、ろくでもないことを企たくらんでいますね」

「……いいでしょ。あたしなんて、ただの学生よ。なにをしようが勝手じゃない」

　セフィはソーシャに答える。

　正式な師弟関係ではないとはいえ、セフィはソーシャに剣を学んだ。恩も借りもあるが、邪魔をしてもらいたくなかった。

「仕方のないお姫様ですね。まあ、政府の思惑はともかく……我々は動きます」

「ソーシャ……？」

「剣の聖堂は、師範代たちに任せてきました。死し剣けん使つかいたちと、最強の術じゆつ法ほう使い。それに……ブレイズの女王。これだけの敵が揃そろっていて、最強を自負する七しち剣けんが指をくわえて見ているのはね」

「まさか、ソーシャ。墜おちたる宮殿に攻め込む気なの？　でも、あんたは……」

　セフィは絶句してしまう。

　ソーシャは、生まれつきの体質で地球の大気に適応できない。肺を病んでおり、セフィの前で血を吐いたこともある。

　彼女はもう、長くないのだ──

「ありがとう、姫ひめ君ぎみ。でも、大丈夫です。今は調子がいいんですよ。剣けん王おうと絶ぜつ剣けんの二人もまとめて相手にできそうです」

「おいおい、ソーシャ。アタシは病人でも手加減しないぞー？」

「お金もいただけないのに、あなたみたいな面倒な人は相手にしたくありませんねえ」

　ジーネルとシュナークが反応する。やはり、この二人もソーシャの病状は知っているようだ。

　イシュトはきょとんとしているが、七剣の仲間になったのだからいずれソーシャ本人から説明されるだろう。

　いや、今はそれよりも──

「ソーシャ。あたしも、あなたたちに同行させて」

「おやおや」

　セフィの言葉に、ソーシャが困った顔をする。

「足手まといになるのは承知の上よ。でも、自分のことくらいは自分で守れる。危なくなったら逃げるって約束もする。だから……」

「ちょ、ちょっと待てよ、お姫さん。そりゃー、死剣使いの一人はお友達かもしれないけどよー、ヤバすぎるだろーよ」

「危険か安全かは問題じゃないのよ」

　セフィは、きっぱりと言い切った。

　クロウと合流するためには、剣けん仙せん衆しゆうの里か太たい陽ようの乙女の故郷に行くのが可能性が高い。

　だが、おそらくクロウもじっとしてはいない。あの男にとって、リンネもブレイズの女王というリーゼベルも大切な存在なはず。

　待っているだけでも、探しに行くだけでもダメだ。

　クロウに会いたければ、彼が誰だれと戦うのか、なんのために戦うのか考え、自分がどうしたいのか決めなければならない。

「まあ、いいでしょう」

「って、おい！　ソーシャ！」

「剣けん王おう、ご心配なく。短期間とはいえ、姫ひめ君ぎみは私が育てた剣けん士しです。死なない程度の戦いをしてくれることは、期待してもいいでしょう？」

「もちろんよ」

　セフィはこくりと頷うなずいた。

　七しち剣けんにはまだまだかなわないことはわかっている。死し剣けん使つかいにもブレイズの女王にも、太刀打ちできないだろう。

　それでもセフィは──会いたかった。

　日ひ奈な子こに、リンネに、ウィニアに、そして──クロウに。







　東京ソーディアの外層人類区ダウンタウン、その西の外れに太たい陽よう教きようの教団本部がある。

　広大な敷地の周囲を木の柵さくに囲まれ、内部は畑が広がっている。木造の建物がいくつか点在しており、見た目は普通の農村という雰囲気だ。

　元々、太陽教は太陽の恵みに感謝しつつ農業を営む素朴な集団だった。一般市民にはご禁制の銃火器を装備したテロ集団と思われているが、基本的には今でも農産物は太陽教の重要な資金源だ。

「教団本部、お金はたくさんあるでしょうか」

「太陽の乙女、すっかり世俗にまみれたわよね……」

　日奈子のつぶやきに、明あか里りが呆あきれつつ答えた。

　二人は、教団本部を見渡せる丘に潜んでいる。二人とも、白いベールに青いシスター服姿だった。明里が確保してあった服である。

　後ろには、スノウホワイトがなぜか正座して控えていた。彼女もシスター服姿だが、袖そでを取ってノースリーブに、裾すそもギリギリまで短くしている。動きやすさを重視して改造したらしい。

「日奈子さん、明里さん、見つけた、です。噂うわさの、秘密出入り口、ありです」

　ウィニアが小走りに駆けながらやってきた。彼女は、全身を覆おおうような白いロングコート姿だ。

「……なんだかウィニア、クローと話しているときよりカタコトがひどくないですか？」

「そうでしょうか？」

　ウィニアは、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。本人に自覚はないらしい。

「クロウにはバカ丁寧だからね、ウィニアは。それより、見つけたのね。本当にあったなんて……」

「明里が言ったのだから、ないと困るのです」

　日奈子は明里を半目で見つめる。

　なにもせずに引き返すわけにはいかないのだ。

　なぜ、日ひ奈な子こたちが太たい陽よう教きよう教団本部の近くに来ているかというと──

「なんとしても、お姉さんの動きを確かめないといけないのです」

　そう、日奈子の目的は、実の姉にして太陽教の新たなる教祖、桜さくら井い美み月つきの動向の確認である。

　そのために、教団本部に潜入するつもりなのだ。シスター服を着ているのも、秘密裏に入り込むための変装だ。

「こんな真っ昼間からっていうのは危険だけどね……」

「承知の上なのです」

　日奈子は頷うなずいた。

　潜入するなら夜がいいのはわかっている。だが、美月がいなければ意味がない。太陽教はその名のとおり、太陽が出ている時間帯に活発に活動する。美月がなにか行動するならば、昼間に動く可能性が高い。

「お姉さん……」

　日奈子は、桜井美月には複雑すぎる感情を持っている。

　桜井美月はみずから命令を下し、先代、先々代の教祖を──実の父母を殺害させた。そして、自身が太陽教の新教祖へと収まったのだ。

　日奈子は両親の死を目撃してしまっている。

　太陽の乙女の能力を恐れ、生まれてから十五年も娘を軟禁してきた両親だ。日奈子にとっては初対面の人間であり、彼らを恨みこそすれ死を嘆く理由などなかったはずだ。

　だが、日奈子は両親の死にどうしようもなく衝撃を受けてしまった。それを命令したのが実の姉だったことも、受け入れがたいことだった。

「……ねえ、太陽の乙女。本当にいいの？　新しい導師に会っても大丈夫？」

　明あか里りが心配そうな顔をする。日奈子と美月の出会いについては彼女にも話してある。

　普通ならば、二度と会いたくないと考えるだろう。しかし、日奈子はそうは考えなかった。姉が恐ろしくはあるが、それ以上に彼女の不可解な行動が気になる。

　桜井美月は、間違った人物だ。彼女は太陽教の思想を純粋なまでに信じており、ソーディ政府打倒を本気で目指している。

　その目的のために、みずから太陽教の実権を握ったのだ。

「平気です。それに、今日のところは様子見なのです。無む茶ちやはしないとクローにも約束しました」

　ここにいるのは、日奈子と明里、護衛のウィニアとスノウホワイトだけだ。クロウはラーシュと大だい剣けん聖せいとともに別行動を取っている。

　思えば、日奈子がクロウと会って以来、自主的に、なおかつ本格的に別行動するのは初めてのことだった。

「その約束があるから、クローも別行動を許してくれたのです。約束は破れません」

「あいつ、最後まで心配そうにしてたからね……孫を心配するおじいちゃんかってレベルだったわ」

　あくまで偵察のみで、ウィニアとスノウホワイトから決して離れないこと。

　それが、クロウとの約束だった。

「大丈夫です、私とスノウホワイト、います」

　ウィニアが力強く言い切った。スノウホワイトもこくこくと頷うなずく。

　スノウホワイトは明あか里りにぴったりくっついて、離れようとしない。

　ウィニアは、クロウに頼まれて日ひ奈な子この護衛を引き受けている。

　師であるクロウの命令だから──というのもあるが、ウィニア曰いわく「日奈子さんいないと、私ソーディアに帰れません」とのことだ。

　確かに、空の扉を開くには日奈子の力が必要だ。今、東京ソーディアでは小さな空の扉がいくつも開き続けているが、ソーディが通れるほどの扉を開くとなれば、太たい陽ようの乙女の術がなければどうにもならない。

　ウィニアには、日奈子を護衛する理由があるのだ。

「ていうか、クロウのほうがはるかに危険なところに行ってるんだけどね……ブレイズの本拠地に乗り込むとか正気じゃないわ」

「クローもリンネを助けるだけで、無理はしないと約束したのです」

「その約束、信じてるの？」

「そんなわけないのです」

　日奈子は間髪を入れずに答えた。

　クロウが敵の本拠地に乗り込んで、無理をしないわけがない。

　日奈子との約束が多少のブレーキになれば儲もうけものだ。日奈子ももうクロウのことは充分すぎるほどわかっている。

「では、私たちも無む茶ちや、するですか？」

「しません。お姉さん、なに企たくらんでるか、わかりません人、です」

「ちょっと、太陽の乙女。あんたまでカタコトになってるわよ」

「……はっ」

　ウィニアの口調が、うつってしまっていたようだ。日奈子は、軽く自分の頬ほおを叩たたいた。

「えーと、ウィニア。明里が言っていた秘密の通路は見つけたのですね？」

「はい、ここから少し行ったところ、洞どう窟くつありました」

「明里。そこを通れば、教団の本部に入れるのですね？」

「お父さんが言ったことが間違いなければね。導師にも秘密でつくった、幹部用の脱出トンネルらしいわよ」

　明里の父親は太たい陽よう教きようの幹部である。かなりの権限を持っているらしいので、秘密裏に大がかりな工事をすることもできたのだろう。

「では、行くのです。明里は無理をしなくていいです。戦闘能力もないですし」

「太たい陽ようの乙女に戦闘うんぬんは言われたくないわ……」

　日ひ奈な子こは、先代の太陽の乙女の形見である弓矢を持ってきている。弓の腕は、ごく近距離で相手が動かなければ当てられるというレベルだ。

　太陽の乙女として、対ソーディの不思議な術はいくつか使えるが、教団本部ではほとんど役に立たないだろう。

「わたしは戦闘訓練を受けてるのよ。太陽の乙女よりは役に立つわよ」

　明あか里りは拳けん銃じゆうを取り出し、弾倉を取り出して弾が入っていることを確認する。以前、教団の隠れ家がに潜んでいたときに見つけた拳銃だ。反政府運動に必要だったため、明里もある程度の技術を身につけている。

「ふっ、わたしより役に立つことを自慢するようではまだまだです」

「……なんか、特攻かけるような気分になってきたわ」

　明里が呆あきれつつつぶやいた。

　日奈子は、ウィニアとスノウホワイトがいれば、めったなことはないと確信している。

　問題は──自分自身だった。

　姉は両親を殺害し、自分の妹──日奈子が死ぬようなことになっても利用し尽くすと明言するような危険人物だ。

　あの姉と会って、平静でいられるか。それが問題なのだ。







　秘密のトンネルは、鉄骨やコンクリートで補強され、数百メートルも続いていた。

　トンネルを抜けると、出入り口の扉はパスワード入力式の鍵がついていて、そのパスも明里は父親から聞かされていた。

　扉を抜けると、そこは狭い地下室だった。そこから階段が上に続いている。

「もしなにかあったら、すぐにここに逃げ込むわよ。いいわね、みんな？」

　先頭にいる明里が、後ろを振り向いて言った。

「準備、大丈夫です。この剣、ちょっと不安ですが」

　ウィニアは、腰に提げた長剣をぽんと叩たたいた。愛剣のディースシーズは目立ちすぎるので、置いてきたのだ。

　四人は、階段を上がっていく。

　先頭を行くスノウホワイトが、階段の上にある扉を開いた。

　扉の先は、農具が置かれた小さな納屋のようなところだった。普段は使われていないらしく、あちこちホコリをかぶっている。

「誰だれもいないようね。まあ、そういうところに出入り口をつくるのは当たり前か」

「そういえば、明里のお父さんは本部にはいないのですか？」

「姿を隠してるみたいね。新しい導師の粛清があったんでしょ？　うちのお父さん、割としたたかだから……」

　美み月つきは、教団内の穏健派をまとめて処分している。明あか里りの父は穏健派というわけでもなかったらしいが、教団の内外に強い影響力を持つ幹部として危険視され、殺されるところだったのを逃げおおせたそうだ。

「熱センサーに反応なし。周囲に人はいない。オールクリア」

　スノウホワイトは無感情に言うと、扉を開けて外に出た。納屋のすぐ前には、使われていない畑が広がっている。

「あっち、気配、します。人、たくさんいます」

　ウィニアが指し示した方向に、明かりがついている建物が見えた。

「ああ、神殿ね……」

　続いて外に出てきた明里がつぶやく。

　日ひ奈な子こも、その石造りの巨大な建物を見知っていた。以前、日奈子が太たい陽よう教きようの戦闘部隊リーダー、幹みき原はら条じよう一いち郎ろうに拉ら致ちされ、連れ込まれた建物だ。

「スノウのセンサーも人体の熱を感知。数は五百二」

「五百ですか……」

　日奈子は、少し考え込む。

　それが全部人間ならば、ウィニア一人でも余裕で蹴け散ちらせる人数だ。四、五十人ほどソーディが含まれていても問題ないだろう。

　だが──それ以外のなにかがいたら？

　美月は、軍事企業ダイナストから提供された〝レギオン〟という怪物たちを抱えている。レギオンは、サイボーグ化した人体に〝エイジン〟の細胞を注入された兵隊たちだ。自我を持たず、組み込まれたプログラムに従って行動する。

　まさかとは思うが、もし五百体ものレギオンがいたらウィニアとスノウホワイトの二人がかりでも危険かもしれない。

「私、日奈子さんを守ります。どんなことがあっても」

「ウィニア……」

　日奈子は、ウィニアをじっと見つめる。

　ウィニアには日奈子を守る理由があるが、単純に彼女が優しい性格だというのもあるだろう。

　日奈子はかなりろくでもない人生を送ってきている。それでも、やさぐれることなく今日まで来られたのは、優しい人たちに囲まれてきたからだ。

　自分がそういった人たちの善意に甘えていると、日奈子は気づいている。今も、明里たちを危険に巻き込んでいるのだ。

「行きましょう。お姉さんの──太陽教の新しい教祖のところへ」

　それでも、引き返すことはできない。せめて、自分が明里たちの善意に応えられる人間であるためにも、姉である美月の非道は許しておけないのだ。







「おおおおーっ、導師様！」

「導師！　導師！　導師ィーっ！」

「新たなる導師様バンザーイ！」

「…………」

　日ひ奈な子こは、眼下の景色を半開きの目で見つめている。

　神殿の天井や壁には太陽光を採とり入いれるための窓がいくつもある。日奈子は、天井にある窓のあたりに取りついている。神殿は巨大な建物だが、ウィニアとスノウホワイトには日奈子と明あか里りを抱えて屋根に上がることなど簡単だった。

　日奈子たちは窓に少しだけ顔を出して、中の様子を観察しているところだ。

　窓はいくつか開いているらしく、内部の声もよく聞こえてくる。

「太たい陽よう教きようの神殿だと思ったのですが、ライブ会場ですか？」

「太陽の乙女、やっぱり俗なことも知ってるわね。わたしだって、神殿がこんな有様になってるとは思いもしなかったわ……」

　神殿内にいるのは、五百人の教徒たちだった。ぱっと見た感じでは、ソーディが大勢いるということもなさそうだ。銃や剣で武装している者も見当たらない。

　しかし──その五百人は、熱狂的な歓声を上げ、興奮して跳び回っているような者たちもいて、その振動で内部が揺れている。

　神殿の一番奥はステージのようになっており、そこに一人の少女が立っていた。

　太陽教のシスター服の上に白いロングコートを羽織り、ベールはかぶっておらず、長く美しい黒髪を伸ばしている。顔立ちは整っており、胸は冗談のように大きい。

　桜さくら井い美み月つき──日奈子の一つ年上の姉にして、太陽教の新教祖だった。

「はーいはいはい、皆さん落ち着いてくださいねー」

　ステージ上に置かれたマイクで増幅された美月の声が響いてくる。

「というわけで、桜井美月です。紹介されたとおり、若年の身ではありますが導師の称号を継ぐこととなりました」

　なにが「というわけ」なのかわからないが、ちょうど美月の話が始まるタイミングだったらしい。

　美月は、こほんと咳せき払ばらいしてから神妙な顔をつくった。

「えー……残念なことに、先代、そして先々代の導師はソーディ政府の謀略により、命を落とされました」

「…………」

　そんなの嘘うそです──日奈子は、ぎゅっと唇を噛かんだ。

「先代たちはどれほど無念だったことでしょう。太陽教は多くの苦難を乗り越え、これからさらに団結し、心を一つにして教団の理念に従い、祈りの日々を送っていくはずでした。ですが、あの異世界からの侵略者たちは先代たちを卑劣な罠わなにかけ、命を奪ったのです。偉大な先代たちはきっと仇かたき討うちなど望みません。それでも私たちがやるべきことは──」

「打倒ソーディ政府！　打倒四よん将しよう！　異世界からの侵略者を追い払い、本当の空を我らが世界に取り戻せ！」

　決まり文句らしく、教徒たちが声を揃そろえて叫ぶ。

「そのとおりです！」

　美み月つきはその声に応え、両腕を広げながら言った。

「今、この東京では空の扉がいくつも開きつつあります。これは、我らが待ち望んだ奇跡です。彼らが住む忌まわしい世界へと繋つながることは、我らの悲願を叶かなえる絶好の機会でもあります。あの異世界人たちを故郷へと帰らせるのです！」

「……お姉さんは、相変わらず夢見がちなのです」

　日ひ奈な子こは、ぼそりと言った。

　太たい陽よう教きようの、そして美月の目的はソーディたちをソーディアへと強制送還することである。それには、太陽の乙女である日奈子の力が必要となる。しかし、巨大な空の扉を開き、強制送還の術を使い、最後に扉を閉じれば──肉体が粉々に砕けてしまうらしい。

　当然、そうなれば日奈子は死ぬ。だが、美月はそんなことは気にも留とめていない。

　美月は目的を達成すること以外は、一切頭にないのだ。

「場合によっては、わたしもここにまざって盛り上がってたのかもね……」

「明あか里り、教徒なのに、盛り上がらないですか？」

　ウィニアの質問に、明里がわずかに苦い顔をする。

「太陽教の目的がどんな崇高なものだったとしても、太陽の乙女の命を犠牲にするようなやり方は受け入れられないってことよ。わたしたち教徒が死ぬのはいいわ。でも、太陽の乙女は教徒じゃない。ただ、導師の娘だったってだけ」

「……明里がわたしにデレました」

「だからね、太陽の乙女。あなたにはもう少し神秘的な存在であってほしいわ……」

　明里は心底呆あきれた顔をしている。彼女の太陽教教祖の娘への扱いが適当になっているのは、きっといいことだろう。

　神殿内では、まだ美月の演説が続いている。

　彼女の演説は、時には静かに、時には激しく、緩急をつけて教徒たちを飽きさせず、彼らの感情をコントロールしているようだ。

「お姉さんは夢見がちですが、人に夢を見させることもできるようです」

「カリスマってやつかしら……少し、わからなくもないわ。導師はもうずっと長いこと姿を見せてなかったからね。新しい導師が姿を見せてくれて──若いけど、あれだけ美人で話が上う手まかったら教徒が引きつけられるのも無理ない」

　美月は、中身は真っ黒だが、見た目は楚そ々そたる美少女だ。神こう々ごうしいとすらいえる。見事に教徒たちを騙だましきっている。

　新たなる教祖は、太陽教を一枚岩にして一大勢力をつくり上げるかもしれない。ダイナストからの武器やサイボーグ、レギオンの供給に加えて、五万人の信者。そこに強大な指導者が立てば、決して侮れる戦力ではない。

　美み月つきは、太たい陽よう教きようがいかにして団結するかを激しい身振り手振りを混ぜて語り──

　そして──熱狂の中、演説は終わった。

「とりあえず……お姉さんがやる気満々なのはよくわかったのです」

「黒髪の人、捕まえますか？　私、できます」

　ウィニアが、剣の柄つかに手をかけながら言う。

「待ってください。無む茶ちやはダメなのです。お姉さんの周りは、なにがいるかわかったものじゃありません」

　日ひ奈な子こは、姉の危険性を充分すぎるほど理解している。迂う闊かつに手出しをして、逆に捕らえられる──という事態も考えられる。

「待って」

「待つ、です」

　突然、スノウホワイトとウィニアが同時に言った。

　ウィニアは素早く抜刀し、スノウホワイトは腰を低くして周囲を警戒している。

「明あか里り、スノウから離れないで」

「日奈子さん、あなた、私が絶対守ります」

「あ……」

　ようやく、日奈子も気づいた。

　神殿の屋根の上を取り囲むように、複数の人影が集まりつつあった。

　身長は百八十センチほど。

　全身を覆おおうぴったりした黒いスーツをまとい、頭から黒いマスクをかぶっていて顔も隠れている。目のところに細い切れ目が入っているが、瞳は見えない。

「レギオン……」

　それを直接見知っているのは、日奈子だけだった。

　ただでさえ強力なサイボーグに、エイジンの細胞を投与した怪物である。高い戦闘能力に加え、セフィの豪剣をまともにくらっても生きているほどの生命力を持つ。

　その彼らが、広い屋根の周囲を取り囲んでいる。数は二十体ほどだろうか。

「これ、レギオンですか。殺気、凄すごいです。化け物です」

　ウィニアは、着ていた白いコートを脱ぎ捨てた。その下はいつものチュニック姿だ。

　彼女は──いきなり駆け出し、レギオン二体の身体からだをそれぞれ縦と横に真っ二つにしてしまう。

　ウィニアには、日奈子からレギオンのことを説明してある。

　不死身ではないが強い生命力を持つレギオンは〝殺す〟のではなく〝破壊する〟つもりで斬きらなければ仕し留とめきれないことも。ウィニアはそのアドバイスどおり、レギオンたちの肉体を一気に斬り裂いたのだ。

「よっ」

　気の抜けるような声とともに、スノウホワイトもレギオンを次々に蹴け散ちらしている。サイボーグをさらに強化したレギオンを相手に一歩も引いていない。軽やかな動きでレギオンを翻ほん弄ろうして攻撃する隙すきを与えず、地上へと蹴り落としている。

　だが、レギオンも次々に屋根に上がってくる。

「うわ……なんか、完全に囲まれてるじゃないの！」

　明あか里りは拳けん銃じゆうを構えながら、涙目になって叫んでいる。彼女は気が強い割に逆境に弱く、すぐに泣き出してしまう。もっとも、この不気味なレギオンを間近で見れば、たいていの女の子は泣くだろう。

「ちょっと……まずいかもなのです。これは、お姉さんが……？」

　日ひ奈な子こは、ちらりと天窓から神殿内を見下ろした。美み月つきがまだステージの上にいて──天窓を見上げていた。

　美月は、にこにこと笑っている。優しささえ感じられる笑みだった。彼女は、やはり既に日奈子たちの存在に気づいていたのだ。気づいていて、演説を聞かせてくれたのだろう。

「やっぱり……まだ、お姉さんが一枚上うわ手てですか……ウィニア！」

「大丈夫です、日奈子さん」

　ウィニアは、両腕から刃を飛び出させて背後から襲いかかってきたレギオンを、振り返りもせずに一刀で斬きり捨てた。

「エイジンのかけら、身体からだに入れた兵隊……面白いです。でも、私、誰だれだと思っていますか？」

　ウィニアは剣を軽く振って血払いをする。

「ソーディアで生まれて十六年、エイジンを狩り続けてきました。あいつら、かけらをいくつ使っても、私、勝てるわけないです……！」

「わ……！」

　日奈子は、ウィニアから放たれた『光コウ』の圧力にたじろいでしまう。普段は優しく穏やかなので忘れてしまいそうになるが、ウィニアは〝ソーディアの剣けん聖せい〟なのだ。

「日奈子さん、我が師が守ると誓った人。なら、私も命を賭として守ります。おまえたちのようなハンパな化け物、私の覚悟、破れないです！」

　さらに、ウィニアは一体のレギオンを頭から真っ二つに斬り下げた。両断されたレギオンの身体は、左右に大きく吹き飛んでいく。

「退路、私が切り開きます！　日奈子さん、みなさん、ついてきてください！」

「了解」

　スノウホワイトがレギオンを一体蹴り飛ばしながら答える。彼女もサイボーグとして経験を積み、レギオン以上の力を見せている。

　日奈子はウィニアの後ろを追って走り出し──足を止めた。

「お姉さん……また会いましょう。そのときは、わたしはあなたを……」

　肩に担いだ弓袋にそっと手をやってから、日ひ奈な子こはまた走り出した。視界の端でちらりと美み月つきの笑顔が見えた。

　そして確信する。

　あの姉は──わたしの敵だ。

　姉を倒してこそ、わたしは閉じ込められてきた十五年間に決着をつけ、本当の人生を歩み出せる。

「太たい陽ようの乙女！　ぼんやりしてないで、走って走って！　ほら、そっちからも来てる！」

「大丈夫です！　邪魔です、ザコは失うせやがれです！」

　ウィニアは彼女の師し匠しようのように荒っぽく叫びつつ、慣れないと言っていた武器を見事に振り回し、嵐のように突き進んでいく。

「このまま、面倒です。行きますよ、日奈子さん」

「え」

　ウィニアは三体のレギオンをまとめて薙なぎ払はらうと、日奈子を腕一本で抱きかかえた。それから、大きく跳躍した。

「わ──」

　一瞬、空が近づいたように思えるほど高く高く跳んで。

　重力に引かれながら落下し、ドンと衝撃音が響く。

「ウィニア、わたしは繊細なのです。無む茶ちやは──」













　日ひ奈な子こは、地面に下ろされたのと同時にはっとなった。反射的に肩にかけていた弓袋をぎゅっと抱える。

「あれは……」

　日奈子の視線の先、十メートルほどのところにレギオンが一体立っていた。

　どうにも奇妙だった。黒ずくめの他のレギオンとは逆で、全身が真っ白だ。明らかに、他のレギオンたちとは雰囲気も違っている。

「えっ……!?」

　日奈子は驚いて、びくりと身体からだをこわばらせた。彼女の身体が──唐突に、金色の淡い光を放ったのだ。

　それだけなら、日奈子は何度も経験してきた。太たい陽ようの乙女の不思議な能力を使う際には、いつもこの輝きに包まれるのだ。

「わたしと……同じ？」

　驚いたのは──白いレギオンの身体も同じ黄金の光を放っているからだ。

「いったい……どうして……？」

「どうして、どうでもいいです。斬きれば全部解決です」

　ウィニアはきっぱり言い切って剣を上段に構えた。さすがは修羅の世界で生きてきた剣けん士しだけあって、問題が起これば即座に実力行使である。

「どくがいい、です！」

　ウィニアは剣を構えたまま猛然と走り出した。あまりの速度で衝撃波が起こり、日奈子のシスター服の袖そでが大きく揺れる。

　あっという間に白いレギオンに肉薄し、剣を振り下ろそうとして──

「クアァァァァァァッ！」

「くっ……!?」

　突然、白いレギオンが甲高い声を上げ、ウィニアは弾かれたように吹き飛んだ。それでも、なんとかウィニアは着地を決める。

「なっ……今の、なにですか……？　『光コウ』、揺さぶられた……みたいな」

「鳴めい弦げん……なのですか？」

　日奈子は弓の弦を鳴らすことでソーディの『光』に干渉し、動きを封じ込める〝鳴弦〟という技を持つ。

　さっきの甲高い声は、弦の音と同じ効果をもたらしたのかもしれない。

「まずいのです、ウィニアが動けないと──」

「よいしょっ」

「ウァッ……！」

　いきなり、スノウホワイトが容赦なく白いレギオンの顔面に跳び膝ひざ蹴げりを叩たたき込こんだ。白いレギオンは数メートルも飛ばされる。

「明あか里り、日奈子、走る。ウィニア、スノウが連れてく」

　スノウホワイトのそばに、明あか里りもいた。二人も屋根から降りていたらしい。

「大丈夫、です……走る、できます……」

　ウィニアは立ち上がり、剣を握り直す。さっきの鳴めい弦げんは日ひ奈な子このものほど強力ではないのかもしれない。

　日奈子はのろのろと──本人的には全力で走り出した。

　まだ白いレギオンは立てないようだ。

　できれば、あの怪物の正体を確かめておきたいところだが、まだ大勢のレギオンたちもいる。逃亡を最優先にするしかなかった。

「お姉さん、あなたは……いったいなにを……」

　走りながら、日奈子は姉のことを思った。

　美み月つきは教徒たちを扇動し、謎なぞのレギオンを操り──もうとっくに引き返せないところまで進んでいる。

　日奈子は、肩にかけた弓袋に手を置いた。

　彼女を止められるのは、きっと自分しかいない。

　いや、自分がやるしかないと──日奈子は今度こそ心を決めていた。







「日奈子は大丈夫かな……」

　クロウはペットボトルの水をごくごくと飲み干してから、つぶやいた。

　日奈子たちと別行動を始めてから数時間。

　時間は午後一時を過ぎたところだ。予定どおりなら、日奈子たちもちょうど太たい陽よう教きよう教団本部に着いたところだろう。

　クロウは、墜おちたる宮殿まで徒歩で一時間ほどのところにいる。

　廃業したガソリンスタンドに勝手に入り込み、座って休憩中だ。

　ここは既に外層人類区ダウンタウンで、東京ソーディアとは思えないほどの田舎だ。周りは畑が多く、時々思い出したように自動車が通る程度だ。

「平気でしょ。ウィニアとあのサイボーグっ子がついてるんだし。それに、本部に詳しい木き戸ど明里もいるんだから、様子見だけなら問題ないよ」

　そう言ったのはラーシュだ。彼は、クロウの隣に座って菓子パンをかじっている。

「むしろ、クロウと別行動のほうが安全なくらいじゃない？　おまえがいると、変なのがいっぱい寄ってくるし。なにより、セクハラされずに済むからね」

「人を諸悪の根源みたいに言うな」

　クロウとラーシュの二人は、黒いセイバーズの制服姿だ。ラーシュが持ってきたものである。ソーディ相手ではほぼ無意味だが防ぼう刃じん性能が高く、なおかつ動きやすいので、戦闘に向いた服だ。

　多少目立つので、二人とも上から薄いジャケットを羽織っている。

「ぬしら、相変わらずのんきだな。これからどこへ行くかわかってるのか？」

　二人から少し離れたところにいるのは、大だい剣けん聖せいだ。いつもの作さ務む衣え姿──ではなく、全身を覆おおう濃いグリーンのジャケットを着ている。大戦時のソーディ軍で使われていたジャケットらしい。

　腰に提げているのは飾り気のない、白い柄つかに白い鞘さやの剣だ。

「緊張したってろくなことねぇだろ。だいたい、東京ソーディアだって広いのに徒歩で移動ってだけで大変なんだぞ」

「そりゃ、ぬしがお尋ね者だからだろう。下へ手たに車や鉄道を使えばいつ見つかってもおかしくないさね」

「……そうでした」

　クロウは答えた。まったくもって、反論のしようもない。

「どのみち、急ぐ必要もあるまい。どうやっても日ひ奈な子こたちのサポートには間に合わん。ソーディ政府も動いておらんから、リンネがすぐに危険になることもないさね」

「そうだね。急いで無駄に体力を消耗することもないし。ゆっくり行けばいいさ」

　ラーシュは、にやりと笑いながら言って──

「ところで、大剣聖殿。お訊ききしたいことがあるのですが」

　唐突にかしこまって言い、ぴょんと立ち上がった。

「なんだい、急に。気色の悪い子だね」

「いえね、あなたは確かにクロウを孫のように思ってるかもしれない。ただ……大剣聖がそんなに甘い方だとは思ってないんだよ、俺おれは。クロウの手助けをしたいだけじゃないでしょ？」

「当たり前さね。なにか問題でも？」

　大剣聖は悪びれもせずに、しれっと答えた。

　もっとも、クロウもラーシュと同じようなことは考えていた。彼女ほどの剣けん士しが、むやみに孫を甘やかしてくれるはずがない。

「別に、たいしたことではないがね。主目的がクロウの手助けなのは本当さ。そのついでに、ちょいと昔なじみに会いに行くだけさね」

「……リーゼか？」

　クロウも立ち上がり、尋ねる。

「妾わたしはまだ信じられないがな。もし、女王リーゼベルが帰還したというなら……ま、茶飲み話くらいはしてもよかろう。妾と奴やつは、ともに大戦を戦った仲だからな」

「あんたものんきじゃねぇか。ていうか、ばあさんはブレイズの粛清に参加してたんだろ。もし、リーゼの目的がそのときの復ふく讐しゆうなら、あんたも狙ねらわれるんじゃ……」

「あやつは傲慢でいけ好かない女ではあったがな。話のわからん奴ではなかったよ」

　そう言って、大剣聖は歩き出した。

　ラーシュも黙ってその後ろをついていく。

「ばあさん、そこがよくわからねぇんだよな。俺おれが知ってるリーゼは、傲慢からはほど遠い奴やつだぞ」

「七十年経たっておるのだぞ。女王が変わるだけの時間は充分すぎるほどあった。もっとも、奴の変化は時間によるものではないかもしれんが」

「…………」

　そういえば、とクロウは思い出す。

　リーゼベルは「傲慢さのせいで剣神に届かなかった」というようなことを言っていた。「元の人格は消えた」とも話していた。

　正直なところ、クロウにはよく理解できない話ではあったが……。

「なんでもよい。会えばわかることだ。そのために、妾わたしたちは面倒くさいが墜おちたる宮殿に向かっているのさね」

「あんたは、リーゼをどうする気なんだ？」

「教えてもいいが、その前にやることができたようだぞ」

「は？　やることって……げげっ」

　クロウは、ぴたりと足を止めた。

　数メートル先、車道のど真ん中に一人の少女が立っていた。

　真っ赤な髪を背中まで伸ばし、ブルーのジャージに、その下には色っぽいビスチェ、それにグレーのミニスカートをはいている。

「サーラ……」

　クロウもよく知る死し剣けん使つかいの一人にして、剣けん聖せいヒョウカに匹敵する最強の剣けん士し、ブレイズのスイサーラだった。

「やあクロウ。会いに来たよ。おや、ラーシュもいるんだねえ。この前は世話になった」

「いえいえ、こちらこそ。君との斬きり合いは、いろいろ学べるものがあったよ」

　ラーシュはにこやかに返答する。サーラとラーシュは、夏頃に一ヶか月げつほども斬り合い続けるという、信じられないことをやらかしたのだ。

　本気ではなく、お互いの修行のため──だったらしいが。

「なるほど、ぬしが今の死剣使いか。リンネとは違うようだな」

「いやあ、そんなに違わないけどねえ。リンネは、まだ足りないだけで。ああ、頭がとかじゃなくてね」

　サーラはにやりと笑って、肩をすくめる。

「そんなことより──探したよ、クロウ。女王とリンネたちとまとめて空爆をくらったとか？　まあ、クロウならリンネとリーゼに会いに行くだろうから、待ち伏せしてれば会えるかなって」

「墜ちたる宮殿に行くルートは他にいくらでもあるだろ。なんでここを通るってわかったんだよ？」

「それは愛ゆえに」

　サーラは、わざとらしくうっとりと笑う。おそらく、カンということだろう。

　どういうわけか、強い者はたいていカンも優れている。最強クラスのサーラともなれば、超能力じみたカンのよさがあるのかもしれない。

「しかし、びっくりだなあ。クロウをようやく見つけてみれば、面白い人が一緒にいるじゃないか。大だい剣けん聖せいジルンシェードさん、だっけ？」

「ほほう。こんな年寄りを死し剣けん使つかいがご存じとは光栄だね」

「はは、年寄りねえ。歳を取ると図ずう々ずうしくなるのかなあ？　しっかり剣も持ってきて、やる気満々のくせに、歳相応の扱いを期待されても……ねえ！」

　突如、サーラの全身から強烈な殺気が放たれる。

　そして──

「…………！」

　クロウは、思わず身構えてしまう。

　サーラの身体からだから、今度は『光コウ』の波動が感じられたのだ。普通ならば、特におかしなことではない。だが──サーラは以前、日ひ奈な子この術によって『光』を完全に封じられたはずだったのだ。

「……おいおい、サーラも『光』が復活したのかよ」

　クロウも人間でありながら、『光』をわずかながら使える。しかし、その能力は、サーラへの封印の巻き添えをくらって封じられていた。

　その封印も、先日の剣けん帝ていアミラルとの戦いの最中に日奈子の手によって解かれている。というより、解除されていなければクロウのほうが斬きられていただろう。

「まあねえ。つい先日、唐突に解けたんだよ。サーラもびっくりしちゃったねえ。その様子だと、クロウのほうも『光』が復活したのかなあ？」

「一応な。俺おれとおまえ、まとめて封印されちまったけど、解除もまとめてかよ」

　クロウの封印解除と時を同じくして、サーラの『光』もよみがえった──ということのようだ。日奈子の『光』の封印は有用な術だが、不便なところもあるらしい。

　状況としては最悪だ。最強の敵が、万全の状態で登場してきたのだから。

「というわけで、全力でクロウと遊べるよ。相手してくれるよねえ？」

「……子作りはもういいのか？」

「それもやりたいんだけどねえ。もう一つの本能がむくむくと湧わいてきちゃって。ソーディは剣に恋する種族。ブレイズもソーディではあるからねえ。強い剣けん士しに恋をして──その剣士と斬り合いたくなる……！」

「やっぱ、そうきたか」

　クロウは、腰の日本刀の柄つかに手をかけた。

　サーラも、ジャージの右袖そでから短い剣を飛び出させる。彼女の愛剣〝神鳴刃シンメイハ〟だ。以前は二刀流だったが、セフィに一刀を砕かれてしまったのだ。

「だいたい、おまえこんなことしてていいのかよ。死剣使いは女王に服従するんじゃねえのかよ？」

「女王は完全覚醒したみたいだから、直接会っちゃったらもう彼女から離れられなくなるだろうねえ。だから、その前にクロウに会いたかったんだよ」

「そこまでして会いに来てくれるとは光栄だな。でも、俺おれはその女王のところに行かねぇといけないんだよ」

「女王に会うというより、リンネを取り戻すつもりだろう？　無駄だと思うけどねえ」

　サーラは本気で気の毒そうに言って、小さく首を振った。

「無む理り矢や理りに拉ら致ちってでも取り戻す。リンネには一度拉致られてるからな。これでおあいこだ」

「あのねえ、クロウ。死し剣けん使つかいは生まれついて強大な力を持つけど、引き替えにブレイズに──ブレイズの象徴である女王に強く従属してしまう。リンネを女王から引きはがすのはほとんど不可能に近いよ」

「知ったことか！　つーか、その話を聞いて、ますます引き下がれなくなった。要するに、リンネは従いたくて従ってるんじゃねえんだろう。だったら──力ずくでも取り戻す」

「はー……まあ、クロウならそう言うだろうねえ」

　サーラは真剣な顔をして首を振った。

「でも、やっぱり君には無理だ。なんせ、あそこには八やツ首くびの蛇がいるからねえ」

「……ふうん。蛇っていうのは、スイサーラも危険視しちゃうほどの奴やつなのかな？」

　黙っていたラーシュが口を挟んでくる。

「サーラは、あいつは死ぬまで閉じ込めておくべきだったと思うよ。まあ、ブレイズの老人たちが解放しちゃったみたいだけど、後悔することになるんじゃないかなあ。あいつが出てくると、話は復ふく讐しゆうだけじゃ済まなくなる。復讐を果たせても、この国の生き物が絶滅するような事態になっちゃねえ」

「待て待て、八ツ首の蛇ってのは、そこまでのもんなのかよ！」

「そこまでのもんだよ。しかもあいつは、死剣使いでもあるからねえ。殺すのは骨が折れると思うよ」

「だろうね。奴は、破壊力という点ならば女王より上だろうさね」

　大だい剣けん聖せいもしみじみと頷うなずく。

「大戦中、八ツ首の蛇は戦術単位ではなく戦略単位として扱われておった。一部隊ではなく、奴は単独で一つの軍団だったからな」

「さすが、先代の蛇と同時代を過ごした人はわかってるねえ。蛇は外に出さない切り札として、最後まで隠しておくべきだったんだよ。そっちの……竜剣のようにね」

「……竜りゆう剣けん？」

　クロウは首を傾かしげた。なぜ、ここで七しち剣けんの一人が出てくるのか。

　ほとんどの七剣に会ったが、竜剣だけはまだ顔を合わせていない。七剣たちは社交性に欠ける者も多く、中でも竜剣は飛び抜けて人前に出てこないと聞いているが。

「ほう、おまえさんは竜りゆう剣けんを知ってるのかね？」

　大だい剣けん聖せいが問いかける。

「七しち剣けんのことくらいは一通り調べてあるさあ。サーラはブレイズの指揮官だったんだからねえ。でも、竜剣は外に出さなくて正解だと思うよ。いや……今はどうなのかなあ？　あ、クロウも竜剣には会わないようにねえ。万一会ったら、全力で逃げるように」

「その前に、おまえから逃げたいんだけどな」

　クロウは、竜剣のことはどうでもよかった。まさか竜剣までブレイズだったり、見境のない戦闘狂ではないだろう。そう思いたい。

「ま、おしゃべりはこのくらいにしておこうかあ。クロウ、さあ斬きり合おう、斬り合おう。クロウとやるのは久しぶりだねえ」

「……まったく、年寄りの前であまり若さを見せないでほしいもんさね」

　不意に、大剣聖がクロウの前に出てきた。

　さらに数歩進んで、サーラのすぐ前で立ち止まる。

「おやあ？　大剣聖、サーラはあなたには用はないんだけどなあ」

「そりゃ冷たいじゃないかね。妾わたしは、ブレイズの粛清に参加した者だぞ。殺しても殺し足りないんじゃないか？」

「別に、サーラが粛清されたわけじゃないからねえ。あなたに興味がなくはないけど、いくらなんでも年寄りすぎるなあ」

「まったく、そのとおりだな。自分でもなにをやってるのかと思う。歳を考えろ、とな。それでも、死し剣けん使つかいよ。こんな枯れた年寄りにも──己を突き動かすものがあるのだよ」

「それにサーラが付き合う理由があるのかなあ？」

「さてな──」

　ふっ、と──

　大剣聖の姿が突然消えた。

「はははっ！」

　サーラが甲高い笑い声を上げ、『光コウ』を全開にする。刃のように鋭い『光』がクロウに突き刺さってくる。

　続いて、ガキンと鈍い音がして──大剣聖の剣と、サーラの神鳴刃シンメイハが激突していた。

「おやおや、速いなあ、大剣聖！」

　大剣聖はサーラの剣に弾かれ、数メートル後ろに飛ばされる。両足でしっかり着地すると、剣を中段に構えた。

「……なるほど、確かに妾のバカ弟子と比べて遜そん色しよくない剣だね」

「偉大なる大剣聖にお褒めいただけるとは光栄だねえ」

　神鳴刃が光こう刃じんで白く強く輝いている。

　まずい──クロウは日本刀の柄つかに手をやった。やはり、年老いた大剣聖では最強の死剣使いにはかなわない──

「引っ込んでいるがいいさね、クロウ」

「そうしたいけど、俺おれを孫だって言った人を見捨てられるかよ」

「調子に乗るでないよ。ぬしの助けなどいらん──と言っておるのだよ」

　大だい剣けん聖せいは、剣を中段に構えたまま少しずつ前に進んでいく。

　サーラは突き刺さるような『光コウ』を放ちながら、余裕の表情で大剣聖をじっと見つめている。

「ぬしの剣は、以前に映像で一度観みた。あのときより、キレは増しておるな」

「映像？　剣の学院でクロウと戦ったときのかな？　そりゃあそうだよ。ラーシュとの一ヶか月げつがあったからねえ」

　だろうな、とクロウは内心で頷うなずく。

　サーラは『光』を封じられた状態で、剣けん帝ていアミラルと渡り合っていた。パワーもスピードも人間並みになっていながら、七しち剣けんと戦えるのは尋常ではない。サーラは、クロウのように何年もかけて身につけた古流コリユウを使えるわけではないのだ。

「そうかい、うちの孫弟子と遊んでくれたのかい。それじゃあ、今度はこの妾わたしとも遊んでおくれ」

「しょうがないお方だなあ……！」

　サーラは、地面を削り取る勢いで蹴けり、走り出した。クロウも何度も見た、瞬間移動にも等しい動きだ。

「くっ……！」

　大剣聖は中段に構えたままの剣で神鳴刃シンメイハを受け止める。しかし、サーラの勢いに押され、足を着けたまま後ろに下がっていく。

「はははっ、七十年前にお会いしたかったなあ！」

「ちっ……！」

　サーラはメチャクチャな動きで神鳴刃を振り回している。いや、無軌道に見えて大剣聖の隙すきを突いて的確に攻撃しているのだ。

　サーラのパワーもスピードも、剣のキレも大きく上がっている。あれは、クロウの古流でも防ぎきれるかどうか……。

「おやおや、いい剣だなあ。光こう刃じんもたいしたことないのに、サーラの剣を受けて全然折れないなんて！」

「剣聖を下りてから十年近くかけて、見よう見まねで打った剣だ。斬きれ味だけは保証しよう。我の本業は研ぎ師だからな」

　軽口を叩たたき合あいつつも、二人の剣は止まらない。火花が飛び散り、わずかに刃のかけらが弾ける。

「ぬっ……！」

　二人の刃が重なり、サーラが強引に大剣聖の身体からだをはね飛ばした。大剣聖の身体が宙に浮き、そこにサーラが追撃の一刀を振るう。

「ばあさんっ……！」

　クロウが思わず声を上げた瞬間──大だい剣けん聖せいはまるで空中を歩くように、すすっと後ろへ跳んでいた。

　そのまま、サーラの刃から逃れて数メートル離れたところへ着地する。

「びっくりしたなあ。なんだか、信じられないことをするねえ」

「年の功というやつさね。長く生きていればいろんな芸を身につけるのさ。あと、クロウ。いっちょまえに妾わたしを心配などするな」

「けど、ばあさん。やっぱその歳じゃ……」

　さっきの空中を歩いた芸には確かにクロウも驚かされた。だが──しょせんは芸だ。劣勢を覆くつがえすことはできない。

　そう、大剣聖は明らかにサーラに押されている。

　大剣聖自身にもわからないはずがない。そもそも、彼女は以前に言っていた。

　サーラを相手にした場合、大剣聖が好き放題に斬きれる。それでも、最初に致命傷を負うのは大剣聖のほうだと。

　実際に戦ってみれば、好き放題に斬れてすらいない。大剣聖の見立てが甘かったのか、あるいはサーラが強くなりすぎたのか。

「ふー、本当に妾も焼きが回ったものだ。ふむ、まあ確かに。パワーもスピードも、剣のキレも全盛期の半分以下。〝大剣聖〟などと祭り上げられたせいで、戦後はろくな実戦経験もない」

「悲しい現実だねえ」

「それでも……ナメるなよ、小娘」

　突如、空気が凍りついたかのように一気に周囲の温度が下がった──

　いや、クロウがそう感じただけで、実際に温度が変化したわけではない。

　だが──恐ろしいものが、そこにいる。

「……なにかなあ？　大剣聖、あなたは……」

「どうした、死し剣けん使つかい。顔色が悪いさね」

　決して凄すごんでいるわけではない。むしろ、大剣聖の周囲は静まりかえっている。

　それなのに──

「クロウ、あれは……」

「ああ……」

　横にいるラーシュを見ると、彼は冷や汗をかいていた。非常に珍しいことに、顔に恐れが浮かんでいる。

　七しち剣けんたちの圧倒されるような『光コウ』でも、死剣使いたちの突き刺さってくる『光』でもない。

　大剣聖は──一本の研ぎ澄まされた刃となって、凍るような存在感を放っている。

　彼女が、大戦とブレイズの粛清後はろくに実戦も行っていないというのは事実だろう。

　それでも、大だい剣けん聖せいと呼ばれる偉大な剣けん士しは己を磨き続けたのだ。研ぎ澄まし続けたのだ。

　最強の剣士であるヒョウカやサーラでも、自由には手に入れられないもの。時間を使い、ひたすら己を高めてきたのだろう。

「ははは……大剣聖ジルンシェード。枯れてはいないようだなあ！」

　サーラは、神鳴刃シンメイハを振りかぶりながら走り出す。

　しかし──

「いいや、枯れておるよ」

　そう言った大剣聖の姿を──この場にいる誰だれも、捉とらえられていなかった。クロウもラーシュも、おそらくサーラも。

　誰もが大剣聖の姿を見失ってしまっていた。

「な……にっ……!?」

　サーラの喉のどから驚きよう愕がくの声が絞り出される。

　クロウは、大剣聖の姿をなんとか見つけた。動きや気配を追ったのではない。サーラの視線がそちらに向いたからだ。

「みずみずしい若葉のようなぬしが、枯れた妾わたしには羨うらやましくてたまらんよ」

　にやりと笑っている大剣聖が──サーラの斜め後ろに立っていた。

　いったい、どこをどう動いてその位置まで移動したのか。クロウにはまったくわからなかった。サーラが気づいたのはさすがと言うほかない。

「まぶしくて見てられんから、さっさと斬きってしまうかね」

「大剣聖……っ！」

　サーラは気づくと同時に動いていた。背後に向かって、右腕から伸びている神鳴刃を振るう。

「やはり死し剣けん使つかいだね。死を恐れず、前に踏み込む。踏み込んでしまう。どんなに強くとも──それがぬしらの欠点だ」

「…………っ!?」

　サーラが振るった神鳴刃の先に、大剣聖の姿は既になかった。クロウはまた、彼女の動きをまったく追えなかった。

「己の死は己にだけ捧ささげよ──」

「そん……なっ……！」

　大剣聖が振るった剣は、ただ横から胴を薙ないだだけ──胴払いだった。サーラはかろうじて両腕を交差させ、右腕の神鳴刃で大剣聖の剣を受け止めて──

　そのまま、吹き飛ばされた。

　ガソリンスタンドの壁に衝突し、壁をぶち破ってさらに飛んでいく。

「……ラーシュ、今の見えたか？」

「剣を振ったところはね」

　ラーシュがわずかに声をうわずらせながら答えた。やはり、大剣聖の動きそのものは見えなかったらしい。

「ふむ……ま、斬きるのはやはり難しそうかね」

　大だい剣けん聖せいがつぶやいたのと同時に、地面に転がっていたサーラがゆらりと立ち上がる。

　ジャージとスカートがボロボロになり、顔も泥だらけになっている。たった一刀でサーラがこれほどまでに打ちのめされるとは。

「ぐ……うっ……くうううっ！」

　サーラは悔しげに叫ぶと、右腕の神鳴刃シンメイハを掲げて精神を集中させて──刃の周囲に、白い光の玉がいくつも浮かび上がった。

「やべっ……！　ばあさん、術じゆつ法ほうだ！」

　クロウは焦りつつ、大剣聖に鋭く注意する。

　サーラの術法は、爆発──工場を丸ごと一つ吹き飛ばしたこともあるほど強力だ。

「ラーシュ！　俺おれを守れ！」

「命令か！」

　ラーシュは文句を言いつつも、クロウを突き飛ばすようにして大きく横に跳んだ。さっきまで二人がいたところに爆風が襲いかかってくる。

「ぐっ……！」

「うわっ……！」

　それでも爆風を避けきれず、クロウとラーシュはごろごろと地面を転がっていった。

「げほっ、げほっ……やりすぎだろ、あいつ……」

　クロウは両手を地面につきながらなんとか飛ばされた勢いを殺す。

「そりゃ、手加減する必要なんかないんじゃない？」

　ラーシュも同じようにして、こらえていた。

「俺と子作りしたいんじゃなかったのかよ……俺だけでももっと大事にしてほしい」

「おまえ、俺に礼を言う前にえらく勝手なこと言うよね……」

　ラーシュに呆あきれられてしまう。だが、彼の言うことはもっともだった。

「ああ、助かったよ、兄弟。そんなことより……」

　爆発の術法のせいでアスファルトがめくれ上がり、ガソリンスタンドは木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んでいる。もしガソリンが残っていたら、このあたり全体が更地になっていたかもしれない。

　土つち埃ぼこりがもうもうと舞い、ほとんどなにも見えなくなっている。

「サーラの奴やつ、無む茶ちやしやがって……もう一回、日ひ奈な子こに『光コウ』を封じてもらいたいな」

「同感だね。というか、スイサーラの存在自体を永久封印してほしい」

　それも、同感だった。クロウは、サーラに振り回されるのもそろそろ飽きてきた。

「って、そうじゃねぇ！　ばあさんは！」

「……ふむ。至近距離で爆発くらっただろうね」

　落ち着き払っているラーシュから離れ、クロウは土煙をかき分けるようにして走っていく。

　ほんの数メートル先で──

「落ち着け、クロウ」

　まるで、何事もなかったかのように大だい剣けん聖せいが立っていた。土つち埃ぼこりで多少汚れてはいるが、完全に無傷のようだった。

「ぬしはヒョウカに習わなかったのか？　どんなときでも冷静であれとな」

「……そりゃ、嫌になるほど言われたよ」

「だろうな。我も、ヒョウカに充分に言い聞かせたよ。傲慢なバカが先走って自滅したところを見たのでな」

「…………」

　それはリーゼのことだろうか、とクロウは思いついたが口には出さなかった。まさか、師にさんざん教えられたことが、ブレイズの女王と繋つながっていたとは思わなかったが。

「つーか、あの爆発で無傷ってどうなんだよ……あんたも化け物か？」

「ふん、妾わたしはソーディも術じゆつ法ほうが普通に使えた時代を生きたのだぞ。対処も充分に心得ているさね」

　炎や水などを操る魔法のような力──術法の能力は、七十年前に空の扉が閉じて以来、少しずつ失われていった。今ではソーディは完全に使えなくなり、術法に長たけた一族でもあったブレイズのみが操れる。

　考えてみれば、大剣聖の言うとおりだ。彼女も、かつては術法を使いこなしていたのだろう。

　実際に、どうやってサーラの術法から逃れたのかは想像もつかないが。

「そんなことより、あの死し剣けん使つかいめ。あっさりと逃げたな」

「……逃げたのかよ」

　確かに、サーラの圧倒的な『光コウ』は感じない。サーラもまだ本気ではなかったはずだが、大剣聖が相手では面倒になったのだろうか。

「すぐに戻ってくるだろうがな。野生動物が不意の遭遇で逃げ出したようなものさね。見慣れぬ妾の剣に驚いただけだ。というわけで──」

「ん？」

「悪いが、急ぐぞ。あやつが戻ってくる前に、墜おちたる宮殿に着かねば」

「……悪いってことは」

　つまり、大剣聖かラーシュに抱えられて、物扱いで運搬されるということらしい。

「あのなあ、ばあさん……」

「そういえば、大剣聖。墜ちたる宮殿に着いたら、どうやって内部に潜入するの？」

　クロウの抗議を遮って、ラーシュが言う。

「ふん。潜入か」

　大剣聖は、軽く笑って剣を鞘さやに収めた。

「いいや──潜入などせんよ。昔なじみに会いに行くだけだ。正面から堂々と入るさね」

「なっ……」

「ぬしらは、そのオマケだ。妾わたしの後ろをついてくればいい」

「軽く言ってくれるよなあ」

　クロウは、呆あきれて大だい剣けん聖せいの顔を見た。

　大剣聖は、にやりと不敵な笑みを浮かべる。

「ははっ、妾はただ楽しいのだよ。さあ──孫どもを連れて遊びに行くかね」






　　　　３章　絶望への回帰






　墜おちたる宮殿──

　ブレイズの本拠地となったその砦とりでは、不気味なほど静まりかえっていた。

　宮殿は十メートル以上の高い壁に囲まれている。長く土に埋もれていたというが、特に崩れていたりはしない。

　正面には横五メートル、高さ八メートルほどの巨大な門があり、堂々と開かれている。門を閉じたところで現代兵器や強力なソーディ相手に籠ろう城じようができるわけもないが、それでも敵を挑発──あるいはナメているとしか思えない。

　だが、しかし──

「なんだい、今時のブレイズたちはたいしたことないね。七十年前のブレイズたちは、もっと歯ごたえがあったよ」

　門をくぐって、舗装された道を数十メートル進んだ先に、広い中庭があった。

　大剣聖と、二人の剣聖の継承者はそこにいた。そして、彼らの周囲には五十名ほどのブレイズが倒れている。

「……呆れたばあさんだな」

「俺おれたちでも倒せない数じゃないけど……一人も殺さないのは無理だね」

　クロウとラーシュは、呆あきれつつ言った。

　二人の前に立っている大だい剣けん聖せいは、鞘さやごとの剣を肩に担いでいる。彼女は、宮殿に突入し、中庭にたむろっていたブレイズたちを剣を抜くことなく、殺さずに叩たたきのめしたのだ。しかも、五分とかかっていない。

「あららぁ、もう終わっちゃったの？　少し足りなかったかしら？」

　中庭の正面にある建物の二階、そのバルコニーにフリフリのドレスを着た小柄な少女の姿があった。灰色の髪に、ピンクのベレー帽をかぶっている。

「ほう。ぬしが新たな八やツ首くびの蛇かね？」

「剣聖──元剣聖ジルンシェード。あなたのこともよく覚えているわ」

「……蛇は記憶を引き継ぐというのは事実だったのかね。噂うわさに聞いたことはあったが」

「ずいぶん老けたわね。あの美しい黒髪も、七十年経たてばそうなってしまうのね」

　八ツ首の蛇は、感慨深そうに大剣聖の白い髪を見つめている。

「知った風なことを言っておるな。ふん、本当に記憶を継いでいるのか怪しいものだ」

「あれは──そう、オランダだったわ。アイントホーフェンの街を攻める前夜に、お互い覚えたばかりのチェスで遊んだわね。私が十三連勝したけど」

「……十二敗しかしておらん」

　大剣聖は、珍しくばつが悪そうな顔をする。

「記憶の引き継ぎなど、もっと曖あい昧まいなものかと思っておった。ずいぶん細かいことまで覚えているではないか」

　そういう大剣聖も、細かい黒星をよく覚えているものである。

「いえいえ、細かくないわ。あなたのあんな悔しそうな顔、後にも先にも見たことなかったもの。あれは先代にはかなりの衝撃映像だったのよ」

「……妾わたしも覚えておるよ。あのときの、蛇の得意げな顔を。一瞬斬きってやろうかと思ったが、そうしておけばよかったかもな」

　クロウはさすがに呆れてきた。最強の元剣聖と最強の術じゆつ法ほう使いが、なにを子供じみた争いをしているのか。

「よし、今日こそ決着をつけるさね。クロウ、チェス盤を買ってきな」

「いやいや、ばあさん！　主旨を忘れんな、主旨を！」

「おっと、そうだった。つい、若き日の血がたぎってしまったのさね」

「血をたぎらせるなら剣でやってくれ」

　どうにも、自分の周りは話を脱線させる人物が多すぎる、とクロウはため息をついた。クロウ自身、話をメチャクチャにする名人なのだが。

「ふふ、私はチェスでもかまわないけどね。でも、せっかく準備運動をしてもらったことだし。前回は、あなたとはやり合えなかったからね」

　八ツ首の蛇が、右手の袖そでから一本のナイフを取り出して逆手で握る。同時に、突き刺さるような強烈な『光コウ』が放たれた。

　やはり、こいつはサーラと比べても見劣りしない──クロウは、あらためて八やツ首くびの蛇に底知れなさを感じた。

　八ツ首の蛇とは一度剣を交えただけだ。まだ実力のほどははっきりしない。しかし、ただでさえ強力な術じゆつ法ほうをいくつも使いこなす相手だ。もし七しち剣けんには及ばない──剣けん姫きクラスの実力であっても、術法の力と合わせれば脅威というほかない。

「ふふふふっ、始めるわよ！　三人まとめてでかまわないわ！」

　八ツ首の蛇の左手が炎に包まれ、ナイフに青白い電流がまとわれる。基本的に、術法は精神を集中し、キーワードを唱えて発動させるものだが、彼女ほどの実力者になれば瞬時に能力を発動させられるのだ。

　しかも、二つの術法を同時に操っている。常軌を逸しているとしか言いようがない。

「今回の蛇は、ずいぶんと大言を吐きおるな。蛇が死し剣けん使つかいの力を併せ持てばこうなるか」

　大だい剣けん聖せいは無感動に言って、剣を肩に担いだまま歩き出した。

「ちょっ、ばあさん！」

　クロウは慌てて大剣聖の後を追う。いくらなんでも無警戒に近づきすぎだ。

「そいつはダメだ！　ばあさん、あんたは──」




「ええ──お兄さんの言うとおりですよ」

「…………っ！」

　クロウは、思わず硬直してしまう。

　わかっていたのに──彼女がいることはわかっていたのに、心が揺れてしまった。

「リーゼ……」

「まだ私をそんな風に優しく呼んでくれるんですね。私はもう、あなたのリーゼではないのに」

　いきなり現れたその人物は、透き通るような不思議な色の髪を二つに結び、丈の短い白いワンピースの上に、やや大きめの黒いコートを羽織っている。

　ブレイズの女王にして最長老であるリーゼベルだ──

「大剣聖ジルンシェード。あなたが用があるのは私でしょう」

「…………」

　大剣聖はなにも答えない。ただ黙って、リーゼベルを見つめている。

　二人の間には、敵意も殺気もなにもない。いや、なにもなさすぎる。まるで、その空間だけ真空になってしまったかのようだ。

　空気は張り詰め、誰だれ一人身動きができない──

「はー、やれやれ。やっぱり来ちゃったんだね、クロちゃん」

　小さな足音が聞こえて、クロウはそちらを振り向いた。

　ピンクの髪をちょこんと結び、クリーム色のセーターに赤いチェックのプリーツスカート。

　手には、柄つかの両側に刃がついた奇妙な槍やりのような武器を握っている。その武器が〝銀翼ギンヨク〟という名であることをクロウは知っていた。

「リンネ、おまえ……」

　リンネは、異常な緊張感に満ちた空間にもまったく動じず、のんびりした笑みを浮かべている。

　クロウはリンネに視線を向けつつ、周囲も警戒する。リーゼに八やツ首くびの蛇と、最強クラスの相手が二人いるのだ。

「まったく。リーゼと話したいことも山ほどあるのに。おまえが出てきちゃあ……」

「ボクに空気を読んだ登場を期待するの？」

「……ごめん、俺おれが悪かった」

　これは、確かにクロウの発言に無理があった。反省すべきことだった。

「アホな話をしてるんじゃないよ、ぬしら。クロウ、ぬしはリンネに用があるのだろう。こっちは妾わたしとラーシュに任せるがいいさね」

「あ、俺も？」

「当たり前さね。なにしに来たんだ、ぬしは」

　すっとぼけるラーシュを、大だい剣けん聖せいが睨にらみつける。

「ラーシュのアホはともかく……まあ、いい。俺はリンネに会いに来たんだからな」

「クロちゃん、しつこいもんね……ボクはもう敵なのに、あきらめてくれないよね」

　そう、リンネはつい先日、リーゼが覚かく醒せいした際にクロウに剣を向けている。死し剣けん使つかいであるリンネは、女王のリーゼに斬きりかかろうとしたクロウの前に立ちはだかった。

　リーゼは女王としてブレイズを率いている。そのリーゼに、リンネは決して逆らえないのだ。

「でも、ダメだよ。本当にしょうがないなあ。斬っちゃうよー、今度こそクロちゃん斬っちゃうよー？」

「やってみろ」

　クロウは薄手のジャケットを脱ぎ捨て、腰の日本刀を抜いた。

　先日、リンネがクロウに剣を向けたとき、彼女は泣いていた。しかし、今日のリンネは不思議なほど明るい。これがいつもの彼女ではあるが……。

「こっちも話し合いで解決する気はハナからねぇんだ。ちょいと……荒っぽく行くぞ！」

「わーお！」

　クロウが剣を手にかけ出すと、リンネも銀翼を構えた。

　抜刀すると同時に、容赦なくリンネの首をめがけ古流コリユウの一刀を放つ。

「ひゃうっ！」

　奇妙な声を上げつつ、リンネは軽く銀翼を動かして一方の刃で日本刀を受け止め、そのままくるりと柄を回転させてもう一方の刃で下から突き上げるようにクロウの脇腹を狙ねらう。

「ちっ！」

　クロウは舌打ちして、上半身をねじるようにして反らせ、かろうじて刃をかわした。

　二人は同時にすすっと足を滑らせ、クロウは上段から、リンネは横から薙なぐようにそれぞれの剣を振るった。

　キィン、と澄んだ音を響かせて二人の刃が衝突し、ぱっとオレンジ色の火花が散る。

　火花が消えたときには、クロウとリンネは既に一歩引いて間合いを取っていた。

「クロちゃんと真面目まじめに戦うのは久しぶりだよね。やっぱり、へんてこな剣だなー」

「ほっとけ。おまえみたいなのと、普通にやり合えるか」

　とはいえ、リンネの剣もまともからはほど遠い。

　彼女はレアな能力を持っているため、元々は実戦に投入される予定はなかった。しかし、ブレイズの戦力不足は深刻で、最強の死し剣けん使つかいの一人を遊ばせる余裕はなかったのだ。剣を学んだのは、ここ一年ほどだという。しかも、師し匠しようはあのサーラで、どう考えても人選ミスだった。傲ごう岸がん不ふ遜そん、唯我独尊なサーラは人にものを教えられるタイプではない。

　結果、リンネの剣は、死剣使いの優れたパワーとスピードを生かしただけの荒っぽいものになってしまった。

　もっとも、その予想しづらい荒さが相手の太刀筋を読むクロウには厄介ではある。

「ていうか、クロちゃん。マジで普通に斬きろうとしたね」

「そうじゃなきゃ、おまえ相手じゃ勝負にすらならねぇ。心配すんな、絶対に殺さない」

　クロウは、きっぱりと言い切った。

「適当に叩たたきのめして、気絶させて連れて帰る」

「そんなの、斬るより難しいんじゃない？」

「あと、気絶してる間にリンネの身体からだにいろいろする。寝てる奴やつにはセクハラしない主義だが、最近誰だれにもセクハラできなくて悶もん々もんとしてるんだ。覚悟しろよ、リンネ」

「なにを宣言してるの、クロちゃん!?」

　リンネは本気で驚いた顔をしている。もちろん、クロウの場合は本当にやりかねないからだろう。

「とまあ、俺おれがやる気だってわかってもらえたところで」

「うう、わかりたくなかったよ……」

　クロウはリンネの泣き言はスルーして、横を向いた。

「ばあさん、ここまで連れてきてくれてありがとうな。ラーシュ、付き添いご苦労」

「おまえ、兄弟子に遠慮なさすぎじゃないか？」

「ふん、まだここからだろう。ぬしは自信過剰なのが困りものだな。まあ、剣けん聖せいに連なる者たちは誰もがそうだが」

　さきほどの、クロウとリンネの衝突の間、大だい剣けん聖せいたちは様子を見ていたようだ。誰も一歩も動いていない。

「妾わたしも勝手に始めさせてもらう。せっかくの古いなじみとの再会だからな」

「私たちも、わざわざ来ていただいたお客さんをただ帰らせるわけにはいきません」

　大だい剣けん聖せいとリーゼは少しずつ歩を進めていく。

　相変わらず、二人からは殺気もなにも感じられないままだ。

「じゃ、蛇さん。余った者同士、俺おれたちも遊ぼうか？」

「あら、いいの？　私、四よん将しようの直系のあなたにも含むところはあるわよ？　手加減とかできないけど？」

　ラーシュの挑発に、八やツ首くびの蛇がにこやかに答える。

「そいつはけっこう。俺も、なつかしの山に戻って来たんだし、そのまま帰るのもね」

「……ラーシュ、いいのか、そいつで？　サーラもヤバイって言ってただろ」

　クロウは、兄弟弟子に一応忠告する。

「かまわないさ。どうにも彼女は──俺に近しいものを感じるしね」

　ラーシュは、くすくすと笑いながら言った。

「君、心の底から他人なんてどうでもいいと思ってるだろう？　正確には──もっとも大切な者以外には、なんの興味もない。斬きり捨てたところで、虫を潰つぶしたほどにも感じないんじゃないかな？」

「とんでもないわ」

　八ツ首の蛇は、笑って首を振る。

「人の命は尊いものよ。誰だれにでも、それぞれの人生がある。笑ったり怒ったり悲しんだり、時には恋をしたり。大切な人たちもいるでしょう。だからこそ──殺すのが楽しい」

　オチは読めていたが、クロウは思わず顔を歪ゆがめてしまう。

「それぞれ、いろんなものを背負っているからこそ、それを──一瞬で台無しにするのが楽しいんじゃないの。なにも感じないなんて、人生の楽しみを捨ててるようなものよ？」

「……どのみち、頭がどうにかしてるよ君は」

　さすがのラーシュも呆あきれているようだ。

　どれほど強くても人格面が褒められたものではない剣けん士しは多い。七しち剣けんも、性格が破は綻たんしているような者ばかりだ。

　だが──八ツ首の蛇は、完全に壊れている。サーラが恐れていたのは、戦闘能力ではなく、彼女の人格ではないのか。

「ふふ、私たちは遊ぶだけよ。ここは女王と、年輩の方のお邪魔をしないようにね」

　八ツ首の蛇は、意味ありげな視線をリーゼに送った。

　リンネも同じようにリーゼを見つめつつ、クロウへの警戒も怠っていない。

　クロウの目的はあくまでリンネだ。彼女に会えたからには、目的のなかばは達成したとも言える。

　しかし──大剣聖にとっては、一つ仕事が終わっただけだ。

　これから、偉大なる剣士にはまだやるべきことがあるのだ。







　やるべきことは、すべて終わった──

　大だい剣けん聖せいは、鞘さやごとの剣を肩に担いだまま、奇妙な満足感を覚えていた。

　クロウをリンネに会わせるという、第一にして最大の目的は達した。

　もっとも、これからが問題だということも承知している。

　クロウがお尋ね者になったこと自体はなんとも思っていない。仮にも剣聖の弟子になった者だ。その程度の危機など、どうにでも切り抜けるだろう。

　だが、ブレイズの女王と死し剣けん使つかいに立ち向かうならば、話は別だ。相手が悪すぎる。大剣聖は七しち剣けんが二人がかりで死剣使いと戦ったことを忘れていない。

「ああ、そうだ。クロウ、ラーシュ」

「なんだよ？」

「大剣聖、俺おれたちちょっと忙しいんだけど」

　生意気な孫弟子たちは、互いの相手と向き合いつつ、それでもまだ返答する余裕はあったようだ。

「ぬしらも知っているだろう。大戦後のブレイズ粛清の際、三人の死剣使いに七剣がそれぞれ二人がかりで挑んだことを」

「ああ、それは聞いてるけど」

　クロウが、「なに言い出してるんだ？」という顔で答える。













「計算が合わないだろう。三人の死し剣けん使つかいには七しち剣けんが六人いれば足りる。ならば、あと一人はどうしてた？」

「その発想はなかったな……」

　クロウは、今度は真剣な顔になる。ラーシュは気づいていたようだが、「それがどうかしたのか」という表情だ。

　この孫弟子二人は決してバカではないが、細かいことを気にしないにもほどがある。

「妾わたしは、死剣使いたちとは戦っておらん。別の用があったのさね」

「……なつかしいですね」

　リーゼベルが、くすりと微笑ほほえむ。

「七十年前のあの日も、私は──この墜おちたる宮殿にいました。まだ土に埋まる前でしたけど。戦争が終わっても混乱が収まらず、私と死剣使い三人も各地で戦い続けていました」

「そりゃあそうさね。わけのわからない異世界人が日本の支配者になったんだ。いくら長い泥沼の大戦で日本がボロボロだったといっても、逆らう連中はいるさね」

　大だい剣けん聖せいは関与していないが、戦後のソーディ軍と日本政府の交渉は比較的スムーズだったと聞いた。

　当時の日本には、軍と言えるほどの戦力が残っていなかったのだから、仕方ない。だが、民間人たちのすべてが納得するわけがないのも当然だ。

「大きな反乱が起きて、その鎮圧に私たちブレイズの主力が向かうことになっていました。私は、この宮殿で死剣使い三人を待っていたんです。ですが、二度と死剣使いたちに会うことはなかった──」

「……まったく、厄介な連中だったよ」

　大剣聖も当時の死剣使いたちのことはよく知っていた。大戦中に、何度も共闘したことがある。スイサーラたちとはタイプの違う三人だったが、悪い奴やつらではなかった。少なくとも、彼女たちの死を願う理由は一つもなかった。

「私のところへ現れたのは、死剣使いたちだけではなく──あなたでしたね」

「ぬしが相手では数で押すことは無意味。なにしろ、剣神の高みに手をかけたとまで言われた剣けん士しだ」

　そう、大剣聖はリーゼベルという天才剣士のことを誰だれよりも知っていた。

　ソーディの強さの限界を超え、神をも凌りよう駕がする力を持つ最強の剣士──それが剣神である。リーゼベルの圧倒的な強さは、その剣神の領域に達していると言われていたのだ。

　他の七剣たちでは一刀で斬きられ、相手にすらならなかっただろう。

　そこで、最強の剣聖であるジルンシェードが単独で討伐に向かうこととなったのだ。

　七十年の時が過ぎても、あの日のことを大剣聖は忘れていない。墜ちたる宮殿で待っていたリーゼベルは、死剣使いではなくジルンシェードが現れても──驚きはしなかった。笑みすら浮かべたのだ。

　強いだけではなく聡そう明めいだったリーゼベルはすぐに察したのだろう。

　自分たちが粛清の対象となったことを。

　そして、ジルンシェードの刃が自分に向けられることを。

「ベルよ。ぬしはなにも変わらないね。あの頃のままだ──」

「あなたこそ変わらないですよ、ルシェ。今も、気高く美しく、強い剣けん士しだったあなたです」

　リーゼベルは、即座に答えた。

　皮肉を言っているようには見えない。彼女は心底そう思ってくれているようだ。

「はは、嬉うれしいことを言ってくれるさね、ベル。さんざん年寄り扱いされたばかりだから、余計にありがたい」

「へー、そんなひどいことをする奴やつらがいるのかー」

　クロウが棒読みで言った。実に苛いらつく孫弟子だった。

「あのバカはともかくとして……ベルよ」

「はい、なんでしょう？」

　見た目相応の可愛かわいらしい仕草で、リーゼベルが首を傾かしげる。

「ブレイズの粛清では、討ち漏らしもいくつかあった。粛清の対象となった強者は、数十名おったからな。さすがに全員綺き麗れいさっぱり倒すというわけにはいかんかったよ。だけどな、ぬしだけは間違いなく死んだと思っておったよ」

「あなたは、私の死体を確認しなかったですよね？」

「まあな」

　大だい剣けん聖せいが頷うなずくと──

「ちょっと待て。ばあさんとリーゼが戦って──ばあさんが勝ったのか？」

　クロウがまた口を挟んでくる。リンネとの勝負は一時休止にしたらしい。

「さあてね。あれを、勝ったと言えるのかどうか」

　大剣聖は、はるか七十年前の過去を思い出す。いや、戦いの記憶は曖あい昧まいだ。

　この墜おちたる宮殿でリーゼベルと立ち会い──勝負が始まってからは、無我夢中だった。激しく剣を交え、お互いにダメージを負い、それでも戦い続け──ただもう剣を振ることしか考えられなかった。

　若き日の大剣聖も、リーゼベルも、身体からだを真っ赤な血で染め、剣を振り続けた。なぜ自分が勝てたのか、それすらもあまりはっきりとした記憶はない。

　ただ、リーゼベルには大きな弱点があった。剣神に手をかけたと言われるほどの力量は、女王の誇りであり、同時に彼女を救いがたいほど傲慢にしてしまった。

　大剣聖の強さを認めていても、自分が上だという驕おごりが──致命的な隙すきをつくらせた。

　その隙を見逃さなかった大剣聖の剣が、彼女の身体を斬きり裂いた。それだけは、覚えている。

「ええ、お兄さん。私が負けました。ルシェとは、あの宮殿の屋根で斬り合ったんです」

　リーゼベルが、宮殿の尖とがった屋根を指差す。

　そうだ、妾わたしとベルの戦いは墜おちたる宮殿を駆け回りながら、果てることなく続き、あの屋根の上がその終着点だった──大だい剣けん聖せいの脳裏に、わずかに記憶がよみがえる。

「ルシェの剣に斬きられ、私は落下していきました。今はだいぶ地形が変わってますけど、昔はこの宮殿の周りに川が流れていたんですよ。私は、そこに落下したんです。ルシェは──追いかけてはきませんでした」

「妾も、ぬしを斬ってすぐに倒れたのさね」

　幸い、四よん将しようの部下が検分役としてつけられていたため、彼女たちの手によって大剣聖は救い出された。

　もし、即座に救出されていなければジルンシェードの人生はそこで終わっていたかもしれない。それほどの深い傷を負っていたのだ。

「誰だれも、ぬしの死を確認できなかった。女王が消え、ブレイズは押さえ込めたが……ラナフィは満足しておらんかったね。だが、妾はそれは問題ではないと思っておったよ」

「なぜです？」

「十歳やそこらで肉体が完成し、そこで成長も老化も止まった。だが──心は変わりゆく。心も歳を取るのだ。ぬしは、若すぎる身体からだを抱えて生きていかなくてはならなかった。そんな歪ゆがみを持ったまま、長く生きられるとはとても思えんかったよ」

「……なるほど。でも、私が生き延びられたのはあなたのおかげですよ、ルシェ」

　リーゼベルは、わずかに微笑ほほえみながら言った。

「あなたに斬られ、なんとか逃げ延びたものの記憶を失い、さまよう間に人格も変わってしまいました。記憶を取り戻したのはそれから十年近く経たってからなんですよ。そのときには、かつての傲慢なリーゼベルはどこにもいませんでした。まったく別の──自分でも信じられないくらい、穏やかな性格に変わっていたんですよ」

「ほう、そんなことがあるとはね。人格の再構築──それを自在にできるようになった、というわけか」

　リーゼベルの性格が別人のように変わったこと、肉体と精神がアンバランスになるリスクを乗り越えて今も生存していること。

　意外ではあったが、そんなことが可能であれば納得もいく。

「ぬしは、その若い肉体にふさわしい若い人格を数年ごとにつくっていたのだな」

「完かん璧ぺきとはいきませんけどね。新しい人格に元々のリーゼベルの記憶を結合させるのは、なかなか難しいです。だから、数年は新しくつくった人格だけを表に出しています。今回の新しい人格は、生み出した直後に医者と出会って、自分自身も医者になったんですよ」

「実にややこしい話だが……癒いやしの術じゆつ法ほうを使うぬしにはふさわしい職業ではないかね。そのまま医者として生きておればよかったのに」

「それも悪くはなかったでしょうね」

　リーゼベルは、冗談を言っているわけでもなさそうだった。こんな、誰の得にもならない戦いをふっかけるより、医者であればよほど人様の役に立っただろう。そんなことは、リーゼベルもわかっているはずだ。

　ふと、大だい剣けん聖せいはあることに気づいた。いや、無意識に気づかないフリをしていたことがあった。

「それにしても……気色悪いな、ベル」

「気色悪い!?」

「いや、性格が違いすぎるさね。昔のぬしは、『あたしに斬きられて死ねることを幸せだと思いな、ベイビー』とかバカなことを言ってるバカな奴やつだったぞ」

「……記憶にございません」

　リーゼベルはばつが悪そうに目を背けた。記憶は残っている、ということだから昔の人格がどのようなものだったか覚えているはずだ。

　若い頃は血の気が多いものだが、リーゼベルの場合はそんなレベルではない。

「そ、そんなことはいいんです。私を批判しに来たんじゃないでしょう！」

「まあ、そうだがね。なにしろ、古い戦友だ。少しは話をしてもいいかと思ったが……そうさね」

　大剣聖は、肩に担いだままだった剣をすらりと抜いた。それから鞘さやをきちんと腰に差す。敵を倒し、刃を納めるために鞘は必要だ。

　両手で構えた刃に『光コウ』を伝わらせ、光こう刃じんを発動させる。

「ふう……ようやくその気になりましたか」

　リーゼベルが心から安心したように言う。過去をあまり掘り返されたくないらしい。

「あなたの愛剣はヒョウカに譲ったんでしたね。いいのですか、そんな剣で？」

「暇に任せて自分で打ち、研いだ剣だ。問題はないさね」

「なるほど……では、私も」

　リーゼベルは右腕を伸ばし──その手のひらに『光』が集中し、白く輝き始める。その光は長く伸び、それが少しずつ無骨な拵こしらえの長剣へと変わっていく。

　片刃で反りがあり、刃は血のように真っ赤だ。

「虚うつロナル紅あかキ夜よるか……」

　大剣聖は、その真紅の剣をなつかしく思った。ブレイズの女王のみが使える、強大な『光』を具現化させ、剣を生み出す能力だ。

「お、おい、ばあさん……」

　クロウがわずかに声を震わせている。そういえば、あの少年は虚ロナル紅キ夜で斬られたのだった。真紅の剣の威力と、使い手の実力を身体からだで思い知っているのだろう。

　だが──大剣聖は、それ以上に知っている。

「ベル……！」

　大剣聖は、一気に駆け出した。スイサーラと斬り合ったときのお遊びとは違う。

「……ルシェ！」

　振り下ろした大剣聖の一刀を、リーゼベルは虚ロナル紅キ夜で受け止める。刃が重なり、二人はぐぐっと力を込めた。

「ベルよ。まさか、ぬしまで勘違いをしていないだろうな？」

「勘違い？」

「妾わたしが七十年もの時を──ただ老いるに任せたと思うのかね？」

「…………！」

　大だい剣けん聖せいは、リーゼベルと鍔つば迫ぜり合あいを続ける。虚うつロナル紅あかキ夜よるは完全に実体化しており、光こう刃じんとぶつかり、『光コウ』が弾けるように粒子を散らしている。

「はあぁっ！」

　大剣聖は気合い一いつ閃せん、刃を押し込むようにしてリーゼベルを吹き飛ばす。

「…………っ！」

　リーゼベルが着地した瞬間には、彼女の横に回り込み、首を狙ねらった一刀を放っていた。

　ガキン、と鈍い音が響いてリーゼベルは真紅の剣で受け止めたもののバランスを崩してしまう。

「くっ……！」

「まだだよ、ベル！」

　さらに止まらず、大剣聖は連続で剣を何度も振り下ろす。リーゼベルは防戦一方で、かろうじて剣で受け止めているが、じりじりと後ろに下がっている。

「ふっ！」

　大剣聖がひときわ強烈な斬ざん撃げきを叩たたき込こむと──リーゼベルが受け止めると同時に、交錯した刃から衝撃の波動が放たれる。リーゼベルの小さな身体からだが剣を受けた衝撃で沈み込み、彼女の足下にクレーターのような穴が穿うがたれた。

「……くぅっ！」

　リーゼベルは、虚ロナル紅キ夜を大きく振りながらさっと後ろに下がる。

「ふん……」

　強烈な連続攻撃を何度も叩き込んだが、リーゼベルは完全に無傷だ。大剣聖の刃はかすりもしていない。

　しかし──ここまでは予想どおり。

「お見事です、ルシェ。確かに……あなたは時を浪費するタイプではありませんでしたね。肉体が衰えても、弱くなってはいない。それどころか……」

「これからだよ」

　パワーもスピードも剣のキレも全盛期の半分以下。それは嘘うそではない。

　しかし、大剣聖の動きは極限まで洗練されている。当代の剣けん帝ていであるアミラルはスローな動きでありながら、無駄を最大限なくして最短最速の軌道で斬きるタイプだったらしい。

　大剣聖もタイプとしてはそれに近い。だが、無駄を最大限ではなく──一ミリも残していない。七しち剣けんクラスの剣けん士しでも、ごくわずかに動きには無駄がある。大剣聖はそれを完全になくすことによって、スピードやパワーの不足を補っているのだ。

「瞬しゆん絶ぜつの法、とでも呼ぶかね。一瞬で相手から姿も見えなくなるほどの動きを見せるのが、我が術じゆつ理りさ」

　大だい剣けん聖せいは、剣を軽く振った。

「まだまだ、妾わたしにはぬしに見せられるものがある。七十年ぶりの再会だ。派手にいこうじゃないか、友よ」

「受けて立ちましょう、ルシェ」

　リーゼベルは虚うつロナル紅あかキ夜よるを顔の前に掲げる。

　大剣聖も剣を中段に構え、にっこりと微笑ほほえむ。

　友よ──か。

　自分で言っていて、空々しく聞こえてしまう。

　かつて、その友を斬きったのは、他でもない自分なのだ。

　だが、こうしてやり直す機会を持てた。

　あるいは、剣けん仙せん衆しゆうの里に隠いん棲せいしたままなら、たとえリーゼベルの再臨を聞いても彼女の元へは来なかったかもしれない。

　大剣聖は、ちらりとクロウを見た。

　唯一の孫といえるあの少年には、感謝するべきなのだろう。若者を調子づかせる趣味はないので、絶対に口には出さないが。

　いや、もうあの少年は放っておいても大丈夫だろう。あとは、大剣聖自身の老体に残った未練と後悔を晴らせばいい。

　もし晴らせなくても──いや、そんなことはどうでもいい。

　リーゼベルともう一度会えた。それだけで充分なのだから。







　一瞬、大剣聖が視線を向けてきた意味をクロウは考えた──

　だが、答えは出なかった。おそらく考える必要もない。大剣聖は、やるべきことをやってくれた。ただ、そのことに感謝すればいいのだ。

「クロちゃん。おばーちゃんはいい人だけど、いつの間に年とし増ま好みになったの？」

「……おまえも、たいがい緊張感ないな」

　クロウは、リンネをじろりと睨にらんだ。お互い真剣を向け合っている状況でするような話ではない。

「リンネ、おまえリーゼを守らなくていいのか？　あいつを守るのが──死し剣けん使つかいの使命なんだろ？」

「……そうだね」

　リンネは、神妙な顔になって頷うなずいた。

　先日、リンネがクロウに剣を向けたのはリーゼベルを守るためだった。もちろん、リーゼベルは守られる必要などまったくないが、ブレイズという種を代表する女王は死剣使いが命を懸けて守護すべき存在なのだ。

「でも、今はダメ。女王はボクたちが割り込んだら許してくれない。わかるんだよ」

「そうか……」

　死し剣けん使つかいも盲目的にリーゼを守るというわけではないようだ。もっとも、リーゼの命が危険にさらされればどう動くかわかったものではない。

「なあ、リンネ」

「クロちゃん、よくしゃべるね。なに？」

「あの二人って友達同士だったんだな」

「……ああ、うん。そうみたいだね」

　リンネにも思うところがあるらしい。

　彼女にとっても大だい剣けん聖せいとリーゼベルはよく知った相手だ。その二人が実は友人同士で、七十年前に真剣勝負をして──今また、こうして対たい峙じしている。

　なぜ、二人が斬きり合わなければならないのか。

　正直なところ、クロウにもそれはよくわからない。リーゼはブレイズの女王として政府に抗あらがう理由は理解できる。それでも、大剣聖がリーゼを倒す必要があるとは思えない。

　いや、必要の有無の問題ではないのだろう。

　あの二人には彼女たちにしかわからない、戦うべき理由がある。

「俺おれも──同じか」

　クロウはぼそりと言って、ちらりと視線を横に向けた。

　大剣聖とリーゼのように、クロウにも宿命の相手がいる──

「ははは、意外とやるわねやるわね、ラーシュ！」

「死剣使いとの戦いには慣れてるんだよ」

　ラーシュと八やツ首くびの蛇が激しく剣を打ち合わせている。八ツ首の蛇は遊んでいるのか、術じゆつ法ほうを使わず剣のみでラーシュと渡り合っている。

　やっぱりできるな──クロウは、八ツ首の蛇の腕前に感心していた。どうしても術法使いとしての印象が強いが、死剣使いでもある八ツ首の蛇の剣さばきは最強クラスだ。

　しかし、その八ツ首の蛇ともラーシュは見事にやり合っている。彼も、以前よりかなり腕を上げたようだ。

　クロウは、剣聖の称号にはこれといって興味はない。それは見み栄えでもなく、人間だから継げないという自虐でもなく、本当になんの執着もないのだ。

　おそらく、ラーシュも同じだろう。剣聖を継ぐつもりなどまったくないはずだ。それに彼はソーディではあるが、能力的に劣るとされる男性であり、四よん将しようの後継者という立場も、剣聖を継ぐ障害としては充分すぎる。

　そして、クロウとラーシュは種しゆこそ違えど兄弟のように育ってきた仲だ。望んでもいない剣聖の座をめぐって争う必要などない。

　そのはずだが──なぜかクロウは、ラーシュとはいつか斬り合う運命を感じている。

　特に、大だい剣けん聖せいとリーゼ。二人の旧友同士の斬きり合いを目の前にして、その思いは確信に近いものとなりつつある。

「俺おれは──いや、今はまだ時期が早いな」

「クロちゃん？」

「ああ、まずはリンネのことだな。おまえを倒して、セクハラして、連れて帰る」

「順番がおかしい！　せめて連れて帰ってからにして！」

　リンネがツッコミを入れつつ、銀翼ギンヨクを構えて走り出す。

「…………！」

　クロウは、ぶんっとうなりを上げて回転しつつ襲ってきた刃を、かろうじて日本刀で受け流す。

　なんだ、今のは──！

　数すうヶか月げつ前、クロウが初めてリンネと本気で斬り結んだときとはまるで違う太刀筋──

　なにがどう違う、とは言えない。だが、確かにはっきりとした違和感があった。

「クロちゃん、ぼーっとしてたら斬っちゃうよ！」

　リンネは次々に剣を繰り出してくる。双頭の刃を器用に使いこなし、ぶんぶんと柄つかを回して斬りかかってくる。

　やはり、おかしい──

　違和感は強くなる一方だった。古流コリユウは元々防御に長たけた流儀だが、まるで攻撃する隙すきを見つけられない。斬ざん撃げきを放とうとしたときには、既にリンネがそれを阻むように次の攻撃を打ち込んできている。

　数回刃を打ち合わせ、なんとか銀翼を大きく弾き、クロウは素早く後ろに下がった。

「……リンネ。おまえ、どうなってんだ？」

「クロちゃんこそ。例の無想ムソウっていうのはどうしたの？」

「あれは自由自在には使えねぇんだよ」

　というのは、半分嘘うそだった。いつでも、とはいかなくとも真剣勝負──特に強い剣けん士しが相手ならば無想を発動させることは可能だ。

　しかし、リンネを相手に無想を使うのは危険が大きすぎる。無想は、クロウが完全に無になってしまう。自分でも気づかない間に剣を振り、相手を斬ってしまうのだ。

　万に一つもリンネを殺すわけにはいかない以上、無想を使うのはリスキーすぎる。

「だったら……逃げればいいのに」

　リンネは、わずかに目を伏せてつぶやいた。この宮殿で再会してからずっと明るかった顔に、初めて陰が差した。

「リンネ、おまえ……」

「言っとくけど、ボクは前にクロちゃんと戦ったときのボクじゃないからね！」

　リンネは、がばっと勢いよく顔を上げると、再び銀翼を振り回して斬りかかってきた。さっきよりもさらに速く、鋭い。

「くっ、おっと……！　いつの間に強くなったんだ、おまえ！　ずっとメイドのフリして遊んでただけだろ！」

「そう見せかけて、裏ではきつい修行に耐えてたんだよ！」

「んなわけねぇ！　おまえがなにも訓練してねぇのはわかってんだよ！　毎日毎日、リンネの身体からだをエロい目で見てた俺おれを甘く見るな！」

「わーお……さすがのボクもドン引きだよ」

　リンネは銀翼ギンヨクを構えたまま、後ろに一歩下がった。

「まあ……冗談はともかく、ボクは前までのボクとは違うよ」

「そりゃわかってる」

　リンネの太刀筋は、古流コリユウを押さえ込むような剣だ。つまり、さらに相性が悪くなったということだが──

「だいたいタネもわかってきたしな」

「……早いね。ホントに？」

「疑うなら試してみろよ」

　クロウは、日本刀を中段に構え、じりじりと間合いを詰めていく。リンネはなぜか、それに合わせるように少し後ろに下がってから。

「悪いけど、ボクは止まれないんだよ、クロちゃん！」

「別に悪くはねぇよ！」

　クロウは振り下ろされた銀翼を、古流で受け流す。

　さらに続けて放たれたリンネの斬ざん撃げきを、クロウはなかば後ろに倒れ込むようにしてかわし、すぐに体勢を整え、走り出した。

「ちょっ、どこ行くんだよ、クロちゃん！」

「さあな！」

　怒鳴り返しつつも、クロウの足は止まらない。

　一度、リンネから距離を取って彼女の剣を分析したかった。それと──

「やべーな、あっち……」

　大だい剣けん聖せいとリーゼ、ラーシュと八やツ首くびの蛇の戦いが盛り上がりつつある。八ツ首の蛇の術じゆつ法ほうが流れ弾として飛んで来てはたまらない。大剣聖の剣も、リーゼに受け止められつつも地面にクレーターをつくってしまうような威力だ。余波をくらっただけでも、命取りになりかねない。

　リンネを警戒しつつ、ほんの数分ほど走って──

「もー、どこまで行くんだよ！」

　リンネが苛いら立だちながら飛びかかってきて、足を止められてしまう。クロウはなんとかリンネの一撃を受け流し、そこで彼女と対たい峙じする。

　宮殿の中庭を抜け、学校のグラウンドのような場所──おそらく剣の修練場と思わしきところに着いていた。

「なんだよ、リーゼから離れたくねぇのか？」

「残念ながらそのとおりだよ、クロちゃん。おばーちゃんがリーゼちゃんを傷つけるなら、ボクは守らなきゃいけない。たとえ、リーゼちゃんが許してくれなくてもね」

「……つまり、今は別に守る必要を感じないってことか？」

「…………」

　リンネは答えなかった。

　要するに──大だい剣けん聖せいの攻撃では、リーゼが傷つくことはないと判断しているということだ。

　大剣聖があれだけの力を見せても、リーゼにはまるで及ばない？

　正直なところ、クロウには信じられない話だった。

「あのババァ、ピークはとっくに過ぎたみたいな話してたけど、全然そんなことなかったじゃねぇか。ぶっちゃけ、現役の七しち剣けんと比べても劣ってないだろ」

「クロちゃんは知ってるはずだよ。リーゼちゃんの剣を」

「俺おれも、ばあさんの剣をちゃんと見たのは今日が初めてだよ」

　実を言うと、クロウは大剣聖を甘く見ていた。いくら長い時間をかけて技術を練っていたとしても、若いソーディの圧倒的な強さにはかなわないだろうと。

　しかし、大剣聖の剣さばきは、クロウの想像をはるかに超えていた。

　クロウにとって〝怪物〟というのは剣聖ヒョウカのことだが、その師である大剣聖も怪物であり、どれだけ時が経たとうともその強固な存在は揺るがないのではないか。

「そっか。だったら……やっぱり、クロちゃんを早く倒してリーゼちゃんのところへ戻らないとね」

「言っとくけど、俺は強いぞ」

「別に、クロちゃんが強いから好きになったんじゃないけどね」

　脈絡があるようでないような言葉だった。

　リンネはブレイズの死し剣けん使つかいという立場を思い出し、女王を守るために命を捧ささげているが、クロウへの気持ちは変わっていないようだ。

　それはクロウにとって辛つらいことで──おそらく、リンネにとっても同じではないか。

　互いに決して斬きりたくない真剣勝負──これほどバカげたことがこの世にあるか、と思いつつ。

　クロウとリンネは、互いの目を見つめながら走り出して──

「待ちなさい、二人とも!!」

　今まさに二人の刃がぶつかろうとした瞬間、高く澄んだ声が響いた。

「ロウ！　リンネ！　二人ともなにやってるの！」

「……セフィ？」

「セフィちゃんと、セフィちゃんのおっぱいだ……！」

「それはもういい！」

　すぐそばに、金髪サイドテール、剣の学院の制服姿のセフィがいた。両手を腰に当て、偉そうに立っている。

「あの死し剣けん使つかいはやはり危険ですね。私の姫ひめ君ぎみの胸を狙ねらっているとは……」

「狙ってるのはあんただ！」

　セフィが鋭くツッコミを入れた相手は、天てん剣けんソーシャだった。いつもの羽織姿で、セフィの従者のように後ろに控えている。

「ソーシャもいんのかよ。でも、悪いな。今は、こっちで手いっぱいなんだ」

　クロウは、できるだけ感情を込めずに言った。

　場合によってはもう二度と会えないかもしれないと思っていたセフィが、すぐそこにいる。いくら心も鍛えていても、これで動じないというのは不可能だ。

　ことさらに冷たく言ったのは、動揺を抑えるためだった。

「ロウ、あんた……」

「仕方のないことって……あるよな、セフィ」

「ロウ……！」

　セフィは、はっと息をのんだ。

　クロウの拒絶を感じたのだろう。それは、クロウがセフィと知り合ってから数年、一度も彼女に向けたことのない感情だった。

「リンネ、外野は気にすんな。こいつは、俺おれたちの戦いだ。ソーシャ、あんたも剣けん士しなら立ち会いの邪魔はしねぇだろ？」

「あなたに気安く呼び捨てられる覚えはありませんが……そのとおりですね」

「ソーシャ！」

　セフィが、驚いたような顔をする。

「私の役目は、姫君をここまで連れてくることだけです。それ以上のことは──ましてや、剣士の真剣勝負の邪魔はできませんよ」

「で、でも……ロウとリンネが斬きり合いなんて……！」

「止めてはいけない、とは言ってませんよ」

　ソーシャがさらりと言い切っている。

　この二人も唐突に現れて言いたいことを言っているが、今のクロウにはそんなことを気にしている余裕はなかった。

「そうだね、セフィちゃん。邪魔してもいいよ。でも……命は保証できない」

　リンネが、セフィと目を合わせずに言った。彼女もまた、クロウとの立ち会いに集中してくれるようだ。

「行くよ、クロちゃん。できれば、死なないでね──」

「ソーディの剣で斬られて死なねぇっていうのは、難しいぞ」

　クロウは軽口で応え──すすっと滑るようにして動いた。リンネが銀翼ギンヨクを振る前に古流コリユウの斬ざん撃げきを放つ。

　タイミングも軌道も意図的にズラした、ソーディには対応できない剣──

　しかし、リンネは顔色一つ変えず、わずかに身体からだをひねるだけでかわす。クロウが繰り出そうとした下段からの二の太刀を、リンネは鋭くステップしてふところに入って押さえ込んできた。

「またかよ……！」

　クロウは毒づいてしまう。リンネは明らかに、クロウの動きを先読みして剣を振るっている。そういう〝後の先〟を読む攻撃は古流コリユウの真骨頂なのだが。

「まったく、面倒くせぇ剣だな……！」

　リンネの銀翼ギンヨクが、ぶんぶんと激しく回転しながら襲いかかってくる。双頭の刃が縦横無尽に振り下ろされる。

　古流での防御も追いつかない。マナカの神速の剣すらかろうじて読めた古流が、リンネの斬ざん撃げきに、翻ほん弄ろうされてしまっている。

「まだまだ！　まだまだだよ……！」

　リンネの身体から、さらに強く突き刺さってくるような『光コウ』が放たれる。その『光』を浴びているだけで動けなくなってしまいそうだ。

　リンネの攻撃は、暴風のように繰り出され続けている。いや、暴風そのものだ。銀翼を回転させながらの攻撃は風圧を生み出し、その圧力に押されそうになってしまう。

「リンネぇっ……！」

　必死に銀翼の攻撃をさばきつつ、クロウはほぼ確信していた。

「おまえ、〝秘ひ法ほう〟使ってるだろ！」

「さすが、普段はアレなのにこういうときは頭回るね！」

「ほっとけ！」

　言い返しながら、クロウは頭を整理する。

　リンネは明らかに先を読んでいる。だが、頭のゆるいリンネが普通に先読みなどできるはずがない。

　ならば、答えは一つ。なんらかの能力を使っている──

「おまえの秘法は、ランダムに未来を視みるだけだろ！　なんで能力が変わってる!?」

　秘法は、死し剣けん使つかいのみが持つ特殊能力だ。サーラの秘法は『光』を爆発的に増大させるという、単純かつ強力なものだ。

　リンネの能力は、数時間から数十日先の未来をランダムに視るというものだ。その予知に、クロウは何度も命を救われている。

「そうだったんだけどね。でも、ボクはまだ死剣使いになりきれてなかったんだよ」

「どういうことだよ？」

　話しつつも、クロウとリンネは剣を交え続けている。口を開いた程度で集中が乱れるほど、二人の剣は甘くない。

「言ったままだよ。サーラちゃんとか蛇ちゃんと違って、ボクは死剣使いとしては半人前だったってこと」

「……今は一人前なのか？」

　クロウは、首を狙ねらってきた銀翼ギンヨクの一撃をすうっと剣で受け流す。

「どうかなあ。ボクの剣はまだまだだし。でも……それを補える能力が身についちゃった。リーゼちゃんを、女王を守るために目覚めたみたい」

「やっぱり……未来を読んでるのか？」

「まあね」

「…………っ！」

　リンネが鋭く胴を狙ってきた突きを、クロウはまた剣で受け流した。脇腹ギリギリをリンネの刃がかすめていく。

「これまでは、どんなに早くても何分か先の未来が視みえるだけだった。けど、今は──ほんの一瞬先の未来が視えてる」

「だろーなあ」

　それは、とてつもない脅威だ。サーラの秘ひ法ほうも強力だったが、一瞬先──行動を読まれては太刀打ちしようがない。

　どれほど速い剣だろうと、奇妙なクセのある剣だろうと、どのタイミングでどう斬きってくるか視えていれば、かわす必要すらなく、相手が剣を振る前に押さえ込んでしまえばいいだけだ。

「……クロちゃんの剣は、それでも見づらいけどね。こっちに当たる直前まで剣が変化し続けてるから」

「そうでもなきゃ、ソーディとは戦えねぇよ」

　言ってみれば、とことんクセのあるブレまくっている剣──それが古流コリユウだ。

　単純に速く、強い剣のみを追求するソーディには理解不能な剣を振るうことが、彼らに対抗する手段なのだ。

「視えるのが一瞬先なら──絶望的ってわけでもねぇな！」

「クロちゃんは怖いよね。無想ムソウだと、どうなるのかなあ！」

　クロウとリンネは、再び刃を交える。ガッと鈍い音が響き、火花がぱちぱちと散った。

　一瞬先が視えたあとにも、クロウの剣は変化し続ける。未来を視続けられるとしても、どこまで追い切れるのか。

　なんとか渡り合えているところを見ると、秘法も完かん璧ぺきではない。そこに、クロウのつけ込む隙すきがある。

「あー、面倒くせぇ。さっさとぶっ倒して連れて帰りたいのになあ！」

「もし倒せたら好きにしていいよ！　無理だけどね！」

「すげー楽しみ！　なにがなんでも倒す気になったな！」

　難しいが無理ではない──クロウは剣を振りつつ思った。

　リンネに先読みされている──ということも込みで剣を振るえば、勝機はある。どれほど死し剣けん使つかいの反射神経が優れていても、斬きられる直前に剣の軌道が変われば、そう簡単に対処できるものではない。

「ぐっ！」

　クロウの頬ほおを銀翼ギンヨクの刃がかすめる。

　大丈夫、かすっただけだ。クロウは気にも留とめずに剣を振るい続ける。血が飛び散っても、リンネも剣を止めたりはしない。

「まだまだだなあ、リンネ！」

「そうだよ、クロちゃん！」

　銀翼が今度はクロウの肩を浅く斬り、日本刀がリンネの脇腹をかすった。

　しかし、死剣使いには強い回復能力がある。クロウが剣を引いたときには、既に傷跡は塞ふさがり始めている。

　リンネを傷つけるのは気が進まないが、彼女は少々のダメージなら即座に回復する。ノーダメージでリンネを取り押さえるのは不可能なのだから、都合がいい。

「もう……いい加減にしなさいっ……！」

「うっ……！」

「わわっ……!?」

　突然、セフィが星ほし崩くずしを上段から振り上げつつクロウとリンネの間に割り込んでくる。

　しかも、彼女の巨大な剣にはプラチナ色の光が宿っている。

「またアレか……！」

　クロウは、ぎょっとしてしまう。セフィは以前にも、謎なぞのプラチナ色の光を発している。そのときは、圧倒的な力でサーラをも一方的に叩たたきのめしてしまったのだ。

　空の扉を開くエネルギー源となる扉の巫み女この力らしいが──以前のようにセフィの全身ではなく、剣のみがプラチナ色に輝いている。

「うりゃああああっ！」

　セフィが輝く星崩を全力で振り下ろし──

「なにっ……!?」

　クロウは星崩の衝撃波から逃れつつ、目を見開いた。

　星崩が振り下ろされると同時に、地面の上に奇妙な亀裂が走っていた──

「空の扉……!?」

　なぜこんなときに、この場所に──

　夏にウィニアとエイジンが通ってきた巨大な空の扉が開いてから、東京ソーディアでは小さな扉がいくつも開いていることはクロウも知っていた。

　扉が開く場所もタイミングにも規則性は見られないということも。

　しかし、ここで──空の扉に深く関わっているセフィの力が発現したと同時に開くとは。

「って、おおいっ!?」

　扉は地面から数センチのところに、縦三十センチほどの小さなものが開いただけだった。だが、続いて──いくつも同じ大きさの扉が開き、空間ごと地面を引き裂いていく。

　たちまち、修練場全体に蜘く蛛もの巣のようなひび割れが走って──

　ドゴッ、と鈍い音が響いたかと思うと、地面が消失した。

「なっ……!?」

　さっきから驚いてばかりだな、とクロウはのんきなことを考えていた。瞬時に、「これはどうしようもない」と気づいてしまったからだ。

　地面は完全に崩れ、その下には底が見えない深い奈な落らくがあった。なぜ、修練場の真下に空間が広がっているのか。

　まったくわけがわからないまま、クロウは重力に引かれて落下していった。







「……？　なんだろうね、今の音は」

　どこか、すぐ近くで土砂崩れでも起きたかのような轟ごう音おんが聞こえた。

　ラーシュは、周りを見渡したが、特に異状は見当たらない。

「さあ、なにかしらね。女王と大だい剣けん聖せいが派手にやり合ってるのか、それとも──」

　ラーシュの前に立っている八やツ首くびの蛇にも見当がつかないようだった。

　二人は、中庭から数百メートルも離れ、墜おちたる宮殿を囲む壁の上にいた。壁は分厚く、奥行きが五メートル以上もあり、足場としては申し分ない。

　互いに距離を取りつつ戦っているうちに、こんなところにたどり着いてしまったのだ。

「この墜ちたる宮殿は、ソーディアでつくられた砦とりでだからね。あちこちに、対エイジン用の大げさなトラップが仕掛けられてるわけよ」

「へぇ。そんなもの、何十年も土の下にあったのに生きてるの？」

「まさか。死んでるに決まってるじゃない。そのはずなんだけど──ソーディのパワーではしゃいだら、なにかの弾みで作動するかもしれないわ」

　八ツ首の蛇の説明に、ラーシュは納得する。

　ソーディアの文明レベルを考えれば、トラップといっても原始的な仕掛けだろう。単純だからこそ、まだ動く可能性はある。

「バカなエイジンならともかく、私たちが引っかかることはないわよ。そんなこと気にしてないで、さっさと本気になったら？」

「そっちこそ。まだお得意の術じゆつ法ほうも使ってないじゃないか」

　ラーシュも八ツ首の蛇も、無傷である。お互い慎重に様子見をしていて、深く踏み込んでいない。

「ま、俺おれが見たところ、君の剣の腕はサーラには劣るかな？　リンネよりは上だけど」

「なにしろ、生まれついての天才術法使いなもので。なかなか、剣の修行には本気になれなかったのよ」

　八ツ首の蛇は、左逆手で握っていたナイフを軽く振った。余りあるパワーを使いこなすために、ソーディの多くは重く長い剣を使う。ラーシュの獣じゆう斬ざんも、星ほし崩くずしほどではないが、分厚く長い。蛇は、剣に頼る必要がないため、軽いナイフで充分なのだろう。

「まあ、あなたには私程度の剣で充分でしょ？　男にしては強いけど、どうもイマイチねえ。クロウの無想ムソウ？　ってやつみたいな変な剣が使えるわけでもなし」

「ふむ……なるほど、これは失礼だったか。このままじゃ、君を満足させられないね」

「あらら？　もしかして、なにか隠し球でもあるのかしら？」

「ふふ」

　ラーシュは軽く笑って、獣斬を中段に構えた。

　師し匠しようであるヒョウカは自分の流儀を押しつけたりはしなかったが、この構えだけは徹底的に叩たたき込こまれた。剣けん聖せいヒョウカは、中段をあらゆる局面に対応できる万能の構えだと考えていたのだ。

「俺おれも、まだ自信がないんだけどね。その辺は、クロウの無想も同じか。でも……俺はいいものを見せてもらえたよ」

「あら、私はあなたにサービスした覚えはないわよ？」

「クロウじゃないんだよ。俺は、斬きり合いの最中に女の子にエロを求めたりはしない」

　失礼な勘違いをされては困る。ラーシュも女性に興味がないとはいわないが、クロウのような見境なしではないのだ。

「見せてくれたのは、君じゃないよ。大だい剣けん聖せいさ」

　そう、ラーシュは──七年間の剣聖との修行、それにセイバーズでの治安維持活動、ブレイズや太たい陽よう教きようとの戦い、スイサーラとの一ヶか月げつにも及んだ斬り合いから、ぼんやりとしたなにかが見え始めていた。

　それが──形を成したのは、本当につい先ほどだ。

「自分を一本の剣と化す──大剣聖ほど長い時間をかけて研ぎ澄ませてきたからこそできる技だろうね。だけど、あれが俺に大きなヒントをくれた」

　ラーシュには、どうやっても大剣聖のようなマネはできない。大剣聖は、自分というものを消して、剣そのものと化している。冷たく輝く、鋭い一振りの刃。

　自分を完全に無にしてしまう無想とも違う。あれもまた、極め尽くした果てにたどり着ける境地の一つなのだろう。

「ねえ、蛇。強い男性ソーディの剣には魔性が宿るって話は知ってるかな？」

「ああ、血に酔い、敵を苦しめ、無惨に殺すことをなによりの喜びとする……って、いうアレ？　一対一とか後ろから襲わないとか、ソーディが禁忌にしていることも平気でぶち破るとか。面白いわね」

「そうそう、それ。まったく、俺がたまたま男にしちゃ強かっただけで魔性の剣けん士し扱いだよ。おかげで、師匠せんせいみたいな物好き以外は弟子にしてくれなくてね」

「あなたの場合、魔性以外にも問題があったんじゃないかしら？」

「その発想はなかったな」

　ラーシュは、八やツ首くびの蛇ににっこりと笑いかける。

「強力な男性ソーディの剣に魔性が宿るっていうのはヨタ話だと思うよ。でもさ、俺おれには……確かに魔性が宿ってるらしい」

　ラーシュは、笑顔のままで走り出した。

　走りながら、自分の中からすべてを消し去る。ただ一つ──敵を無惨に斬きる、という殺意だけを秘めて。

「真正面からなんて、なんのつもり──なっ!?」

　嘲あざけりの笑みを浮かべていた八ツ首の蛇が、目を大きく見開いた。とっさにナイフを構えたが、もう遅すぎる。

　ラーシュは構えていた獣じゆう斬ざんを振り下ろす。八ツ首の蛇はナイフを繰り出そうとしたが、その動きは油が切れたロボットのようにぎこちなかった。

「くっ……！」

　すぱっと八ツ首の蛇の胴が斬られ、血が飛び散る。

　そのときには、ラーシュは八ツ首の蛇の横を走り抜けていた。

「……やってくれたわね」

　胴から血を流しながら、八ツ首の蛇が凄せい絶ぜつな笑みを浮かべる。

「このドレス、高いのよ。予備を山ほど持ってるけどね」

「女の子ならいろんなオシャレを楽しんだら？　ま、君はその服が似合ってるけどね」

　ラーシュは、にやりと笑いながら言う。

「ちぇっ、もう傷が塞ふさがり始めてるね。本当に厄介な身体からだだなあ」

　既に、八ツ首の蛇の傷から血は流れていない。

「あなたこそ、人のこと言えるの？　さっきの剣はなによ？　斬られるのを待ってるみたいに、身体が動かなかったわ」

「斬流ザンリユウ──」

　ラーシュは、微笑ほほえみとともに言った。

「そう名付けてみたよ。俺だけの流儀スペシヤルさ」

　おそらく、自分が剣けん聖せいヒョウカの弟子になってからずっと追い求めてきたものが、これなのだ。

　強い男性ソーディの剣には魔性が宿る──そういうことは、確かにあるのだろう。大だい剣けん聖せいも、魔性の剣を見たことがあると教えてくれた。

　だが魔性など、ソーディの多数派の価値観でそう言われているだけだ。ラーシュから見れば、剣に生きる者が斬り方にこだわっているなど滑こつ稽けいでしかない。

　そして、魔性の剣というだけでは、ただソーディにとっての禁じ手を実行できるというだけで、それ以上の意味はない。

　その先に達してこそ、初めてソーディという枠を超えることができる──

　魔性の剣の使い手だからこそ、一対一だの正面から戦うだの、くだらない縛りが本能に刻まれていないからこそ、達することができる境地。

　純粋に、斬きることだけを極め尽くす。

「己を斬ざん気きのかたまりと化して──いや、斬気そのものとなって剣を振るう。強力な斬気は、敵の斬気も呑み込んでしまう。そいつが──斬流ザンリユウさ」

　まったく、うちの師匠せんせいはとんでもない人だよ──ラーシュは笑ってしまう。

　人間のクロウと男性ソーディのラーシュ。

　ソーディである自分が最強を極めるために、ソーディでは持ち得ない心を持つ二人を利用したのだ。

　古流コリユウの先にある無想ムソウ──己を無とした剣。

　斬気を極めた先にある斬流──己を斬気そのものと化す剣。

　ヒョウカの目的は、この二つを育て──二人と戦うことにあったのではないか。

「なるほど、面白いわね。正直、あなたが相手とか貧乏くじ引いたと思ってたけど」

「ひどいことを言うなあ」

「少しは楽しめそうね……！」

　八やツ首くびの蛇の周りに、炎が燃え上がる。奇妙なことに、その炎は八ツ首の蛇のひらひらしたドレスを少しも燃やしていない。炎を完全にコントロールしている、ということか。

「さすが、スイサーラが恐れるだけのことはあるね。ふふ、斬流の試し斬りにはちょうどいいな……！」

　ラーシュは、獣じゆう斬ざんを中段に構える。

　既に、今も戦っているはずのクロウや大だい剣けん聖せいのことは忘れている。あの二人は、心配する必要などない。特にクロウは、リンネに殺されることなどないと確信している。

　さあ、斬気そのものとなろう。

　そうなれば、なにも考えずに斬るためだけの自分でいられる──







「う、うう……」

　クロウは、鈍い痛みの中で意識を覚かく醒せいさせた。

　だが、まだ身動きが取れない。まぶたを開く力すらなく、ただ横たわっていることしかできなかった。

　なにが起きたのかは、きっちり理解できている。突然、修練場に大穴が空いて、なすすべもなく落下したのだ。

　ああ、そうだ──リンネとセフィも落ちたのかもしれない。ソーシャもいたが、あいつはもし落ちても大丈夫だろう。

　そんなことを考えながら──ふと、妙なことに気づいた。

　顔と右手が柔らかな感触に包まれている。なんとか右手を動かすと、てのひらがぐにゃりと沈み込んだ。

　沈み込んだ──？

「なんだ……？」

　クロウがまぶたを開けると、そこには──なにも見えなかった。いや、視界が覆おおわれてしまっている。

「これは……」

「んん……ああっ！」

　突然、キンキンした悲鳴が上がった。覚かく醒せいしたばかりの頭に響く。

「ク、クロちゃん……なにしてるの!?」

「なんだろうな……」

　クロウはのんきに答えた。

　ようやく、事態を理解しつつあった。クロウはリンネの身体からだの上に乗っかっていた。

　しかも、リンネのセーターとブラウスは大きくめくれ上がり、ブラジャーまでほとんど外れてしまっている。クロウは、そのなかばあらわになった胸に頬ほおを埋めるようにしていて、右手は胸を鷲わしづかみにしていた。

　顔と右手に伝わってきていたのは、生の胸の感触だったらしい。

「ちょ、ちょっと、クロちゃん……！」

「あー、柔らかい……すげーいいなあ、この枕まくら……」

「ボクのおっぱいは枕じゃないよ！」

「でも、リンネの胸は俺おれのだし……枕にしたっていいだろ……」

「ええぇっ……！」

　リンネは動揺しつつも、逃げようとはしない。いくらクロウが覆おおい被かぶさっていても、はねのけることは簡単だろうに。

　クロウはさらに胸に顔を埋め、手で撫なで回まわす。胸の先端の感触も伝わってきて、これはもうたまらない。

　さらにスカートをめくり上げて──

「こらーっ！　いい加減にしなさい！」

「うおっ……」

　いきなり、クロウは襟を掴つかまれて引っ張り上げられた。

「なっ、なな、なにをやってるのよ、ロウ！　リンネも受け入れてるんじゃないわよ！」

「んん……？」

　クロウは、その場にぺたりと座り込んだ。まだ身体の自由が利かないが、なんとか座っていることはできる。

「ち、違うよ。びっくりして固まってたんだよ……！」

「それなら……しょうがないけど」

　じろり、とリンネを睨にらみつけたのはもちろんセフィだ。

　顔と服が少しばかり薄汚れているが、どうやら無傷らしい。

「えーと……」

　クロウは、視線を上に向けた。

　数十メートル上に、ぽっかりと四角い穴が空いていて、そこから光が漏れてきている。修練場に空いた穴が、あれだろう。

　クロウたちは地底につくられた空間にいるようだ。下は剥むき出だしの地面だが、明らかに人の手が入った空間だった。

　要するに、巨大な落とし穴だ。おそらく、仕掛け自体は死んでいただろうが、空の扉が開き、空間が引き裂かれた衝撃で発動してしまったようだ。

　落ちたのは、クロウたち三人だけらしい。ソーシャの姿が見えないのは、さすがに七しち剣けんだけあって、あれだけ唐突な事態でも落下を免れたようだ。さすがに、セフィをかばう余裕はなかったようだが。

　しかし、ソーディならともかく、人間のクロウが数十メートルの高さから落ちて無事だったとは──

「……リンネ、おまえがかばってくれたのか？」

「うっ……」

　リンネは涙目になりながら、セーターとブラウスを直している。

　あの高さから落ちて、人間のクロウが助かるわけがない。全身に鈍い痛みが走っているのは、かばわれても衝撃を完全には殺せなかっただけだろう。

「おまえ、死し剣けん使つかいの本能がどうとか言ってたのに、俺おれを助けてくれたんだな」

「そ、それは……だって……」

　リンネは、小さく唸うなって、近くに転がっていた銀翼ギンヨクを拾い上げた。

「二人とも気絶したところで、俺が最近セクハラできてない鬱うつ憤ぷんがたまってたもんだから、つい無意識にリンネの胸をまさぐってたわけだな。知ってのとおり、俺は寝てる相手にはセクハラしない。無意識にやったのなら納得できるな」

「なに偉そうに解説してんのよ、バカじゃないの!?」

　セフィが横から口を挟んでくる。

「う、ううう……」

「ん？　リンネ？」

「う、ううううううう……うわああああああああああんっ！」

「おっ、おい」

　突然、リンネが大声を上げて泣き始めた。ぼろぼろと目から涙がこぼれ、頬ほおを濡ぬらしている。

「そ、そこまで泣かなくても。確かに、生乳触ったのは悪かったけど」

「そうじゃないよ。おっぱいはびっくりしたけど、そうじゃないよ。うわああんっ」

　リンネはまだ泣き続けている。まるで小さな子供のようだ。

「ボク、クロちゃんと戦いたくなんてなかったのに、クロちゃん来るんだもん。助けに来ちゃうんだもん。危ないのわかってるくせに、なにしてるんだよ、バカぁ。ボク、どうしていいかわからなかったよ、うわあああ」

　そうか、とクロウは納得する。

　さっき再会したときのリンネが妙に明るかったのは、無理に気丈に振る舞っていたかららしい。

　リンネはリーゼに従い、クロウに剣を向けてしまった。あんなことをしてしまった自分が、どんな顔をして会えるのか。頭がゆるくとも心優しいリンネは、そう思ってしまったのだろう。

「もうダメだー。ボク、もうダメだよダメー！」

「あっ、おい、リンネ！」

　リンネは突然走り出し、すぐそばにあった横穴に飛び込んで行ってしまう。

　どうやら、脱出用の非常口かなにからしい。あの落とし穴は墜おちたる宮殿内のトラップだったようだが、間違って引っかかったときのために用意されていたのだろう。

「待てって、リンネ……！」

　クロウは立ち上がり、リンネを追いかけようとして──

「ロウ！」

「え？」

　突然、セフィにセイバーズ制服の袖そでを掴つかまれた。













「……なんだよ、セフィ。リンネを追いかけねぇと。あいつ、俺おれをかばってくれた。まだ、救い出せるかもしれねぇんだよ。いや、救わなきゃいけねぇんだ」

「わかってる。でも、ちょっと。ちょっとだけ……あたしに時間をちょうだい」

「セフィ……」

　クロウはセフィのほうを振り向いた。

　彼女はわずかに肩を震わせ、目を伏せている。

「ヒ、ヒナは大丈夫なの？　ウィニアも……」

「ああ、あの二人は元気いっぱいだよ。実は、明あか里りとスノウホワイトも一緒だ。なにも心配はいらねぇよ」

　日ひ奈な子こたちが太たい陽よう教きよう本部に潜入していることは黙っておく。今、教えてもセフィを不安にさせるだけだ。

「そう。それは……よかったわ」

　セフィは、袖そでを掴つかんだまま唇をわななかせて──

「姉上のこと……謝ったって許されないと思うけど……でも……」

「セフィが謝ることじゃねぇよ。まあ、シルフィ様が謝ることだとも思ってねぇけどな」

「え？　だって、姉上が命令して、ロウがいるのに爆撃を……」

「そりゃあ、シルフィ様が俺を危険人物だと思うのは無理ねぇよ。遅かれ早かれ、ああなってただろうな」

　別に、クロウはセフィを慰めるために言っているのではない。

　自分でも物わかりがよすぎるとは思うが、実際にシルフィへの憎しみはほとんど持っていなかった。「まあ、無理もないよな」と本気で思っている。

「俺にも問題があったわけだしな。とんでもねぇ力を持った女の子ばかりだってわかってて、セフィたちをはべらせてたわけだしな」

「はべってないわよ！　あたしもロウを爆撃したくなってきたわ！」

「奇遇だな。俺もセフィのボディに急降下爆撃したい」

「マジで叩たたっ斬きるわよ、あんた……」

　セフィは割と本気で殺気を放ち始めている。最近は、彼女の腕前も油断できないレベルに達しているので危険だった。

「つーか、シルフィ様も反省して身体からだでお詫わびするとか言ってこないかな。シルフィ様も美人だし、スタイルもいいもんなあ」

「本気で見境なしか、あんたは！」

「ついでに、この際女王だろうといいから、リーゼも連れて帰りたい。九十歳でも見た目はロリだし肉体は十二歳くらいだっていうし、可愛かわいいんだから、なんの問題もないな。手を出しても合法っていうのも素晴らしい」

「あんた、ちょっと目を離した隙すきに、悪化してるじゃないの！」

「ま、冗談はともかくとしてだ」

　かなり本気だったことは、セフィには言えない。

「セフィが気にすることはなにもねぇよ。おまえと大手を振って会えなくなったのは……

　ちょっとばかりキツイけどな」

　クロウは、わずかに微笑ほほえんでみせた。キツイのは「ちょっとばかり」などではないが、そう言うしかない。

　クロウはシルフィに追われる立場で、セフィは四よん将しよう家けの娘だ。お尋ね者と一緒にいることはできない。クロウが、セフィにそれをさせたくない。

「ああ、でも……」

　クロウは、一歩セフィに近づいた。

「一つ、約束を破っちまってたな。後夜祭で──って約束したのに」

　もう叶かなえられない約束だと思っていた。

　クロウは、剣けん華か祭さいの後夜祭でセフィとダンスを踊る約束をしていたのだ。その約束は、クロウとセフィが離ればなれになってしまったことで、果たされないままになっていた。

「では、お姫様。一緒に踊っていただけますか？」

「……かっこつけないでよ。あと、お姫様禁止」

「了解」

　クロウはゆっくりとセフィの手を取った。

　音楽もなく、明かりは天井から漏れてくる光だけで、ムードもなにもあったものではない。

　二人はどちらからともなくリズムを合わせ、静かに踊る。

　互いに見つめ合い、クロウはセフィの背中に腕を回し軽く抱き寄せた。さすがに二人とも、達人レベルの剣けん士しだけあって足運びも軽やかだ。

「こんな形になっちまったけど……約束、果たせてよかったよ」

「ロウ……どうするつもりなの？」

「辛気くさい話はやめよう。せっかく、いいムードなのに」

　クロウは、苦笑してから──

「剣神を目指すよ」

「……剣……神……？」

「それがなんなのかもわかんねぇ。でも……きっと、それを目指すことが俺おれが生きることに繋つながるんだ」

　確信がある話ではなかった。それでも、クロウは他に自分が進むべき道はないと思っている。それが、誰だれかの命令ではなく、自分で選んだ道だった。

「生きる……あたしも生きてほしい……でも、でも……あんたが剣神を目指す道に、あたしはいられないでしょ……？」

「…………」

　たとえ、セフィが必要であってもクロウは彼女を巻き込むつもりはなかった。セフィを、姉と自分の板挟みにはさせたくない。

　元々、四よん将しようの姫であるセフィと人間の自分では生きる道が違っていた。いつかは、別れる運命だったのだ。

　そして、来るべきときが来た──というだけのこと。

「って、こら。あんた、なにしてるの？」

「はっ……!?」

「おおげさに驚いたフリをするな！」

　セフィが怒るのももっともだった。

　クロウは、いつの間にかセフィの豊かな胸に左手を這はわせ、さらに右手は制服のスカートをめくって、パンツの上から柔らかな尻しりを掴つかんでいた。

「なんてこった……やっぱり俺おれは欲求不満なのか！」

「だから、わざとらしく驚くな！　あんたは真面目まじめになれないのか！」

「俺の欲望は時と場所を選ばないらしい……」

　もちろん、わかりきっていたことだが、これだけシリアスなシーンでも欲求を抑えられないとは。

「たぶんこれ、セフィの身体からだが凄すごすぎるからだな。俺にセクハラされるために育ったような身体だもんなあ」

「勝手なことを言うな！　ていうか、いつまで触ってるのよ！」

　クロウは応酬の間にも胸をもみもみと揉もみしだき、柔らかな尻を撫なで回まわしていた。さすが、わがままボディのお姫様、相変わらず素晴らしいさわり心地だ。

「あー、もう……バカ。本当にバカなんだから」

　こつん、とセフィがクロウの胸に額ひたいを当ててくる。

　そこでようやく、クロウはセクハラする手を止めた。

「忘れないでよ。あたしは、ロウの剣に恋してるの……あんたが逃げたって、追いかけて斬きり合いに行くからね……」

「俺は……逃げるぞ」

「逃がさないわ……」

　セフィはつぶやくような声で言って、すっと背伸びして唇を合わせてきた。

　一瞬だけキスして、すぐに離れてしまう。

「……セフィ」

「約束の、キスよ……絶対に、逃がさないんだからね……」

　──二人の短いダンスは終わった。

　足を止め、クロウは後ろに一歩下がった。

　これ以上、セフィになんと言えばいいのかわからない。本当に逃げるしかないかもしれない。他にどうすれば──

「…………！」

　素早く、クロウは日本刀の柄つかに手をかけた。

「セフィ、下がってろ」

「え……？」

　クロウはかまわず、一歩前に出る。さっきリンネが出て行ったところとは別に、いくつか横穴があった。そのうちの一つから気配が近づいてくる。

　一分も経たたずに、横穴から──一人の人物が現れた。

「なんだ？」

「あー、だっる～……だるだる～……」

　その人物は開口一番、そんなことを言い放った。

　小柄な少女だった。身長は百四十センチもないだろう。

　パーカーのフードを頭にかぶっており、そのフードにはなぜか猫のような耳がついている。フードからわずかに見えている髪はツヤのある銀色。

　下は太もももあらわなホットパンツだ。小柄な少女なのに、その足は妙に色っぽい。

　多少幼く見えるが、年齢はクロウとそれほど変わらないように思えた。十五、六歳といったところだろう。

「ていうか、どこだろうな～、ここ。どこでもいいけど、もうだるい～……あ、そこの二人。道案内して……んん？」

　少女は、首を傾かしげながら、パーカーのポケットからスマホを取り出した。なにやら操作しつつ、何度も首をひねっている。













「あ～、やっぱそっか。もらった写真と同じ顔──クロっちだね。そっちは巨乳姫」

「クロっち？」

「だ、誰だれが巨乳姫よ！　あんた、いったい……！」

「あ～、自己紹介いるの？　だるいな～、もう～。リドだよ、リド。竜りゆう剣けん──リド」

「竜剣……？」

　ほとんど公の場に姿を見せないという、七しち剣けんの一人。

　サーラも危険視していた、あの竜剣。ただでさえ、七剣は厄介な変人揃ぞろいなので、クロウは元から会いたくなかったのだが、こんな地面の底で顔を合わせるとは。

　クロウには、どうにも不審に思えた。まさか、七剣の名を騙かたったりはしないだろうが、本当に竜剣なのだろうか？

　それにしては、あまりにも──

「道に迷ったと思ったら、クロっちに会えるなんて～。私ってば、いっつも果てしなく迷うけど、なんかいい感じに目的地に着くんだよね～」

「えーと、竜剣リド？　あんた、俺おれに会いに来たのか？」

「正確には、私の目的の一人かな～。ぶっちゃけ、外に出るの死ぬほど面倒くさかったんだよね～。ず～っとお家うちにいたかったんだけど、シルフィがうるさくて～」

「姉上が!?　謹慎してるはずなのに!?」













「あいつがおとなしくしてるわけないっての～。私が家に閉じこもってるなら、家を解体するって脅かしてきて～」

「……まあ、それくらいならまだ優しい対処ね」

　クロウも同感だった。爆撃されないだけ、まだマシだ。

「それで……シルフィ様の指示ってことは、ただ会いに来ただけじゃねぇな。俺おれの命を取りに来たってわけか」

「まさか。別にクロっちの命なんていらないっての～。私がほしいのは──」

「クロちゃん！　セフィちゃん！」

　突然、またリンネが横穴から姿を現した。銀翼ギンヨクを構え、全速力で走ってくる。

「あ～、もしかして死し剣けん使つかいって人？」

「……また、ヤバそうな人が出てきたね。ううん、その人は確実にヤバイ。視えたんだよ」

「リンネ、前みたいな未来予知も使えるのか」

　クロウはすぐに事情を察する。どこかへ吹っ飛んでいったリンネは、よくない予知を視みて戻って来たようだ。

「まあね……クロちゃんがこの人にボロボロにされちゃってるところが視えて……」

「またボロボロかよ……」

　七しち剣けんが相手ならば、殺されても不思議はないが、リンネが戻って来たということはよほどの事態になるのかもしれない。

「あ～、ゴチャゴチャめんどくさい。死剣使い、あんたでもいいや。だるいから、さっさとかかってきて～」

「言われなくてもそうするよ！」

　リンネは、銀翼を構え、竜りゆう剣けんに肉薄すると容赦なく頸けい部ぶを狙ねらって斬きりかかった。

「あはっ！」

　なぜか、竜剣リドはパーカーのポケットに両手を突っ込んだまま、身動き一つしなかった。リンネの刃がリドの首筋を斬り裂いて──

「…………っ！」

　クロウは大きく目を見開いた。隣でセフィも驚きの声を上げる。

　確かに、リンネの銀翼がリドの首を斬った──そのはずだった。リンネの太刀筋は荒っぽいが、剣の威力自体はサーラにも劣っていない。

　首どころか、エイジンの巨体すらも一刀で真っ二つにできるはずだ。それが──

「あ～あ、死剣使いでもダメか～」

「な、なんなの……!?」

　リンネは、銀翼を構えつつきょとんとしている。

　彼女の眼前にいるリドは、さっきまでと変わらずパーカーのポケットに両手を突っ込んだままだ。

　リンネの全力の斬ざん撃げきを受けた首には、ほんの小さなかすり傷があるだけだ。

　そして──その傷も、すうっと消えてしまう。

「回復能力……？　死し剣けん使つかいと同じ？　いや、違うのか？」

　クロウは、戸惑いを隠せなかった。いろいろな、とんでもない剣けん士しを見てきたが、これは次元が違う。剣をかわすのではなく、斬られてもなんともないとは。

「竜りゆう剣けんってさ～、七しち剣けんの中じゃ唯一の世襲なんだよ。あんまり知られてないけどね～」

　リドが、面倒くさそうに言った。

「あんたらもエイジン、知ってるでしょ～？　エイジンの祖先って〝竜〟なんだよ」

「竜……？」

　クロウはますます戸惑う。かつて、剣けん将しようマナカが〝炎の龍りゆう〟の術じゆつ法ほうを操っていたが……。

「竜はエイジンに進化した種族、絶滅した種族がいるけど……もう絶滅した種族の一部が、その因子をソーディに植えつけた……って言われてるんだよね～」

「因子を植えつけた？　なんだ、そりゃ？」

「よ～わからんけど、血を与えたって言われてるな～。その血を与えられたソーディの一族が、今でも生き残ってるわけ。一族の中で一番竜の因子を濃く継いでる奴やつが、〝竜剣〟に選ばれちゃう。別に、私は七剣になんてなりたくなかったんだけどね～。だるいから」

「そのバカみたいな頑丈さは、竜の因子のせいなのかよ？」

「まあね～。普通のソーディの剣だと、傷もつかないね～。七剣なら傷くらいはつけられるけど、すぐ治っちゃうし」

　こいつは、また違うヤバさを持ってる──クロウは、さらにリドを警戒する。

　リドの言うことが本当ならば、それはほとんど〝不死身〟ということではないか。

「ま、死なないせいであんまりマジで剣を練習する気になれないんだよね～」

「……なるほどな」

　さっきから、奇妙だとは思っていた。竜剣リドは、これまで会ってきた七剣たちと違い、達人には見えない。せいぜい、剣けん姫きの上位クラスといったところだろう。

　それでも充分強いことは確かだが、剣の腕だけなら七剣に選ばれるほどではない。

「でね～、ここからが本題なんだけど～」

　リドはそう言うと、右の手のひらをさっと掲げてみせた。

　そこから──バキバキと鈍い音を響かせながら、白い骨──いや、剣のようなものが飛び出して来る。

「私の剣は竜の牙きば。さっきの死剣使いの一撃、よかったけどだいぶ手加減したでしょ～。そういや、ソーディは丸腰相手じゃ剣を振りにくいんだったね～」

「うっ……」

　リンネは、気味悪そうに一歩後ろに下がった。

「竜剣リドの望みは、一つだけ。正直、生きてるのがかったるいからさ～。誰だれか、殺してくれないかな～？」

　リドは、手のひらから飛び出した、なんの拵こしらえもない片刃の剣をさっと構えた。

　要するに彼女の目的は、クロウか死し剣けん使つかいに殺されることらしい。

　どうやら、リンネを取り戻し、セフィを安全に地上に戻すのはなかなか困難になりつつあるようだった。

　もっとも、困難が立ちはだかってくるのはいつものことだ。

　竜りゆう剣けんリド。新たな脅威も、クロウは恐れていなかった。

　ただ、恐ろしいのはセフィやリンネが傷つけられること。

　しかし、竜剣リドはこれまでに出会ったことのないタイプの脅威であるのも確かだった。

　死なない敵を相手に──どうやって戦えばいいのだろう？






　　　　４章　折れない刃






「だあーっ！」

　元ゆるメイドとは思えない気合いの声を上げて、リンネがリドに斬きりかかる。

　リドは、面倒くさそうに剣を振って銀翼ギンヨクの刃を受け止めた。リンネはくるりと銀翼を回して、リドの右足を斬り裂く。

「くっ！」

　小さな悲鳴を上げてしまったのは、リンネのほうだった。柔らかそうなリドの生足に、刃が跳ね返されてしまっている。

　小手先の一撃では、まともに当ててもかすり傷一つつけられないようだ。

「むう……」

　リンネは、さっと距離を取りつつ、唇を尖とがらせた。

「リドちゃん……だっけ？　ずるい！」

「ずるい～？　生まれつきバカみたいに強い死剣使いがそれを言う～？」

「返す言葉もないね！」

　リンネは胸を張って言った。素直な性格なので、正論を言われると相手が敵でも認めてしまうのだ。

「返す言葉はないけど……リドちゃんは倒す！」

「いいな～、その気合い。空回り感もハンパないけど～」

「空回りでも高速回転だよ！」

　自分でもわけのわからないことを言いながら、リンネはさらに銀翼ギンヨクを振るう。リドは、またなんでもないような動作でそれを受け止めた。

　リンネの剣は、お世辞にもいい太刀筋とは言えない。だが、死し剣けん使つかいのパワーとスピードで振るわれる剣は、並の剣けん士しでは目視すらかなわないはずだ。ましてや、受け止めたところで剣ごと斬きられるか、よくても腕がへし折られる。

　しかし、リドはあっさりと銀翼の刃を受け止めてしまっている。

「ぐう……まだまだ！」

　リンネは、怯ひるむことなく銀翼を振るい続ける。クロウも苦しめた、荒っぽく読みづらい太刀筋でリドを追い詰めていく。

　リドは、面倒くさそうに銀翼を受け止めながら、じりじりと後ろに下がる一方だ。死にたいからなのかは知らないが、向こうからはまったく攻撃してこない。

「リドちゃん、それじゃ本当に死んじゃうよ！」

「え～、だから死にたいって言ってるのに～」

「死にたいなら、受け止めなきゃいいのに！」

「こっちが本気出さないと、そっちも本気になってくれないでしょ～」

「むむむ……」

　リンネは銀翼を振り回しながら、唸うなってしまう。

　どうやら、リドの死にたがりは本気らしい。リンネもかなり剣士としては異端だが、リドはそれ以上だ。殺してもらうために戦う剣士など、見たことがない。

　リンネとリドは、剣を交えつつ、横穴の一つに入り、さらに奥へと進んでいく。その間も、リドは防御するのみだ。それでいて、剣を折られることもなく、斬ざん撃げきをくらってもノーダメージだ。

「うーん、確かに攻撃力は凄すごいんだけどな～。それでも、私の剣を折るのも無理だね～」

「ていうか、その剣なに!?　リドちゃんの手から出てきたよね!?」

「竜の一族の右腕には、骨と一緒にたまーにこういう剣が入ってるんだよ。竜の骨って言われてて、エイジンの腕から生える剣と同じとか～」

「むー、あの化け物と同じ剣とか！」

　リンネも以前に、ソーディアから現れたエイジンを目撃している。あの怪物には確かに腕に剣が生えていた。かすりでもしたら、ズタボロにされてしまいそうなほどの巨大で分厚い剣だった。

　あれと同じようなものだとしたら、リンネの斬撃でもへし折るのは難しそうだ。

　だいたい、ボクはなんで戦ってるんだろう──

　不意に、疑問がリンネの頭をよぎった。リドは自分を殺してくれる相手を求めている。シルフィからクロウの存在を聞いてやってきたらしいし、相手は彼でもいいはずだ。

　クロウとリドが戦えば、リンネはリーゼベルのところへ戻れる。絶対的な主であるリーゼベルが、老いたとはいえ最強の剣けん士しである大だい剣けん聖せいと戦っている。本能は、女王のところに戻るべきだと警告を発しているのに。

　だが──リンネの心は、もう一つの警告を発している。

　竜りゆう剣けんとクロウを戦わせてはならない！

　さっき視みた予知のせいだけではない。リドの危険性はこうして彼女の前に立っているだけでビリビリと感じられる。その危機感が、リンネの身体からだを戦いに駆り立てている。

「風の手よ、疾とく行け！」

　リンネは、銀翼ギンヨクを一度引き、右手をかざして術じゆつ法ほうを放った。てのひらの形をした空気のかたまりが高速で飛び出し、竜剣に激突する。

　ドオン、と凄すさまじい轟ごう音おんが響いて狭い横穴が吹き飛び、土砂が崩れていく。意外にしっかりとしたつくりらしく、穴そのものが崩れることはなかったが──

「ぶわっ、わっ。も～、いきなり術法か～。びっくりした～！」

「……もの凄すごく平気そうだね」

　リンネは呆あきれつつ言った。

　土つち埃ぼこりが舞う中、竜剣はぺっぺっと口に入った土を吐いている。薄汚れてはいるが、まったくダメージを受けていないようだ。

　リンネの全力の術法は、コンクリートのビルをも吹き飛ばす。それをまともにくらっておきながら、傷一つ負っていないというのは信じがたい。

　信じがたいが──現実なのだ。

「七しち剣けんはデタラメな人多いけど、リドちゃんはずば抜けてるね……」

「七剣だから、なにしても文句言われなかったんだよ～。引きこもりライフを満喫してたのに、あんたらが暴れるから、私まで出てくることになって本当にだるい～」

「じゃあ、せめてものお詫わびだよ。ボクが──死なせてあげる」

　リンネは、銀翼を構え直す。

「それは楽しみ～。カモンカモ～ン」

　完全にナメられているが、いつまでも余裕のままではいさせない。

　これはこれで必要な戦い、とリンネは自分を納得させていた。相手が七剣ならば、ブレイズの敵だ。いつか、竜剣の刃が女王に向かないとも限らない。

　リンネは銀翼を構えながら、ゆっくりと前に踏み出していった。







「最悪のタイミングで出てきたなあ、竜剣……」

　クロウは呆れつつ、頭をかいた。リンネとリドは、斬きり結びながら横穴の一つに入っていってしまった。すぐに二人の姿は消えたが、巨大な鉄球がぶつかり合うような鈍い衝突音が轟とどろいてくる。

　異常な攻撃力を持つ死し剣けん使つかいの剣と、その剣をまともに受けてもダメージを受けない竜りゆう剣けんが衝突すれば、あんな不気味な音が響くのも当然だ。

「しかも、かなりの変化球だよなあ。斬きれない、斬っても死なないなんて、どうすりゃいいんだよ」

　クロウはリンネの立ち会いを冷静に見て──竜剣にはかなわないことを認めていた。

　最初の、リンネの銀翼ギンヨクの一刀は多少加減していたらしいが、あれでもクロウの剣など比べものにならない威力があったはずだ。

　そのリンネの剣でも、かすり傷をつけるのがやっとで、しかも瞬時に回復してしまった。

　アレが相手では古流コリユウだろうと無想ムソウだろうと、効果はないだろう。

「つっても、リンネもやりづらいだろうしな。俺おれが囮おとりになって、リンネにトドメ刺してもらうか」

「ちょっと、ロウ。あの二人の戦いに割り込む気!?」

「リンネの剣なら傷はつくんだし、なんとかなるんじゃね？」

「そういうことじゃないわよ！」

　セフィは、クロウの前に回り込んでくる。

「いくら強くなったからって、リンネとリドに割り込むのは無む茶ちやよ！　死ぬ気なの!?」

「落ち着け、セフィ。前から思ってたけど、やっぱちゃんとした師し匠しようがいなかったせいかな。おまえは心のほうが鍛えられてねぇよ」

「今、お説教なんか聞きたくないわ」

「言いたいことは言わせてもらう。こうなった以上、俺とおまえがこの先話すチャンスがあるかどうかもわからねぇんだからな」

「ロウ……」

「リンネのピンチがなけりゃ、セクハラもやりたいだけやっておきたいところだが……」

「ぶった斬るわよ」

　脅しではないのか、セフィが星ほし崩くずしをわずかに持ち上げた。

「そりゃあ困るな。ただでさえ、面倒なことになりそうなのにセフィまで敵に回っちゃたまらねぇ」

「え？　面倒って……」

「出てこいよ、天てん剣けんソーシャ。そんな殺気放ってちゃ、隠れる意味がないだろ」

「……よく気づきましたね、クロウさん。感覚の鋭さも、もう七しち剣けんクラスですね」

　またもや、横穴の一つから新たな登場人物が現れた。この横穴は、いったいどこに繋つながっているのか。

「よかった、姫ひめ君ぎみも無事でしたか。まあ、私が仕込んだ剣けん士しですからね。落とし穴なんかで死ぬわけもありませんが」

「ソーシャ！　あんたも無事で──って、どういうこと？」

　セフィの顔に、汗が浮かんでいる。彼女もソーシャからの殺気を感じたのだろう。

「もちろん、セフィに向けてるわけねぇ。あんたが斬きりたいのは俺おれだよな？」

「当たり前じゃないですか。姫ひめ君ぎみは私の目的のためにも必要な方ですし、なによりまだ彼女のおっぱいを楽しんでいません」

「楽しませるわけないでしょ！」

「させねぇよ。俺だってまだ楽しみ尽くしてないのに！」

「どこまでやる気だ、あんたは！」

　セフィはツッコミに忙しい。

「って、そうじゃないでしょ。ロウを斬るって……本気なの、ソーシャ？」

「むろんですよ。ああ、シルフィさんが殺したがってるからじゃないですよ。私も七しち剣けん、政府の命令なんか聞きません。そんなことはどうでもいいんです」

「だったら……おっぱいはともかく、セフィのことだな？　日ひ奈な子このことも」

「ふふふ」

　ソーシャは、クロウの言葉に笑みを浮かべた。その笑顔で、クロウは自分の推測が正しいことを知った。

「え？　ど、どういうことなの、ロウ？」

「理由は知らねぇよ。けど、他に考えようがないだろ。政府の命令じゃない。まさか、こんな状況で剣けん士しとして斬り合ってみたいってこともねぇよな。となれば、単純に俺が邪魔ってことじゃねぇの？」

「驚きました。あなた、なかなか頭も回るんですね。さすがはヒョウカさんが育てた子、ということでしょうか」

「あたし、まださっぱりわからないんだけど……」

　セフィは、おろおろしている。クロウと、短期間とはいえ剣を教えてくれたソーシャが争うなど、彼女にとってはたまったものではないはずだ。

「お教えしますよ、クロウさん。私は肺を病んでいましてね。この地球の大気に適応できないんです。余命はあとわずか。治す手段はただ一つ、ソーディアに戻ることです」

「それは……気の毒にな」

　クロウは、なかば本気で言った。ソーシャほど剣の才能に恵まれていながら、時間は長く与えられなかったとは。

「私は、空の扉が開くことを誰だれよりも切望しています。それには姫君と太たい陽ようの乙女の力が必要になります。ですが……特に、太陽の乙女に危険があるのでしょう。だから、あなたは決して扉を開かせない」

「当ったり前だろ。剣士が戦いで死ぬのはしゃーねぇ。けど、日奈子は剣士でも戦士でもないんだぞ。あいつを、おかしなことに巻き込むな」

　日奈子は、夏に巨大な空の扉が開いたあと、命に別状はなかったものの、しばらく寝込んでしまった。

　先代の太たい陽ようの乙女は、世界中に多くの空の扉を開いたあと、一年間も寝込み──そして扉を閉じるために力を使いすぎて、その反動で身体からだが砕けて死んだという。

　絶対に、絶対に──日ひ奈な子こには同じ運命をたどらせない。

「……だと思いました。私も、太陽の乙女に死んでほしいわけではありません。ですが、私も死にたくないのですよ。剣とともに生きて、七しち剣けんに昇るだけの力を手に入れた。私はもっと、先に進みたい。そのためには、生きなければ……！」

「勝手なことぬかしてんじゃねぇよ……！」

　クロウは身を屈かがめ、日本刀の柄つかに手をかけた。

「あんたには気の毒だけどよ、そのためにセフィと日奈子を利用されてたまるか！　いいさ、俺おれにもあんたと戦う理由ができたな……！」

「やる気になってくれて、こちらも嬉うれしいですよ。剣けん士しとして立ち会いたい気持ちがないわけでもないんですよ。マナカさんと……アミラルさんもですか？　あの二人を倒したほどの剣士との立ち会いなんて、面白すぎますね」

「来いよ、ソーシャ」

　クロウはさらに身を沈め、剣を握る手に力を込めた。少しずつ、自分の存在が消えていく。

　無想ムソウ──己を無と化し、自分でもいつ剣を振るったのかわからなくなってしまう。攻撃も防御も、どちらも自動的に行われるのだ。

　リンネ相手には使えなくとも、ソーシャならばためらう必要はない。そもそも、無想なしでは勝負にならないだろう。

「では、参ります」

　ソーシャは、佩はい刀とうをすらりと抜いた。

　閃影絶晶刀ハイデイング・ソウル──ソーディアの古い金属でつくられたという、透明の刃を持つ剣。曇りのない心の持ち主でなければ、たちまちナマクラと化すという。

　だが、透明な状態であれば触れただけでも人体を切断するほどの、恐ろしい斬きれ味を持つらしい。もちろん、ソーシャが持った状態では透明になっている。クロウにしてみれば、ソーシャは邪念のかたまりだが。

　しかし──そんなこともすべてどうでもよくなっていく。

　無想モードのクロウには、なにも感じられず、なにも考えられない。

「面白い……あなたがそこにいるのに、そこにいないかのようです。まるで幻でも見ているかのような……」

　ソーシャは剣を身体の左側で立てるように構えた。日本の剣術でいうところの、八はつ相そうの構えだ。本来は、右側で構えるものだが、ソーシャは左利きらしい。力が完全に抜けていて、隙すきがない。

　もちろん、それも今のクロウには特に意味を持って見えなかった。無想モードも何度か使ったからか、意識が完全に消えるようなことはなくなった。

　思考を巡らせることだけは、できる。身体からだが自分の思いどおりに動かないことは、これまでと変わらない。

　すうっ──と、ソーシャが動いた。無造作に、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを振り下ろしてくる。そのときには、クロウも剣を振るっていた。刀身を滑らせるようにして透明な剣を受け流す。

「へえ……こうもあっさり防ぎますか！」

「…………」

　クロウはなにも答えない。ソーシャの刃は見えず、剣の長さもわからないが、彼女の動きから剣がどこにあるのか予想はつく。いや、無意識に予想していた。

「ならば──これはどうです！」

　ソーシャが電光のように鋭く踏み込みながら、左手一本で突きを繰り出してくる。見えない刃に加え、あまりの速さに突きだと気づいたときには、もう先端が首筋に触れるところだった。

　それでも、クロウは眉一つ動かさなかった。ソーシャが踏み込んだときに、既に彼の身体は動いていた。頭で突きだと気づく前に、防御に入っていたのだ。

　刃と刃が一瞬ぶつかり、火花が激しく散った。クロウの腕には軽い衝撃が伝わってきたが、たいしたダメージにはならない。

　そのときには、ソーシャは突いたのと同じ速さで剣を引いて元の構えに戻っていた。突きを得意とするイシュトの必殺技、雷穿ライセンと同じか、それ以上の早業だった。

「…………！」

　クロウは息を大きく吸い込み、一気に踏み込んだ。中段に構えていた剣を、身体をぶつけるようにしながら振り下ろす。

　ソーシャの横を駆け抜け、クロウは立ち止まった。同時に、ソーシャの胴が斜めに裂けて、血しぶきが上がる。

「くっ……！」

　クロウは振り向いて、確認する。傷はだいぶ浅いようだ。せいぜい、薄皮一枚斬きった、というところか。

「まさか、私に傷をつけるとは。これはもう……許せませんね！」

「えっ、ソーシャ？」

　セフィがきょとんとした顔になった。

　ソーシャは明らかに怒気を発している。細められた目から鋭い光が放たれ、視線だけで殺されてしまいそうだ。

「たかが人間の……いえ、男のくせによくもやってくれましたね。姫ひめ君ぎみの前ですから、できるだけ楽に殺してあげるつもりでしたが、これは……八つ裂きで済めば幸運だと思ってくださいね」

「ソ、ソーシャ。あんたキャラが変わってるわよ！」

　ソーシャはセフィの動揺など気にも留とめていなかった。いきなり走り出し、また左手一本で突きを繰り出してくる。

「…………っ！」

　今度は、三段突き──それも、三本の突きが一本に見えるほどの速さだった。クロウは無想ムソウでその三本を素早く受け流す。それでも完全にはかわしきれず、一本が肩をかすめていった。ただかすっただけなのに、かなり深く斬きり裂かれている。

「よくかわしましたっ……！」

　ソーシャは酷薄な笑みを浮かべ、踏み込んだまま剣を引き、同時に左上段回し蹴げりを叩たたき込こんできた。

　クロウは後ろにほとんど倒れるようにしてその蹴りをかわす。すぐに体勢を立て直し、左手でもう一本の剣──舞まい姫ひめを抜き、胴払いを放った。ほぼ無意識の無想の一刀を、ソーシャはふところに飛び込んでくることでかわした。

「はあぁっ……！」

　ソーシャは今度は右手を伸ばし、人差し指と中指を突き出してクロウの目を狙ねらってくる。

　ここで目突きか──クロウは、また無意識に身体からだを動かし、舞姫の柄つか頭がしらでソーシャの右腕を打ち、軌道を逸そらせた。

　ソーシャの人差し指が、クロウのこめかみをかすっていく。クロウはくるりと舞姫を回し、切っ先でソーシャの右手首を斬った。

「ちぃっ……！」

　小さな苦痛の声を上げ、ソーシャが後ろに下がる。右手首から血が飛び散った。

「また私に傷を……！　あなたは、いったいなんなんですか……！」

「知ったことか」

　クロウは、無想モードを解除して答える。

「蹴りはともかく、ソーディが目突きとはな。えげつない技を使うじゃねぇか」

「あっさり防がれた上に、反撃までくらいましたけどね」

「残念ながら、俺おれはえげつない技を使う奴やつと、七年ほどガンガンやり合ってたのさ」

　ラーシュは、正面から剣技を競うソーディたちとは違う。目突きくらいは当たり前で、あらかじめ罠わなを仕掛けておき、それに引っかかって倒れたクロウにのしかかり、首を締め上げてきたこともある。

　反則王のラーシュに比べれば、ソーシャの戦法などまだお行儀がいい。

「では、もっとえげつなくいきましょうか。剣の聖堂の教え子たちが見たら卒倒するような戦いを見せてあげますよ……！」

「そりゃ、わくわくする──」

　クロウが軽口で答えようとしたとき、ドオンと轟ごう音おんが響いた。

　そして、ゴロゴロとなにかが転がってくる。

「……リドさん？　あなた、なにしてるんですか」

「あれ、ソーシャ姉ねえ？　まだ生きてたの～？」

　転がってきたのは、リドだった。むくりと起き上がり、パーカーの汚れをぱんぱんと払う。

「久しぶりだね～。私が、親に剣の聖堂に叩たたき込こまれて、一ヶか月げつで逃げ出して以来だっけ？」

「いえ、あなたの竜りゆう剣けん継承のときにも会いましたよ……あなたが十五歳のときでしたね。あれから二年以上、ずっと引きこもってると聞きましたが」

　ソーシャが呆あきれていった。彼女の話からすると、リドはまだ十七歳らしい。今年十六歳になるクロウより、たった一つ上なだけだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……もう、その人イヤ！　しぶとすぎるよ！」

　続いて現れたのはリンネだった。無傷のようだが、かなり斬きり合ったらしく、息を荒げている。

「死し剣けん使つかいもいたんでしたね。やれやれ。だいぶ、状況が混乱してきましたね」

「あんたがセフィを連れて来たりしなきゃ、話はシンプルで済んだんだけどな」

　クロウは、じろりとソーシャを睨にらんだ。彼にとっても、状況は面白くない方向に転がっている。クロウはリンネを救いたいだけなのだ。

　セフィはソーシャが守ってくれるだろうし、ラーシュと大だい剣けん聖せいは心配などまったくいらない。

　だが、リンネを連れて逃げるのは困難だ。リドに加えて、ソーシャまでいる。リンネと共闘できても、リドとソーシャを倒すのは容易ではない。

「!?　クロちゃん、伏せてっ……！」

「なっ…………！」

　突然、リンネが叫び、クロウに飛びかかってきた。リンネの胸がクロウの顔にぶつかってきて、そのまま押し倒される。

　そして──

　さっきとは比べものにならない轟ごう音おんが響いた。つい数日前にくらったばかりの爆撃の音に似ていた。

　周囲が目もくらむような閃せん光こうに包まれ、クロウはリンネに押し倒されたまま身動き一つできなかった。

「ぐうううっ……！」

　凄すさまじい熱と光が溢あふれ出だし、周囲の土砂を吹き飛ばしている。

　いったい、なにが起きているのか──







「だいぶ派手にやっているな」

　ラーシュと八やツ首くびの蛇が戦っていた場所から数百メートル離れた、壁の上。

　そこに、黒いコートをまとった一人の女性が立っていた。

　青い髪を長く伸ばし、爆発が起きたあたりをじっと見つめている。

「せっかく現れた宮殿も台無しだな。ブレイズは考えなしだが、ここに集まっている連中は揃そろいも揃って困ったものだ」

　黒コートの女性は、苦笑を浮かべる。

「私も、そろそろ決めなくてはならないか。さて、どうする？」

　そう言いつつ、黒コートは身動き一つしない。

　数百メートル先、爆発が起きたあたりで、何人かが動いているのが見えた。あれだけの爆発でも生きているということは、七しち剣けんか死し剣けん使つかいか。

「七剣……そうだな、奴やつらも動き出すか。政府がおとなしくしていても、ブレイズが派手に動いているのに、七剣が引き下がるわけがない」

　ふうっ、と黒コートはため息をつく。

「扉の巫み女こ、太たい陽ようの乙女、剣けん聖せいの継承者ども、七剣に死剣使い。それに──ソーディアからの来訪者などというイレギュラーまで出てきてしまった。もう、これ以上傍観は許されぬか」

　黒コートはゆっくり一歩を踏み出そうとして──やはり、動かなかった。

　まだだ、もう少し待つべきだ。

　爆発が起きたあたりで動き出した一人が、セイバーズの制服に日本刀を持った少年だったからだ。

　それに、爆心地に近づいていく二人の人影も見えた。

　もう少し様子を見てからでも遅くない。

　おそらく──もうすぐ、頂点を極めた二人の戦いが始まる。それは、最強の扉の巫女だろうとどうにもできない斬きり合いになるだろう。

　ならば、それを見届けてからでも、介入するには遅くない。

　黒コートは心を決め、その場に座り込んだ。







　クロウがリンネに押し倒されていたのは、ほんの数秒のことだっただろう。

　その数秒の間に、周囲の景色は一変していた。

「おいおい、マジか……」

「ク、クロちゃん……平気？」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだ。リンネ、おまえ……」

　クロウは、下心なくリンネの背中に腕を回した。セーターもブラウスも焼け焦げて破れてしまい、背中の肌が剥むき出だしになっている。

　もちろん、熱と光からクロウをかばったせいだ。クロウのほうは、リンネにかばってもらったおかげで、無傷である。

「はー、ボクは大丈夫。このくらいなら、すぐ治るから……」

「リンネ……」

　死し剣けん使つかいとしてリーゼに付き従う身になっても、やはりリンネはリンネだ。予知で異常を一足先に察して、クロウを守ってくれたのだ。

「助かった。ありがとうな」

「はは、気にしないで。それより、えらいことになっちゃってるね……」

　リンネは、わずかに頬ほおを赤らめて笑う。

　クロウたちは、さっきまでの地下空間ではなく、いつの間にか地上にいた。周囲は焼け焦げてしまっていて、よく見ると広範囲に亘わたってクレーター状にえぐれているようだ。

　地上まで数十メートルあったはずだが──その数十メートルの地層が、まるごと吹き飛んだということらしい。

　クロウもさんざん信じられないものを見てきたが、この破壊は現実とは思えないほどだ。なにをやれば、ここまで地上が吹き飛ぶのか。

「あ、そうだ。セフィちゃんは……？」

「……あっちも守ってくれた奴やつがいたらしいな」

　クロウたちから二十メートルほど離れたところで、ソーシャの背中に隠れるようにしてセフィが座り込んでいた。

　ついでに、竜りゆう剣けんリドもセフィたちのすぐ近くにいた。むろんノーダメージで、フードについたネコミミを意味もなくいじっている。

「マジでなんなんだ、弾道ミサイルでも落ちてきたのか？」

「わかんない。ボクが視みたのは、この辺が吹き飛ぶってことだけだったし……」

「……シルフィ様がまた無む茶ちやしたんじゃなけりゃ、あいつかな」

　そのあいつが、ゆっくりと舞い降りてこようとしていた。

　派手なフリフリのドレスを風に舞わせながら、地上へと降りた。

「あらら、ずいぶんみなさん薄汚れてるわね。クロウ以外はみんな女の子なんだから、綺き麗れいにしておかないと」

　そう言った蛇は、胴のあたりが少し切れている以外は、たいして汚れていない。

「おまえの術じゆつ法ほうの仕業か、これは」

「ええ、クロウ。爆発と炎の術法を同時にドカンとね。どちらも得意なのよ。おかげで、つい派手にやっちゃったわ」

「おまえはマジで迷惑な奴だな……」

　見たところ、墜おちたる宮殿はかなり広大だが、面積の半分くらいが吹き飛んだのではないだろうか。宮殿内にいたブレイズにも犠牲者が出たかもしれない。おそらく、八やツ首くびの蛇はそんなことは気にしないのだろう。

「でも、私のせいじゃないわ。なにもかもラーシュが悪い。彼が面白すぎる剣を見せるものだから、私もつい本気になっちゃったわ」

「……そのラーシュの姿が見当たらないが」

「あなたの兄弟弟子は、強力な術法の発動をのんびり見てるほど抜けてないでしょう？」

「そりゃそうだ」

　ラーシュなら、とっくに爆風を浴びることすらないほど遠くに逃げたことだろう。戻ってくるにしても、時間はかかりそうだ。

「さて、ラーシュは戻ってくるかしら？　それまで、兄弟弟子のあなたが責任持って私の相手、してくれるわよね？」

「リンネにおまえと、死し剣けん使つかい二人のお相手なんて贅ぜい沢たくすぎて身に余るな」

「そう言わずに。みなさん、さっきの私の術じゆつ法ほうでちょこっとダメージ受けてるみたいだし。あなたが一番元気そうよ」

「竜りゆう剣けんも元気そうだぞ」

　クロウは、ぼーっとしている竜剣リドを指差した。

「あ～、だるい～。もう一生分働いた～。休む～。来年から頑張る～」

「あんなこと言ってるわよ。それに、あれが竜剣？　なんかあまり歯ごたえなさそう。やっぱり、あなたのほうが面白──」

　そこまで言って、八やツ首くびの蛇はばっと振り向いた。その視線の先に──

「ずいぶん派手にやりましたね、蛇」

「女王……！」

　ゆっくりと歩いてくるのは、リーゼだった。右手に真紅の剣を握っている。

　八ツ首の蛇は姿勢を正し、小さく頭を下げた。やはり、死剣使いでもある彼女はどんなときでも女王への敬意を忘れられないらしい。

「クロウ、ぬしは、やはり肉体的に脆ぜい弱じやくすぎるのが弱点さね。蛇が相手では分が悪いぞ。やめておきな」

「わっ、ばあさん？」

　いつの間にか、大だい剣けん聖せいがクロウたちのすぐそばに立っていた。こちらもむき身の剣を手に握っている。

　大剣聖は、いくつかかすり傷はあるものの元気そうだ。呼吸も乱れていない。

「ふん、まったく今回の蛇も派手好きだね。自分たちの砦とりでをぶち壊してどうする」

「そんなことは、戦いが終わってから考えるわ」

　八ツ首の蛇は真顔で言った。彼女もやはり、ブレイズだ。後先を考えないどころか、困難が生じるのを喜ぶ傾向がある。

「ふう……ぬしらを見てると、昔を思い出してならんよ。ソーディはこちらの社会に適応して変わってしまったが、ブレイズどもだけは変わらんな」

「私たちに変わることを許さなかったのは、ソーディ政府でしょう」

　ぽつりと言ったのはリーゼだった。なんの感情も籠こもっていない目を大剣聖に向けている。

「そりゃ、ごもっともさね。くだらぬことを言った」

　大剣聖は自じ嘲ちようするように笑うと、ふところから写真を一枚取り出した。

　半分ほどに破れたそれを、クロウに見せてくる。

　そこには、若き日の黒髪の大だい剣けん聖せいと、セフィの曾そう祖そ母ぼである智ち将しようラナフィが写っている。

「ぬしには、前にも見せたな」

「ああ……実は、太たい陽ようの乙女の故郷で、破れてないやつも見た」

「そうか。妾わたしがこの写真を破ったのは……ここに写っていない三人には合わせる顔がないからだ」

　クロウは、その写っていない三人が誰だれなのか知っている。

　破れていない写真には、先代の扉の巫み女こと太陽の乙女が写っていた。そして──

「いや、違うか。妾があの三人の顔を見るのが怖かったのだよ」

「怖い……？」

「妾は結局、なにもできなかった。太陽の乙女は空の扉を閉じて死に、扉の巫女は太陽の乙女を失って失意のままにラナフィに連れて行かれた。そして──もう一人」

「あの写真に写ってたのは……やっぱリーゼなんだな？」

　写真には、小さく五人目の人物が写っていた。それを目にしたとき、どこかで見た覚えがあったのは当然だ。あれはリーゼだったのだから。

「そうだ、あれに写っていた五人がすべてを始めた者たちだ。空の扉を開き、戦争を始め、戦場で先頭に立って戦い、そして戦争を終わらせてしまった。中途半端な形でな」

「だから、ばあさんは今でも戦いを続けてるのか」

「そうさね。きっと……妾は最後のツケを支払うために、今日まで生きながらえてしまったのだろう」

　大剣聖は写真をクロウの手に押しつけてくる。クロウは、なんとなくそれを受け取ってしまう。

「さて、続きをやろうか、ベルよ」

「もういいのですか、ルシェ？　孫弟子へのお別れはいらないのですか？」

「性格が変わったかと思えば、大言を吐くところは変わりないのかね？　ベル、ぬしは妾に勝てる気か？」

「やり残したことがあったのは、私も同じですから。私は──ルシェに勝つために、今日まで生きてきたのかもしれません」

　大剣聖は中段、リーゼは剣を握った手をだらりと下げる無形の構えを取る。

　ぞくり、とクロウの背中を強烈な悪寒が走った。大剣聖とリーゼは、さっきよりもさらに研ぎ澄まされ、濃密な殺気を向け合っている。

　これは──誰も割り込めない。

　もはや、彼女たちの周囲で戦うことなどできそうもない。

　かつて頂点に立った二人の剣けん士しの、誇りをかけた戦いを汚すことなど、いったい誰にできるだろうか。

　そして──

　大だい剣けん聖せいは、音もなく跳躍した。







　五メートルほどの距離を、大剣聖は一瞬で跳躍した。

　最小の動きで最大の跳躍──大剣聖の体術にはやはり一分の無駄もなかった。

「ルシェ……！」

　大剣聖はみずからのあまりの速さのせいで、ほとんどブレている視界の中で、リーゼベルが大きく目を見開くのを見た。

　意識が肉体を置き去りにしたかのように、加速していく。大剣聖の意識だけが、肉体に先んじて剣を振るう。

　大剣聖の目には、自分もリーゼベルもコマ送りで動いているかのように見えていた。

　上段から剣を振り下ろす。最速で最短の軌道を描く太刀筋。古流コリユウの奇妙な太刀筋をも融合させた、この肉体で可能な最強の剣だった。

「…………っ！」

　リーゼベルは目を見開いたまま、虚うつロナル紅あかキ夜よるで受け太刀をする。ガキン、と鈍い音が響き、互いの刃がわずかに欠けて散った。『光コウ』でつくった剣といえども、ダメージを受ければ破損するのだ。

「あああああっ！」

　大剣聖は気合いを込め、続けて何度も剣を振り下ろす。銀色の閃せん光こうのように白刃が奔はしり、虚ロナル紅キ夜もそれを受け止めるたびに紅く禍まが々まがしい光を放った。

　何度受け止められても、大剣聖は少しも動じなかった。ひたすらに、わずかでも速い剣をと振り続ける。

　だが、やはりリーゼベルの防御もずば抜けている。大剣聖の剣は、虚ロナル紅キ夜であろうと、一撃でへし折るほどの威力があるはずだ。一見、受け止めるのが精一杯のようだが、リーゼベルは確実に威力を削そぐように防御している。

　人格が変わっても、見た目が子供のままでも、ブレイズの頂点に立つ剣けん士しはまったく衰えを感じさせない。

　いや、衰えていないどころか──女王もまた、以前より技術を磨き上げている。

「はぁっ！」

　大剣聖は気合い一いつ閃せん、剣を叩たたきつけるようにしてリーゼベルを吹き飛ばした。女王はガリガリと地面を削り、土煙を上げながら二十メートルほども後ずさってそこで止まった。

「く……本当にあなたは九十歳ですか……」

「ぬしにだけは言われたくないよ。同い年だろうが」

　大剣聖は、軽く剣を振って答えた。刃は、わずかに欠けてはいるが斬きれ味は落ちていない。みずから打ち、研ぎ上げた名もなき愛剣は予想以上に使えそうだ。

「どういうつもりさね、ベル。受ける一方では、ぬしに勝ち目はないぞ」

「あれだけ打ち込んでおいて、よく言いますね。私は、あなたを甘く見てはいませんよ」

「それは光栄だね、女王陛下。ところでベル、医者の仕事は楽しかったかね？」

「はい、お兄さんも何度も治療させてもらいましたよ。ブレイズと違って、よくケガをしてくれるのでいい患者さんでした」

「こらこら、医者がケガ人を喜んでどうする。どこか間違っているのは、人格が変わっても同じなのだな。しかし、面白い話さね。妾わたしは剣けん聖せいを引退してから、研ぎ師をやっていたのだが」

「確かに面白い話ですね。光こう刃じんを使っていても、斬撃が強力すぎていつも刃をボロボロにしていたあなたが研ぎ師なんて」

「ほっとけ。ぬしは身体からだを治し、妾は剣を直していたというわけさね。お互い、似合わぬ役割を背負ったものだ」

「ですが……私たちは、ここに戻って来ました。医者の道も、研ぎ師の道も捨てて」

「別に、妾は捨ててはおらんよ。ぬしを倒し、このバカ騒ぎが収まれば、また研ぎ師に戻るだけのことさね」

「……倒せるつもりですか？」

　リーゼベルは、静かに言ってまっすぐに大だい剣けん聖せいを見据えてくる。

　実は意外と、根底では彼女は変わっていないのかもしれない。傲慢にして、尊大だったブレイズの女王。

「そういえば、ブレイズの〝女王〟という呼称はぬしが初めて名乗ったのだったな。それまでにもブレイズのリーダーたちは何代もいたが、女王と呼ばれたのはぬしだけだった」

「なにが言いたいんです？」

「つい、年寄りは思い出話に浸ってしまうのさね。だが──まあ、つまらぬ感傷かね」

　大剣聖は、ゆっくりと剣を中段に構えた。

「まだ続ける気なんですね、ルシェ。もう、あなたは気づいているはずです」

「はっ、なにが言いたいのかわからないね」

　もちろん、そんなのは嘘うそだ。

　リーゼベルがなにを言いたいのか、充分すぎるほどわかっている。七十年前の大戦ではともに戦い、ブレイズ粛清のときには正面から斬きり合った仲だ。一度でも刃を交えれば、あまりに多くのことがわかってしまう。

　リーゼベルの剣が、どれほどの境地に達しているのか。自分の剣技の衰えについては、言うまでもなく理解している。

　だが、それでも──

「剣は研ぎを重ねれば、小さく細く──痩やせてしまう。だが、斬れ味は何度でもよみがえるのさね！」

「そうですね、ルシェ。あなたの気力が衰えていないことは、わかっていますよ！」

　大剣聖とリーゼベルは、同時に駆け出して、刃をぶつけ合う。

　衝突した剣から衝撃波が発生し、大だい剣けん聖せいの身体からだを突き抜けてゆく。だが、二人ともそんなものではいささかも怯ひるまない。

「妾わたしの斬きれ味、存分に味わうがいいさね！」

「あなたの気迫、確かに受けてあげます！」

　今度は、リーゼベルも斬ざん撃げきを放ってくる。鋭く、力強く、地面が沈むほどに踏み込み、紅あかい軌跡を描いて放たれる太刀筋──

　大剣聖は、なぜか薄く笑ってしまう。

　斬撃を放ち、リーゼベルの剣を受け、また攻撃を加える。そのたびに轟ごう音おんと衝撃が響き、斬ざん気きと殺気が交錯する。

　無駄を極限まで省き、最速で放たれる剣。瞬しゆん絶ぜつの法を使っても、それは古流コリユウにも似た綱渡りでもあった。

　一つでも間違えば、パワーとスピードを補う技術が欠落してしまえば、リーゼベルには剣を受けられるだけではなく、致命的な隙すきが生じて反撃を受けて斬り捨てられるだろう。

　だが、大剣聖はその致命的な一つの間違いを決してしない。

　瞬絶の法をよどみなく使い続け、リーゼベルと剣を交える。

「ベル、知っているか。研ぎはただ斬れ味を整えるだけではない。刃を美しく見せるのだ。日本刀の研ぎ師たちの業わざは、ため息が出るほど美しいぞ」

「美しさ、ですか。確かにあなたの剣は力は落ちましたが──美しい。昔のようにただ強く速いだけでなく、美しくなりました。それは、ソーディにはありえない剣ですね……」

「ははっ、なぜだろうな。ガラにもない暮らしをしたせいかもしれん」

　大剣聖は、今度はうっすらと笑う。

　変わり者だが、剣に真しん摯しで剣のために生まれてきたかのような、弟子のヒョウカ。

　古い剣術を受け継ぎ、新たな剣を生み出そうとしていた永と久わと、義よし友とも。

　若くまぶしく、才気に溢あふれた者たちとともに古流をつくり続けたあの日々が、大剣聖の剣をも変えたのだろう。

「見よ、ベル！　妾が研ぎ澄ましてきた剣を！」

「くっ！」

　リーゼベルは、大剣聖が首筋を狙ねらった一刀をかろうじて弾く。

「くくっ……ベルよ。この歳になって、これほど心躍る斬り合いができるとはな！」

「そういうのを年とし甲が斐いがないと言うんです！　ルシェ、あなたほど若い人の見本にしたくない剣けん士しはいませんね！」

　大剣聖は怒鳴りつつも、剣を止めない。リーゼベルも怒鳴り返しながら、流れるような動作で剣を繰り出してくる。

　大剣聖は──いや、リーゼベルも笑っていた。

　心の底からの笑みを浮かべ、剣を交えている。

　ああ、なつかしい──大剣聖は、震えが来るほどの喜びを感じていた。

　性格が違っていても、やはりこいつはリーゼベルだ！

　そうだ、あの頃の妾わたしはベルの剣に恋をしていたのかもしれない。

　そして、ベルのほうもあるいは──

「ええ、そうでしょう。あなたほどの剣けん士しはもはや、後にも先にも現れません。剣けん聖せいジルンシェード、あなたは最強の剣士でした」

「…………っ！」

　唐突に──本当に、唐突だった。

　大だい剣けん聖せいの左腕が、手首のところで切断されていた。

「ぐっ……！」

　大剣聖は、地面を蹴けってリーゼベルから距離を取った。

　彼女の左腕は、切断されたことに気づいていないかのように、まだ剣の柄つかを握っている。

「ばあさんっ……！」

　クロウの焦りの声が聞こえたが、大剣聖はそちらを振り向かなかった。冷静に柄を軽く揺すって、握ったままだった左腕を地面に落とす。

「やれやれ、九十年も付き合った手だったのにな。お別れするときは、こうもあっさりかね」

「あなたのその研ぎ澄まされた刃のような剣術、お見事です。でも……痩やせた剣は決して元には戻らないんですよ」

　リーゼベルは、虚うつロナル紅あかキ夜よるを小さく振った。わずかに付着していた血液が飛び散る。

「ふふっ……くくくっ」

「なにがおかしいんですか、ルシェ」

「ぬしがもう勝った気になっているからだ。ナメるなよ、ベル……！」

　大剣聖は流れ出る左腕の血にも、かまわなかった。このまま出血が続けば、ソーディといえども命に関わるだろうが、どうでもいい。

　確かに、大剣聖は──鋭くとも痩せてしまった、脆ぜい弱じやくな剣だ。

　一つの、ごくわずかな揺らぎが文字どおりの命取りになってしまう。いや、リーゼベルでなければ大剣聖の隙すきを見つけて左腕を斬きり飛ばすことなどできなかったはずだ。

　衰えた大剣聖と、肉体を維持してきたリーゼベル。ともに極限に達したことのある剣士だが、七十年の時が二人にその違いをもたらした。

　その、肉体の違いがあまりに絶望的な差となってしまっている。

　リーゼベルにはほとんど無限に近いスタミナがあるが、衰えた大剣聖はなによりもまず体力がない。

　最強の女王を相手に剣を振れば、体力の消耗も激しい。

　大剣聖の体力は、自分で思っていたよりももっている。気力というのは、意外とバカにできないものらしい。だが、それにも限界がある。

　精神が肉体を支えるということはあっても、それはごまかしだ。いつまでも続くものではない。

「私は、あと百や二百、剣を交えても太刀筋にわずかなブレもないでしょう。ですが、ルシェ。あなたはもう無理です。あと百回剣を振るううちに、二回は太刀筋がブレるでしょう。私は、その隙すきを見逃しません」

「ご託はそれだけか、ベル……！」

　ドンッ、と地面を蹴けって大だい剣けん聖せいは駆け出した。

　さっきまでより、動きが悪くなっていることがすぐに自覚できた。それは、ほんのわずかだけだろう。戦闘には特に支障はない程度だ。しかし、それは──相手がリーゼベルでなければ、の話だ。

　左手を失ったことで身体からだのバランスがかすかに崩れ、流れ出た血は体力を奪っている。

「うおおおっ！」

　大剣聖は、若き頃のような雄叫おたけびを上げて右手一本で剣を振るい──

「ルシェ、もう──！」

　リーゼベルは、無造作にも見える動きで虚うつロナル紅あかキ夜よるを横に軽く薙ないだ。大剣聖の胸部に熱い痛みが走り、血しぶきが上がる。

「なにも……なにも終わってはおらん！」

　後ろで結んでいた大剣聖の白い髪がほどけ、ふわりと風に舞う。

　大剣聖は、そんなことにはかまわず、剣を高く掲げて振り下ろした。しかし、リーゼベルはすうっと横に数センチ動いただけでそれをかわし、今度は袈け裟さ懸がけに斬きり裂く。

「ぐううっ！」

　また、胸に燃えるような痛みを感じ、一瞬大剣聖の動きが止まってしまう。それでも、止まったのは刹せつ那なの間だけ。

　さらに大きく踏み込んで、リーゼベルの顔を狙ねらって突きを放った。

　リーゼベルの透き通るような不思議な髪が数本散ったが、それだけだった。突きをかわしながらのリーゼベルの反撃は、大剣聖の首を斬り裂いていた。

　いや、浅い──この程度で死ぬほど、衰えてはいない！

「うおおおおおおっ！」

　大剣聖は首筋から血を流しながら、なおも剣を振りかぶる。しかし、リーゼベルは反撃を許さなかった。

　目にも留とまらぬ動きで虚ロナル紅キ夜を連続して振り、そのたびに大剣聖の身体に傷跡が刻まれ、勢いよく血が噴き出す。

「ぐっ……！」

　どれも致命傷ではない。まだ身体は動く。剣を振れる限り、自分は剣けん士しだ。剣士ならば、どんなに傷を受けようと戦い続けられる。

　弟子のヒョウカも、そういう剣士として育て上げた。剣を握っている限り、どんな状態になろうと戦える者が剣聖だ。孫弟子たちも、同じように育っただろう。

　ならば、それを伝えた者が、継承者たちの前で無様な姿は見せられない。

　斬きられて傷つくことは、決して無様ではない。

　傷ごときで戦うことをあきらめることこそが、かつて自分が持っていた剣けん聖せいの称号を汚すことになる。

「ルシェ、あなたはもう……！」

「妾わたしがなんだ！　調子に乗ってるんじゃないよ、このロリコン殺しが！」

「それを言いましたね！」

　リーゼベルは、大きく踏み込んで真紅の刃を突き出してきた。大だい剣けん聖せいは急所をずらしつつ、その刃を腹部で受けた。隙すき間まを縫うようにして内臓には刺さっていない。背中まで貫かれながら、大剣聖もまた踏み込んだ。

　限界を極めた達人である大剣聖は、どんな間合いだろうと体勢だろうと必殺の一撃を放つことができる。コンパクトに振るった剣は、リーゼベルの首筋を狙ねらい──

「これで……終わりです！」

　その前に、リーゼベルが突き刺した剣をひねるようにして回し、腹の中央から右脇腹へと刃を滑らせるようにして斬り裂いた。

「あっ…………！」

　ぐらり、と大剣聖の身体からだが崩れた。脇腹から大量の血がこぼれ落ち、左側へと数歩よろめいた。

「あなたが教えてくれたことを──実行します」

「なんの……話さね……」

　リーゼベルは答えずに、虚うつロナル紅あかキ夜よるを大きく振り上げた。それから、残像すらも見えないような速度で斬ざん撃げきを放つ。

　再び袈け裟さ懸がけに斬られ──さらに深く刻まれた傷から、血が噴水のように飛び出した。

「確実にトドメを刺す、ということです。あなたは七十年前、私の首を落とせなかったから、今ここで斬られるんですよ」

「ベ……ル……」

　大剣聖は、剣を握ったまま、その場に両りよう膝ひざをついてしまう。傷の痛みには耐えられる。しかし、失われた血はどうにもできない。どれほど強きよう靱じんなソーディでも、血が足りなければ動けないのだ。

　大剣聖は顔を伏せてしまう。もう顔も上げられなかったから──

　というだけではない。口元に浮かんだ笑みを隠したかったからだ。

　笑ってしまう、笑ってしまう、これが笑わずにいられるか──！

　リーゼベルは気づいていない。いや、誰だれも気づいていないだろう。この地上にいる誰も気づいていないかもしれない。

　こんな簡単なことに、なぜ誰も気づかないのか。

　七十年もの時が、アレを忘却の彼方かなたに押しやってしまったのか──

「ばあさんっ！　よせっ、リーゼ！」

「おばーちゃん！　リーゼちゃん、ダメ！」

　今度は、クロウだけでなくリンネまでわめいている。本当に奇妙な死し剣けん使つかいだ。女王を制止するようなことを口走るとは。

　だが、止める必要などまったくない。リーゼベルにはもう、なにもできない。

「さようなら、ルシェ。私の、友達……」

　リーゼベルが剣を振りかぶったのが、気配で伝わってきた。

　本当に変わらないな、ベル。性格が変わったところで、やはり根本的なところでは同じなのだな。

　ぬしは詰めが甘いのだよ、ベル──

「炎よ……」

　大だい剣けん聖せいは、口の中で小さく小さくつぶやいた。

　まだ握ったままだった剣に、『光コウ』を集中させていく。静かに、静かに。

　これも長い経験を積んできた大剣聖だからこそ可能な芸当だ。剣に伝わらせた『光』をさらに強化していく。

「…………っ！」

　リーゼベルが、ぴくりと身体からだをこわばらせたのがわかった。さすがは女王、『光』をゆっくり静かに練り上げたつもりだったが気配で察したらしい。

　だが、もう遅い──

「なっ……!?」

　大剣聖は跳ねるようにして立ち上がり、剣を大きく振りかぶった。リーゼベルは剣を振り上げたまま反応できない。

　そうだろうとも──大剣聖はほくそ笑んだ。

　大剣聖の体術は、ここまでリーゼベルに見せたどんな動きよりも速かった。最後の力を振り絞り、すべての無駄を捨てた、神速をはるかに超えた──全盛期の彼女をも凌りよう駕がするスピードだった。

　大剣聖が振り上げた剣──その刃が、炎を纏まとう。

　振り下ろしつつ、炎は大きく燃え上がり──

「炎よ、乱れて爆はぜよ！」

　大剣聖の燃える刃は、リーゼベルに直撃し、彼女の身体を燃え上がらせて。

　炎はさらに大きくなり──巨大な火球と化して爆発を起こした。

「ル……シェっ……！」

　リーゼベルが、表情を歪ゆがめる。

　ついさきほど、八やツ首くびの蛇が同時に使った、炎と爆発の術じゆつ法ほう。

　大剣聖の術法はそれと効果はまったく同じ──炎を燃え上がらせ、爆発を起こすものなのだ。

　ほぼ七十年ぶりだが、上う手まくいったじゃないか──

　大だい剣けん聖せいは、爆発で白く染まる視界の中、満足感を覚えていた。

　ソーディたちが大戦時に操っていた術じゆつ法ほうの力は、空の扉が完全に閉じるとともに失われていった。扉が閉じたあとも使えるのは、術法に長たけたブレイズのみ。

　大剣聖ほどの剣けん士しであっても同じことだったが──空の扉が再び開きつつある今、その力が戻って来ているのだ。

　能力が戻っていることは、既に確認済みだ。

　さきほどのサーラの爆発の術法も、この術法をぶつけることで相殺して防いだのである。消耗を避けるために威力は抑えたが、術法が実戦で使えるかの実験でもあった。

　術法こそが、大剣聖の切り札。

　老いた彼女が、女王を仕し留とめられる唯一の力だった。

　彼女の術法は、効果範囲は八やツ首くびの蛇に及ばずとも、威力だけなら七しち剣けんであろうと大型エイジンであろうと一撃で屠ほふることが可能。

　大剣聖に残されたすべての『光コウ』を注ぎ、命すらも費やした一撃──

「ベルよ……！　ともに逝こうじゃないか！」

　二度も親友を斬きることになるとはね──

　心のうちでつぶやき──ふと、真っ白な視界に、奇妙な幻影が見えた。

　七剣の正装をまとい、黒髪を長く伸ばしていた若き頃の自分と。

　黒いローブを着て、薄い青の髪を風に遊ばせているリーゼベル。

　ああ、あれは──まだソーディアにいた頃の二人だ。

　まだ、地球に攻め込む前、剣を極めるためだけに生きていた、若き二人の剣士。

　二人は、笑っていた。

　若く、無邪気で、透き通るような笑顔だった。

　二人の友情が迎える結末のことなど、想像もしなかった頃のジルンシェードとリーゼベルだった。

　己の運命の皮肉さを笑いながら、大剣聖の意識はゆっくりと遠ざかっていく。

「ばあさんっ！」

　意識が消える直前、ただ一人の孫の声を聞いて。

　最後に聞くのがあいつの声ならば、悪い気はしない。

　そんなことを思ってしまい、自分も焼きが回ったと笑ってしまった。

　笑いながら死ねるなら──なんて幸せなことだろうか。







「ばあさんっ！」

　クロウは叫びながら、大剣聖のもとへと駆け寄っていく。

　というより、他はなにも見えない。大剣聖が使った炎と爆発の術法で周囲は吹き飛び、火の海と化している。

「ばあさん、あんたはしぶとい年寄りだろうが！　こんなとこで死ぬな！」

　クロウは、倒れている大だい剣けん聖せいを抱き起こした。大剣聖は、驚いたことにまだ剣を握ったままだった。

「これだからソーディってやつは！」

　クロウはポケットから応急手当て用も兼ねて入れてあったハンカチを取り出し、大剣聖の左腕の付け根にきつく巻きつけた。

　まだ、彼女の左腕の切断部分からは血が止めどなく流れ続けている。傷だらけだが、この出血が一番まずい。

「ここじゃ、どうにもならねぇ。やべぇな……」

　遠くから、わーわーと騒いでいるような声も聞こえてくる。

　おそらく、宮殿内にいたブレイズたちだろう。この炎を消すのは容易ではないだろうが、すぐに駆けつけてくるはずだ。負傷した大剣聖を抱えて、ブレイズの相手などできるはずもない。

「派手にやりすぎだろ、ばあさん……！」

　意識のない大剣聖に文句をつける。

　あちこちが燃えているせいで、未いまだに周りがまったく見えない。セフィもリンネも、いったいどこにいるのか。

　クロウが生きているのだから、二人も無事だろう。リンネは死し剣けん使つかい、セフィは未熟でもそばにソーシャがいる。ソーシャは全力でセフィを守ってくれるだろう。

　あの二人は、おそらく心配は不要だ。だが、今はそれよりも──

「ああ、くそっ……！」

　リーゼのことも、やはり気になってはいる。あの凄すさまじい術じゆつ法ほうの直撃をくらって、どうなったことか。

　いや、リーゼを放ってはおけないが、急を要するのは大剣聖だ。とにかく、一度安全なところまで連れ出さなければならない。

　大剣聖は重傷だ。下へ手たに動かすのは危険だろうが、このまま放っておいても間違いなく死ぬ。

「クロウ！　大剣聖は俺おれが担ぐ！　おまえは走れ！」

「ラーシュ！」

　いったいどこにいたのか、ラーシュが駆け寄って来て、大剣聖の身体からだを担ぎ上げた。

　クロウも、いちいちいつものような無意味な掛け合いをしている余裕はない。

「行くぞ、ラーシュ！　とりあえず宮殿の外へ！」

「わかってるよ！」

　クロウとラーシュは並んで走り出した。

　墜おちたる宮殿が出現して、大きく地形が変わっているとはいっても、七年間も籠こもった山のすぐそばだ。勝手はわかっている。街へ出られる道路へと向かう。

　クロウは走りながら、ラーシュに背負われた大だい剣けん聖せいを見た。彼女は身動き一つしていない。

　血を流しすぎたからか、それともさっきの術じゆつ法ほうで力を使い果たしたのか。

　おそらく、その両方──もう、彼女に時間が残されていないのは明らかだった。






　　　　エピローグ






　走ること、二十分ほど──

　クロウとラーシュは墜おちたる宮殿を離れ、山々を縫うように通っている車道に下りていた。

　付近は政府によって封鎖されているため、車も通行人もまったく通らない。

「ラーシュ！　ばあさんを下ろせ！　これ以上担いで運ぶのは無理だ！」

「救急車なんて呼んで、ここに来るのかな」

　ラーシュは大剣聖をそっと地面に横たえると、ポケットからスマホを取り出した。

　クロウは大剣聖のそばに屈かがみ込こんで、出血箇所を手で押さえる。

「……クロウ、ダメだ。繋つながらない。圏外になってる」

「ちっ！　やっぱり担いで運ぶしかねぇのか！」

　とはいえ、それも即断しかねた。ラーシュがソーディの脚力で走ったら、担がれているほうへの肉体的負荷はハンパではない。

「待って、クロウ。それなら、俺おれがどこかで車をかっぱらってくるよ」

「おまえ、いいとこの生まれのくせに、あくどいこと思いつくな……つーか、運転できるのか？」

「まあ、なんとかなるだろ。大だい剣けん聖せいをこのまま運ぶよりはずっといいよ」

「そりゃそうだな……」

　クロウには、少しだけ意外だった。ラーシュにとっても師し匠しようの師であるが、彼がこれほど懸命になって大剣聖を救おうとするとは。

　あるいは、クロウが知らないところでラーシュは大剣聖となにかあったのだろうか。

「この人には、いいヒントをもらったからね。せめてもの恩返しさ」

「…………」

　まるでクロウの心を読んだように、ラーシュは言った。意味はいまいちわからないが、特に裏はなく大剣聖を助けようとしているらしい。

　ラーシュはえげつない戦い方をする上に抜け目がないので、冷酷なようにも思われがちだ。しかし、彼にも人を想おもう心があることをクロウはよく知っている。

「よし、ラーシュ、頼む。その間に、俺おれは少しでも手当てを──」

　そこまで言ったとき──クロウの身体からだは動き出していた。

　無想ムソウモードが発動したのだ。なにも意識することなく、無想が発動したのは初めてのことだった。

　クロウは立ち上がりながら、日本刀を鋭く抜き放った。

　身体をぐるりと半回転させつつ、背後に向けて抜いた剣を振るう。やはり、意識はしていない、うつろな一刀だった。

「なにっ……！」

　クロウの意識が急速に覚かく醒せいする。

　無想で放った一刀が──クロウの日本刀が、真ん中のあたりでへし折られていた。

　太たい陽よう教きようの戦闘部隊リーダー、ジョーとの戦いで長年愛用していた日本刀が折れてしまい、そのときにどこからともなく飛んで来た新しい刀をずっと使い続けて来た。

　無銘ではあっても、斬きれ味にも耐久性にも問題はなかったのだが──

「いったい……」

　クロウは折れた日本刀を見て、次に──それをへし折った相手に視線を移した。

　いったい、いつの間に現れたのか。

　青い髪を長く伸ばし、全身を覆おおう真っ黒なコートを羽織った人物が立っていた。右手には、日本刀に似た長剣を握っている。

　いや、クロウはその剣を知っていた。その人物を知っていた。

　剣は、代々剣聖に受け継がれる名剣〝久遠クオン彼方カナタ〟。

　彼の記憶にある服装とはまったく違うが、誰だれよりもよく知っている女性──

「師せん……匠せい……？」

「その剣、せっかく、そなたにくれてやったのにな。もったいないことをしてくれたな、クロウ」

　微笑ほほえみを浮かべて、黒コートの人物──剣聖ヒョウカは言った。

　なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、なぜ、なぜ？

　クロウの頭を、ぐるぐると疑問が回る。

　一年以上前に、他でもないクロウ自身が斬きり殺したはずの師し匠しよう。

　そのときの記憶はおぼろげだったが、ここ数すうヶか月げつで確かに師を斬殺した手応えを思い出していた。

　いや、ヒョウカの遺体を確認したわけではない。だが──クロウの手は、彼女を殺したと確信していた。

「どうして、あんたが……」

「クロウ、話は後だ。それより、用がある」

　ヒョウカはなんでもないように言うと、久遠クオン彼方カナタを鞘さやに収め、大だい剣けん聖せいのそばに屈かがみ込こんだ。

「お久しぶりです、我が師よ」

「……ぬしら、常識をわきまえよ。ケガ人のそばで斬り合いなんぞするんじゃないよ」

　大剣聖はゆっくり目を開けると、いきなり毒を吐いた。

「それだけの傷を負って、剣を手放さない人に常識がどうとか言われたくありませんね」

「ふん……相変わらず、口の減らない小娘だ」

　大剣聖はまだ毒を吐きつつも、握ったままの剣は離さない。

「しかし……ぬし、生きておったのだな」

「死んだと報告した覚えはありませんよ」

「ぬしは自分の出自も隠すようなとんでもない弟子だったが、恩知らずではあるまい。妾わたしに断りもせず姿を消したのは、死んだからだと思っておったよ」

「まあ……当たらずといえども遠からずですけどね」

　そう言って、ヒョウカはちらりとクロウを意味ありげに見た。

「なるほどな、ぬしを斬ったのはクロウのほうだったか……」

「私が弟子に斬られたとお思いでしたか」

「ふん、今のソーディはすっかりぬるくなったがな。弟子が師を斬るなど、ソーディならば当たり前のことであったよ。あのアミラルという小娘もそうだったはずさね」

「アミラルは特殊ですよ。私も、別に弟子に斬られてやるつもりなどなかったのですけどね」

　ヒョウカは、くすりと微笑ほほえんだ。

　クロウは呆ぼう然ぜんとしてしまう。大剣聖が、クロウが隠していた〝ヒョウカの死〟に気づいていたのも意外ではあるが──

　クロウがヒョウカを斬ったのは、やはり夢ではなかったらしい。しかし、それならば自分を斬った相手を前に、ヒョウカはなぜ師匠と弟子だった頃と変わらぬ態度なのか。

「師を斬るのが当たり前なら、私もそうするべきだったでしょうか？」

「バカを言うでない。最高の相手と再会し、最後の──あんなにも楽しい戦いができたのだ。ぬしに斬きられるなど冗談じゃないさね」

　そう言って、大だい剣けん聖せいはごほっと咳せき込こんだ。その咳せきに血が混じっているのをクロウは見逃さなかった。

「クロウ、ラーシュ……妾わたしとベルの戦いは見ておったな？」

「ちゃんと見させてもらったよ。俺おれにはサーラとの戦いを見ただけで充分だったけどね」

「あ、ああ。見てたよ。でも、ばあさん……」

　クロウは、そんなことよりも大剣聖の傷が気になって仕方なかった。これ以上しゃべらせるのは──

「ならば、よい。妾の戦いは七十年前の後悔を消す以上の意味があったということだ」

「ばあさん……？　あんた、まさか俺たちに戦いを見せるために……？」

　大剣聖とリーゼベルの戦いは、頂点を極めた者同士の斬り合いだった。

　身体能力の衰えをカバーする大剣聖の体術をこの目で見たことは、人間であるクロウには大きな意味のあることだった。

「無想ムソウ……まだ完成してはおらんだろう。さらなる高みを目指すがいい」

「なんであんた、そこまでしてくれるんだよ……」

「ふん、ぬしらに見せたのはオマケみたいなものだ。妾が妾のために戦っただけさね。剣けん士しならば、戦いの理由に他者を求めるな。クロウ、特にぬしだ。誰だれかを守るために、誰かのために戦おうとするな。己のために強くなれ、己のために戦え」

「でも、俺は……」

「生きよ、クロウ。強く生きていけばよい。ぬしが守りたいと思っている者たちも、ぬしが生きることを願っている。おそらく──永と久わと義よし友とももな」

「ばあさん……」

「クロウ、死を悲しむな。ただ、死んだ者たちが託した想おもいを忘れずにいてくれればよいのだよ」

　クロウは答えようとして──なにも言えなくなってしまう。

　大剣聖の優しい微笑ほほえみに、言葉が見つからなかった。いったい、なにを言えばいいのだろう。

　ただ黙って頷うなずくと、大剣聖もまた満足したように頷いてくれた。

「ふー……弟子と、孫弟子二人に囲まれて、か。穏やかすぎて、面白みに欠けるな。まったく、ソーディアを出たときにはこんな最期は想像も……しな……」

「ばあさん！」

　クロウが屈かがみ込こんだときには、大剣聖は既に目を閉じていた。

　そして、そのまま呼吸を止め──偉大なる剣士は逝った。

「我が師よ……安らかに……」

「…………」

　ヒョウカは穏やかにつぶやき、ラーシュは無言のままだった。

　クロウもまたなにも言えず、ただ大だい剣けん聖せいの顔を見つめていることしかできなかった。

「最後まで剣を手放しませんでしたね。本当にあなたらしいですよ……」

　ヒョウカは、大剣聖の右手からそっと剣を取り上げた。腰に差していた鞘さやも外し、剣を収める。

「ちょうどよかっただろう。クロウ、そなたがこの剣を受け継ぐといい。偉大な剣けん士しが最後に使った剣だ。不服はないだろう。この剣は、拵こしらえをつければ日本刀として使えそうだ。案外、我が師はそのために持っていたのかもしれぬよ」

　そう言ってヒョウカが差し出してきた、真っ白な剣をクロウは言われるままに受け取った。まるで、自分に合わせて打たれたかのように、しっくりとくる重さだった。

「さて、それでは……そなたらも私に言いたいことはたくさんあるだろう」

　ヒョウカは何事もなかったかのように立ち上がり、言った。

「言いたいことはないさ。あんたが今度クロウに近づいたら──前に言ったよな？」

「忘れてはおらん。だがラーシュ、そなたにも用があってな。許せよ」

「…………！」

　ヒョウカは抜く手も見せずに久遠クオン彼方カナタを一いつ閃せんさせ──一瞬で鞘に納めていた。

「おや……これは」

　ラーシュが、淡々とつぶやいた。

　その彼の左手首にはまっていた、白い金属製の腕輪──剣聖の継承印コードが切断され、ぽとりと地面に落ちていた。

「剣聖はそなたが継げ、ラーシュ」

「ずいぶんといきなりじゃないか、師匠せんせい」

　ラーシュは動揺もしていない。クロウもまったく動じていなかった。いや、事態が唐突すぎて、理解できていないだけかもしれない。

「剣聖を継いだ者の、偉大なる剣士ジルンシェードから称号を継いだ私の責任だ。これだけは果たさなければ、私も目指すべき場所へ向かえない」

「目指す場所……？」

　クロウも立ち上がり、剣聖ヒョウカへと向き直る。いや、もう彼女は剣聖ではないのか。

「そなたたちの成長は見させてもらった。面白いじゃないか。古流コリユウを超えた無想ムソウに、斬流ザンリユウか。予想以上だ、そなたたちは」

「斬流……？　予想？」

　さっきから、クロウにはわからないことだらけだ。今は、大剣聖の死を悼むべきときなのに、なにが始まってしまったのか。

「説明は不要だろう、クロウ。そなたたちと私の間にあるのは──これだけだ」

　ヒョウカは笑みを浮かべて言い、再び久遠彼方を抜き放った。最高の名剣の刀身は、濡ぬれたように妖あやしく輝いている。

　それから、クロウたちに散々叩たたき込こんだ中段の構えを取った。

「…………！」

　クロウとラーシュはまったく同時に反応し、抜刀して中段の構えを取った。クロウが抜いたのは、大だい剣けん聖せいの剣だ。

「よい構えだ。さあ、始めよう」

　ヒョウカは久遠クオン彼方カナタを構えたまま、静かに殺気を放ち始めた。

　それはまぎれもなく、二人の弟子を斬きり伏せようとする本物の殺意だった──
















あとがき




　どうも、鏡かがみ遊ゆうです。毎度の１Ｐあとがきですみません……。お話が盛り上がりすぎてページ数が減らせなくて……。楽しんでいただくため、ということでご勘弁をー。

　それはともかく、今巻もみけおう先生の絵が素晴らしいですね。肌色多い！　セクハラの一番の被害者はセフィ様ですが、リンネやウィニアたちも頑張ってくれてますね。

　もちろん、バトルも白熱してますよ！　今回のとあるバトルは、特に気に入っております。「好敵手」と書いて「とも」と呼ぶ関係っていいですねえ……。




　そして、神楽かぐら武たけ志し先生のコミカライズ第２巻も発売されます。クロウとブレイズの熱い戦いが描かれています。もちろんパンチラも！　こちらもよろしくお願いします！




　さらに『剣神』とは別で、謎なぞの企画も進行していたりします。こちらもよろしくです。




　最後になりましたが、読者様、制作に関わってくださった皆様、ありがとうございます。

　それでは、また次巻でお会いできれば嬉うれしいです。


二〇一四年五月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　脱・引きこもりを目指してましたが、挫折。

　　なんとかお外に出る時間を作らないと！

　　まあ、そんな時間があったらゲームやりますけど。







　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌在住。

　　最近は宇宙関係の本を読むのにハマっています。

　　夜寝る前に読むのが楽しいです。

　　スケールが大きすぎて想像もつかないぐらいの世界、気が遠くなりますが自分も宇宙のひとかけらだと思うと不思議で嬉しいです。

　　今年はＪＡＸＡに見学に行ってみたい！







　　ＨＰ「PINK CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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